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は し が き

日本大学経済学部経済科学研究所の前身である日本大学経済科学研究所は，1944年に設立されたが，

経済学部の付置研究機関として本格的な活動を開始したのは1970年代以降といってよいであろう。それ

以来一貫して，経済学およびこれに関連する分野について広く調査研究することにより学術の発展に寄

与するという目的を達成すべく，研究所運営委員会の陣容を整えながら，研究活動の活性化を図ってき

た。現在，本研究所の研究活動としては，講演会の開催，ワーキング・ペーパーの発行，研究叢書の出

版，共同研究の運営などが挙げられる。まず，講演会は，毎年，経済状況に鑑みた「統一テーマ」を決

定し，そのテーマに係わる第一級の研究者を講師に招いて，研究者ばかりでなく，大学院生・学部生，

さらには地域の方々を対象に開催している。この講演会の内容は，『経科研レポート』という冊子にま

とめ公刊している。また，ワーキング・ペーパーは，2002年度に最初に発行されて以来，専任教員を中

心に投稿されている。さらに，共同研究の成果や学術的価値の高い成果を研究叢書として出版すること

のできる体制も整えている。

そして1974年に開始された共同研究の運営は，本研究所の活動のひとつの重要な柱となっている。毎

年，本学の専任教員を核に国内外の研究者からなる複数の研究チームが編成され，変化の激しい経済状

況を考慮した，先端的あるいは学際的テーマに取り組んでいる。各チームは，2年にわたって研究費の

補助を受けながら研究を進め，その後本研究所での研究報告（報告内容は『経科研レポート』に掲載）

ならびに学会発表を行って研究水準を一層高め，最終的にはその成果を本研究所の機関誌である『紀要』

に取りまとめている。なお，『紀要』ばかりでなく，『経科研レポート』ならびにワーキング・ペーパー

も，インターネットから自由に閲覧することができるようになっていることを付言しておきたい。

このような本研究所の活動に対して，日本私立学校振興共済事業団の対象事業として，同財団より毎

年特別補助が与えられている。

本研究所の研究情報の蓄積は，量・質とも相当な程度となった。それらを整理して本冊子に掲載する

こととした。皆様の一助となれば幸甚である。

2011年3月

 日本大学経済学部経済科学研究所

 所長　齋　藤　宏　之
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Ⅰ　沿　革

日本大学経済学部経済科学研究所の前身である日本大学経済科学研究所は，1944年8月1日に設立され，
初代所長には呉文炳教授が就任した。発足当初は研究体制も整わず，専ら研究資料の収集，図書の購入，
寄贈図書の受け入れに主力が注がれた。
商経学部が経済学部と改称されたのは1944年2月であったが，1947年4月以降，それまで商経学部商経
研究会から刊行されていた『経済集志』が，当研究所の機関誌として移管され，以後1954年3月まで継
続して刊行されたが，『経済集志』は経済研究会が設立されるや，経済研究会の機関誌として発刊され，
今日にいたっている。その後，研究所の活動はあまり活発に行われなかったが，1951年6月には
W. H. Beveridge著，井手生訳『自由社会における完全雇用』が図書として初めて刊行された。
研究所が本格的に活動し始めたのは1970年頃からであるが，このことが制度の整備を促すことにも
なった。1974年4月には「日本大学経済科学研究所仮規程」が施行されたが，それを1977年4月1日には「日
本大学学部研究所仮規程準則」に基づいて「日本大学経済学部経済科学研究所規程」に改定され，学部
付置の研究所として位置づけられた。これに伴って名称も「日本大学経済学部経済科学研究所」に改称
された。そして，「新規定」に基づいて新所長に佐々木晃教授が就任され，その下に次長，所員が任命
され，それらで運営委員会が組織されて，体制が整備された。それとともに個別研究，共同研究が発足
し，1976年12月には研究所の機関誌『紀要』第1号が発行の運びとなった。そののち，総合研究も加え
られ，これには後に私学振興財団から特別補助が給付されるなどして研究実績も着実に上がり，2011年
3月までには『紀要』も41号を数え，また1993年より刊行された『経科研レポート』も36号迄数えるに
いたった。さらに，2002年からは「日本大学経済学部経済科学研究所ワーキング・ペーパー」を刊行し
た。また，『日本大学経済学部経済科学研究叢書』も6冊刊行されている。

Ⅱ　歴代所長

呉　　文炳　　　　1944年 4 月 1 日　～　1945年12月 9 日

松葉　栄重　　　　1945年12月10日　～　1946年 5 月 8 日

飯田　照夫　　　　1946年 5 月 9 日　～　1947年 9 月30日

松葉　栄重　　　　1947年10月 1 日　～　1948年10月30日

尾形　亀吉　　　　1948年11月 1 日　～　1949年 5 月31日

大舘　堯寿　　　　1949年 6 月 1 日　～　1963年 3 月31日

山県　一雄　　　　1963年 4 月 1 日　～　1967年11月30日

吉田　　寛　　　　1967年12月 1 日　～　1970年 3 月31日

岡本　清造　　　　1970年 4 月 1 日　～　1972年 5 月31日

田中　　稔　　　　1972年 6 月 1 日　～　1977年 3 月31日

佐々木　晃　　　　1977年 4 月 1 日　～　1984年 3 月31日

内藤　英憲　　　　1984年 4 月 1 日　～　1988年 3 月31日

加藤　義喜　　　　1988年 4 月 1 日　～　1991年 3 月31日

原　　　亨　　　　1991年 4 月 1 日　～　1994年 3 月31日

安田　元三　　　　1994年 4 月 1 日　～　1997年 3 月31日

本間　祥介　　　　1997年 4 月 1 日　～　2002年 3 月31日

栖原　　学　　　　2002年 4 月 1 日　～　2004年 3 月31日

中島　善太　　　　2004年 4 月 1 日　～　2009年 3 月31日

山本　　拓　　　　2009年 4 月 1 日　～　2010年 3 月31日

齋藤　宏之　　　　2010年 4 月 1 日　～
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Ⅲ　研究活動

1　共同研究

1974年４月～1976年３月
「1930年代以降の日本の戦時経済について─とくに戦時統制経済について─」

木村　隆俊（日本大学経済学部教授）
古賀　義弘（日本女子経済短期大学専任講師）
矢部　洋三（日本大学通信教育部インストラクター）

1975年４月～1977年３月
「貨幣と生産および物価との関連性に関する研究」

中山　靖夫（日本大学経済学部教授）
片平　光昭（日本大学商学部専任講師）
関谷喜三郎（日本大学商学部助手）
藤本　訓利（日本大学経済学部副手）

「日本的風土の経済学的研究─主体性と環境的諸条件についての総合的研究─」
名東　孝二（日本大学経済学部教授）
正慶　　孝（中央公論調査室）
小泉　貞彦（エコノミスト編集部）

「日本経済の資本蓄積過程─国富の構造と分析─」
阿部　喜三（日本大学経済学部教授）
楠田　　義（経済企画庁経済研究所国民所得部国民生産課長）
井田　和一（総理府統計局調査部経済統計課長補佐）

1976年４月～1978年３月
「社会経済構造の変化と動向─産業構造の高度化と情報化社会の展開─」

阿部　喜三（日本大学経済学部教授）

「日本的経営産業の変革の実証研究」
名東　孝二（日本大学経済学部教授）
室本　誠二（日本大学経済学部助教授）
宮下　正房（流通システム開発センター常務理事）
小山内高行（早稲田実業高校教諭）
林　　芳典（毎日新聞社論説委員）

「人口構造の変化が社会経済構造に及ぼす影響に関する研究」
黒田　俊夫（日本大学経済学部教授）
鈴木　啓祐（流通経済大学経済学部教授）

「1920年代日本資本主義の再生産の構造」
木村　隆俊（日本大学経済学部教授）
草原　光明（日本大学経済学部専任講師）
古賀　義弘（日本大学理工学部専任講師）
矢部　洋三（日本大学工学部助手）
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「日本の農業及び食糧問題の再構築」
的場　徳造（日本大学経済学部教授）
岡田　和喜（日本大学経済学部教授）
馬場　　昭（日本大学農獣医学部助教授）
内藤　　勝（日本女子経済短期大学助教授）

「多国籍企業と会計問題」
大即　英夫（日本大学経済学部教授）
原田　行男（日本大学経済学部助教授）
今福　愛志（日本大学経済学部助教授）
田中　建二（日本大学経済学部助手）

「地価上昇のメカニズムと日本経済」
田中　啓一（日本大学経済学部助教授）
阿部　真博（東洋大学非常勤講師）
沼田　　明（東京都政策室参事）
花輪　宗命（東京都中央都税事務所主事）

「都市経営（公経営）とCity Manager System」
菊池祥一郎（日本大学短期大学部教授）
大淵　利男（日本大学法学部教授）
一瀬　智司（国際基督教大学教養学部教授）
片桐　達夫（都市総合研究所事務局長）

「転型期論の再検討」
近江谷幸一（日本大学経済学部教授）

1978年４月～1979年３月
「人口構造の変化が社会経済構造に及ぼす影響に関する研究」

黒田　俊夫（日本大学経済学部教授）
鈴木　啓祐（流通経済大学経済学部教授）

「1920年代日本資本主義の再生産の構造」
木村　隆俊（日本大学経済学部教授）
草原　光明（日本大学経済学部専任講師）
古賀　義弘（日本大学理工学部専任講師）
矢部　洋三（日本大学工学部助手）

「日本の農業及び食糧問題の再構築」
的場　徳造（日本大学経済学部嘱託教授）
岡田　和喜（日本大学経済学部教授）
馬場　　昭（日本大学経済学部教授）
内藤　　勝（日本女子経済短期大学講師）

「多国籍企業と会計問題」
大即　英夫（日本大学経済学部教授）
原田　行男（日本大学経済学部教授）
今福　愛志（日本大学経済学部助教授）
田中　建二（日本大学経済学部専任講師）
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「地価上昇のメカニズムと日本経済」
田中　啓一（日本大学経済学部助教授）
阿部　真博（東洋大学非常勤講師）
沼田　　明（東京都政策室参事）
花輪　宗命（東京都中央都税事務所主事）

「都市経営（公経営）とCity Manager System」
菊池祥一郎（日本大学短期大学部教授）
大淵　利男（日本大学法学部教授）
一瀬　智司（国際基督教大学教養学部教授）
片桐　達夫（都市総合研究所所長）

「転型期論の再検討」
近江谷幸一（日本大学経済学部教授）

「日本的経営･産業の生活経済論的アプローチ」
名東　孝二（日本大学経済学部教授）
室本　誠二（日本大学経済学部助教授）
宮下　正房（流通システム開発センター常務理事）

1979年４月～1981年３月
「公企業とその学際的アプローチ─行・財政・経営・会計分野─」

菊池祥一郎（日本大学経済学部教授）
大淵　利男（日本大学法学部教授）
一瀬　智司（国際基督教大学教養学部教授）
山谷　修作（東洋大学経済学部専任講師）
松行　康夫（東京農工大学工学部助教授）

1979年４月～1982年３月
「企業と産業の社会会計」

名東　孝二（日本大学経済学部教授）
室本　誠二（日本大学経済学部教授）
青柳　　清（日本大学経済学部助教授）

「都市財政（とくに人口急増都市）と財源問題」
田中　啓一（日本大学経済学部教授）
横田　信武（早稲田大学助教授）
沼田　　明（一ツ橋大学講師）
阿部　真博（水戸短期大学助教授）
堀田　治男（全国市長会参事）

1980年４月～1982年３月
「制度派経済学の研究」

佐々木　晃（日本大学経済学部教授）
佐々野謙治（第一経済大学助教授）
金指　　基（日本大学商学部助教授）
塚本　隆夫（日本大学経済学部専任講師）
内田　　成（日本大学大学院経済学研究科博士後期課程）
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「会計情報システムに関する研究」
原田　行男（日本大学経済学部教授）
根本　光明（中央大学商学部教授）
児島　康雄（上武大学商学部助教授）

1980年４月～1983年３月
「中小小売商に対する政策提案」

内藤　英憲（日本大学経済学部教授）
渡会　重彦（国民金融公庫調査部長）
大森　暢之（東京学芸大学教育学部教授）
福田　雅一（日本大学商学部助教授）
廣江　　彰（慶応義塾大学大学院経済学研究科博士課程）

「日本における金融制度と金融思想の展開」
岡田　和喜（日本大学経済学部教授）
本間　靖夫（千葉商科大学専任講師）

「会計規範の動態分析─会計社会学の定立をめざして─」
今福　愛志（日本大学経済学部教授）
田中　建二（日本大学経済学部専任講師）
熊野　実夫（公認会計士）
細田　　哲（城西大学経済学部専任講師）
石井　　薫（弘前大学人文学部専任講師）

1981年４月～1983年３月
「公共部門とその行・財政・会計的研究」

菊池祥一郎（日本大学経済学部教授）
上杉　栄市（日本大学経済学部教授）
大淵　利男（日本大学法学部教授）
一瀬　智司（国際基督教大学教養学部教授）
松行　康夫（東京農工大学助教授）

1981年４月～1984年３月
「わが国の最近の出生力変化に関する研究」

小川　直宏（日本大学経済学部助教授）
黒田　俊夫（日本大学経済学部嘱託教授）
小林　和正（日本大学人口研究所教授）

1982年４月～1984年３月
「人口急増都市と財源問題」

田中　啓一（日本大学経済学部教授）
横田　信武（早稲田大学助教授）
沼田　　明（東京都庁生活文化局長）
阿部　真博（水戸短期大学助教授）
堀田　治男（全国市長会参事）
花輪　宗命（東京都庁人事委員会主事）
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1982年４月～1985年３月
「近代中国の経済と社会」

小島　淑男（日本大学経済学部教授）
久保田文次（日本女子大学文学部教授）
野沢　　豊（東京都立大学人文学部教授）
中村　　義（東京学芸大学教育学部教授）
浜口　允子（お茶の水女子大学文学部非常勤講師）
鈴木　智夫（岐阜薬科大学薬学部教授）
高綱　博文（日本大学通信教育部助手）
末次　玲子（学習院大学文学部非常勤講師）

「我が国の都市問題」
瀬古　美喜（日本大学経済学部専任講師）
小林　和正（日本大学人口研究所教授）
渡辺真知子（国際開発センター研究員）

1982年４月～1985年３月
「アメリカ制度学派の研究」

佐々木　晃（日本大学経済学部教授）
早瀬　利雄（帝京大学経済学部教授）
金指　　基（日本大学商学部教授）
内藤　　昭（日本大学経済学部教授）
佐々野謙治（第一経済大学助教授）
塚本　隆夫（日本大学経済学部専任講師）
佐藤　光宣（日本大学大学院経済学研究科博士後期課程）

1982年４月～1984年３月
「地下経済の研究」

名東　孝二（日本大学経済学部教授）
安河内達也（日興證券広報部部長）
武井　　昭（高崎経済大学助教授）
廣井　　孝（日本大学経済学部副手）

1983年４月～1985年３月
「グローバル・エコノミー時代の日本経済─日本経済における雇用・失業構造の研究─」

降矢　憲一（日本大学経済学部教授）
川島　陸夫（日本大学経済学部助教授）

1984年４月～1986年３月
「過渡期における現代都市問題の諸現象分析」

田中　啓一（日本大学経済学部教授）
花輪　宗命（東京都庁人事委員会主事）
宮崎　洋司（日本システム研究所主任研究員）
広瀬　良一（横浜市役所都市計画局主幹）
東郷　尚武（東京都都市計画局総合計画部長）
高樋さち子（瑞穂女子短期大学助手）
角本　伸晃（中央大学大学院経済学研究科博士後期課程）
宮澤すむ子（日本大学大学院経済学研究科博士前期課程修了）
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1984年４月～1987年３月
「人的資源開発計画に関する研究」

原田　行男（日本大学経済学部教授）
鈴木　　喬（日本大学経済学部教授）
村上　良三（産業能率大学主任研究員）
高橋　浩夫（企業研究会経営戦略研究室室長）

「水利開発誌の書誌的研究」
馬場　　昭（日本大学経済学部教授）
新井　信夫（高崎経済大学教授）
志村　博康（東京大学農学部教授）
寺田　義久（日本土壌協会研究員）
笹森　　正（青森大学助教授）
飯島　正義（日本大学大学院経済学研究科博士後期課程修了）

1987年４月～1989年３月
「ヴェブレンとミッチェルの理論体系」

佐々木　晃（日本大学経済学部教授）
佐々野謙治（九州産業大学商学部教授）
塚本　隆夫（日本大学経済学部助教授）
佐藤　光宣（帝京大学法学部専任講師）
齋藤　宏之（日本大学経済学部助手）

1993年４月～1995年３月
「住宅取得行動に及ぼす資産格差の影響─1980年代後半を中心に─」

瀬古　美喜（日本大学経済学部教授）
降矢　憲一（日本大学経済学部教授）
渡辺真知子（嘉悦女子短期大学助教授）
相場　裕子（三菱総合研究所システム情報本部研究員）

「ソースタイン・ヴェブレンの研究」
塚本　隆夫（日本大学経済学部助教授）
佐々木　晃（日本大学名誉教授）
齋藤　宏之（日本大学経済学部専任講師）
高橋　　真（宮城県立河南高等学校教諭）
奥木　　巧（平方学園明和県央高等学校教諭）
佐藤　光宣（帝京大学法学部専任講師）

1995年４月～1997年３月
「90年代の日本経済の構造分析」

川島　陸夫（日本大学経済学部教授）
草原　光明（日本大学経済学部教授）
三宅　忠和（日本大学経済学部教授）
須原　祥介（日本大学経済学部助教授）
矢部　洋三（日本大学工学部助教授）
長谷川義和（大月短期大学助教授）
渡辺　広明（共愛学園女子短期大学教授）
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「経済発展と国際経済秩序─資源配分の観点からの歴史的評価と今日的課題─」
黒沢　義孝（日本大学経済学部教授）
本多　光雄（日本大学経済学部教授）
本間　直行（日本大学経済学部教授）
横川　和男（日本大学経済学部教授）

1997年４月～1998年３月
「満州事変─その勃発要因をさぐる─」

木村　隆俊（日本大学経済学部教授）
岡田　和喜（日本大学経済学部教授）
高綱　博文（日本大学通信教育部教授）
黒川貢三郎（日本大学法学部教授）
竹内　幸雄（日本大学商学部教授）
小峰　和夫（日本大学生物資源科学部教授）
吉見　周子（日本大学文理学部非常勤講師）
須永　徳武（日本大学経済学部非常勤講師）
渡辺　広明（共愛学園女子短期大学教授）
須江　國雄（佐野国際情報短期大学助教授）

1997年４月～1999年３月
「市場移行経済の研究」

栖原　　学（日本大学経済学部教授）
池本　修一（日本大学経済学部助教授）
佐藤　經明（横浜市立大学名誉教授）
秋津那美子（元日本大学経済学部非常勤講師）

1998年４月～2000年３月
「経済の進化と経済学」

三宅　忠和（日本大学経済学部教授）
塚本　隆夫（日本大学経済学部助教授）
植木　恒幸（日本大学経済学部助教授）
藤本　訓利（日本大学経済学部助教授）
大石　雄爾（駒沢大学経済学部教授）
小谷　　崇（（財）政治経済研究所主任研究員）
斎藤　正美（立教大学経済学部非常勤講師）

1999年４月～2001年３月
「21世紀・日本の環境共生政策が世界経済に与える影響
　─経済発展と環境との相克の調整システムの研究─」

田中　啓一（日本大学経済学部教授）
青柳　　清（日本大学経済学部教授）
佐藤　信彦（日本大学経済学部教授）
丸尾　直美（日本大学理工学部教授）
伊藤　達雄（四日市大学経済学部教授）
原沢　英夫（国立環境研究所社会環境システム部環境企画研究室長）
氷鉋揚四郎（筑波大学農林工学系教授）
田中　正秀（那須大学都市経済学部専任講師）
曹　　　満（追手門学院大学国際経済学部専任講師）
熊田　禎宣（東京工業大学大学院社会理工学研究科教授）
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2000年４月～2002年３月
「移行期の中国経済」

小島　淑男（日本大学経済学部教授）
江頭　数馬（元日本大学商学部教授）

2001年４月～2003年３月
「製造業におけるラインカンパニー制の研究」

大場　允晶（日本大学経済学部助教授）
岩槻　　直（コニカ株式会社課長）

2002年４月～2004年３月
「中欧の体制転換プロセスの問題点」

池本　修一（日本大学経済学部教授）
渡辺　博史（社団法人ロシア東欧貿易会東欧部）
岡野　清志（社団法人ロシア東欧貿易会東欧部次長）

2003年４月～2004年３月（共同研究Ａ）
「リバース・モーゲージ制度を活用した大都市及び地方都市の環境整備による経済効果分析」

田中　啓一（日本大学経済学部教授）
三橋　博巳（日本大学理工学部教授）
丸尾　直美（元慶応義塾大学総合政策学部教授）
田中　正秀（星陵大学経済学部助教授）
明野　斉史（朝日大学法学部非常勤講師）

「金融分析の最先端」
三井　秀俊（日本大学経済学部専任講師）
畠田　　敬（日本大学経済学部専任講師）
渡部　敏明（東京都立大学経済学部教授）

2003年４月～2005年３月（共同研究Ｂ）
「貿易・海外投資・産業集積の融合的研究─理論分析と実証分析─」

本多　光雄（日本大学経済学部教授）
辻　　忠博（日本大学経済学部助教授）
井尻　直彦（静岡英和学院大学専任講師）
呉　　逸良（日本大学経済学部非常勤講師）
陸　　亦郡（日本大学経済学部非常勤講師）

2004年４月～2006年３月（共同研究Ａ）
「グローバリゼーションと政治・経済・社会体制の変容に関する研究」

金田　耕一（日本大学経済学部教授）
池本　修一（日本大学経済学部教授）
小笠原祐子（日本大学経済学部助教授）
根本志保子（日本大学経済学部専任講師）

「統計数理システムの解析的研究」
大澤　秀雄（日本大学経済学部教授）
中村　正彰（日本大学理工学部教授）
土井　　誠（東海大学理学部教授）
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2004年４月～2006年３月（共同研究Ｂ）
「為替介入の効果と日銀の金融調節に関する理論及び実証分析」

小巻　泰之（日本大学経済学部教授）
竹田　陽介（上智大学経済学部助教授）

2005年４月～2007年３月（共同研究Ａ）
「わが国の公的年金制度へのマネジメントから接近
　─公的年金制度のマネジメントをめぐる国際比較─」

今福　愛志（日本大学経済学部教授）
小梛　治宣（日本大学経済学部教授）
藤野　雅史（日本大学経済学部専任講師）
小野　正昭（みずほ年金研究所年金研究部部長）
宮里　尚三（日本大学経済学部専任講師）

「アメリカにおける規制緩和後の産業構造の変化」
加藤　一誠（日本大学経済学部教授）
黒沢　義孝（日本大学経済学部教授）
井尻　直彦（日本大学経済学部専任講師）
三井　秀俊（日本大学経済学部専任講師）
村上　英樹（神戸大学大学院経営学研究科助教授）

2006年４月～2008年３月（共同研究Ａ）
「経済の変化とその対応」

塚本　隆夫（日本大学経済学部教授）
藤本　訓利（日本大学経済学部教授）
植木　恒幸（日本大学経済学部教授）
齋藤　宏之（日本大学経済学部教授）
三宅　忠和（日本大学経済学部教授）
藤井　盛夫（日本大学経済学部助教授）
有馬　守康（日本大学経済学部専任講師）
石田　教子（日本大学経済学部助手）

「中国の経済発展と産業集積に関する開発経済学・空間経済学・国際経済学の観点からの融合的研究」
辻　　忠博（日本大学経済学部助教授）
本多　光雄（日本大学経済学部教授）
呉　　逸良（日本大学経済学部助教授）
井尻　直彦（日本大学経済学部助教授）
陸　　亦群（日本大学通信教育部専任講師）

2006年４月～2008年３月（共同研究Ｂ）
「日本の証券市場におけるマイクロ・ストラクチャーの分析」

三井　秀俊（日本大学経済学部専任講師）
佐々木浩二（労働政策研究研修機構アシスタントフェロー）
竹内　明香（一橋大学大学院博士課程在学中）

2007年４月～2009年３月（共同研究Ａ）
「90年代における日本経済の停滞と構造変化に関する実証的分析及び日本経済システム再構築に関する
政策的な提言─資源配分メカニズム中心に─」

竹中　康治（日本大学経済学部教授）
乾　　友彦（日本大学経済学部教授）
権　　赫旭（日本大学経済学部専任講師）
豊福　健太（日本大学経済学部専任講師）
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「農山村地域における森林を取り巻く行財政システムに関する研究」
沼尾　波子（日本大学経済学部助教授）
山本　伸幸（森林総合研究所主任研究員）
石崎　涼子（森林総合研究所研究員）
都築　伸行（森林総合研究所研究員）

2007年４月～2009年３月（共同研究Ｂ）
「契約と情報の経済分析」

小林　信治（日本大学経済学部教授）
大庭　繁美（日本大学大学院経済学研究科博士後期課程）

2008年４月～2010年３月（共同研究Ａ）
「小売業のグローバル化の要因分析と生産性に与える効果」

曽根　康雄（日本大学経済学部准教授）
乾　　友彦（日本大学経済学部教授）
権　　赫旭（日本大学経済学部准教授）
横井のり枝（財団法人流通経済研究所研究員）

「ネットワーク産業における標準化と互換性」
大場　允晶（日本大学経済学部教授）
小林　信治（日本大学経済学部教授）
中邨　良樹（日本大学経済学部専任講師）
山本　久志（首都大学東京准教授）
大宮　　望（コニカミノルタ情報システム㈱課長）
丸山友希夫（生物情報解析研究センター博士研究員）

2008年４月～2010年３月（共同研究Ｂ）
「新シルクロードの経済発展に関する研究」

呉　　逸良（日本大学経済学部准教授）
本多　光雄（日本大学経済学部教授）
辻　　忠博（日本大学経済学部教授）
井尻　直彦（日本大学経済学部准教授）
陸　　亦群（日本大学通信教育部准教授）
前野　高章（日本大学大学院経済学研究科博士後期課程）

2009年４月～2011年３月（共同研究Ａ）
「グローバル産業の海外展開と国内回帰─デジタルカメラ産業を事例にして─」

木暮　雅夫（日本大学経済学部教授）
矢部　洋三（日本大学工学部教授）
竹内淳一郎（なし）
渡辺　広明（嘉悦大学教授）
飯島　正義（日本大学経済学部非常勤講師）
貝塚　　享（日本大学経済学部非常勤講師）
沼田　　郷（駒沢大学非常勤講師）
中道　一心（高知大学人文学部専任講師）

2009年４月～2011年３月（共同研究Ｂ）
「契約と規制」

小林　信治（日本大学経済学部教授）
大庭　繁美（日本大学大学院経済学研究科博士後期課程）
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2010年4月～2012年3月（共同研究Ａ）
「マクロ経済学の現状と課題」

金谷　貞男（日本大学経済学部教授）
吉田　博之（日本大学経済学部准教授）
黒沢　義孝（日本大学経済学部教授）
中島　善太（日本大学経済学部教授）
植木　恒幸（日本大学経済学部教授）
豊福　健太（日本大学経済学部准教授）
吉田真理子（武蔵大学経済学部教授）
大内　雅浩（日本大学経済学部非常勤講師）

2010年4月～2012年3月（共同研究Ｂ）
「ミクロおよびマクロレベルからみたわが国における少子・高齢化の特異性」

小川　直宏（日本大学経済学部教授）
近藤　　誠（神戸学院大学済学部教授）

2011年4月～2013年3月（共同研究Ａ）
「日本多国籍企業の中国展開と日台中アライアンスの意義」

角田　　収（日本大学経済学部教授）
草原　光明（日本大学経済学部教授）
福島　久一（日本大学経済学部教授）
奥村　皓一（日本大学経済学部非常勤講師）
郭　　洋春（立教大学経済学部教授）
伊藤　信悟（みずほ総合研究所株式会社調査本部アジア調査部上席主任研究員）
蘇　　顯揚（中華経済研究員國際所所長）
李　　暁娜（関東学院大学大学院経済学研究科経営学専攻大学院生）

2011年4月～2013年3月（共同研究Ｂ）
「EUにおけるポスト福祉国家の研究」

金田　耕一（日本大学経済学部教授）
池本　修一（日本大学経済学部教授）
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2　総合研究

1984年4月より時代の潮流を反映した最先端の研究課題に取り組み，学問的かつ実際的な研究成果の
公表という要請に応えられることを目的として，統一テーマのもとプロジェクトチームを編成して総合
研究を行っている。

（1）第１次統一テーマ「グローバル・エコノミー時代の日本経済」
1984年４月～1987年３月
「日本経済の所得構造に関する調査研究」

降矢　憲一（日本大学経済学部教授）
川島　陸夫（日本大学経済学部助教授）
鈴木　　衞（日本大学経済学部助教授）
里田　武臣（経済企画庁調整局産業経済課長）
荻原　　勝（日本リサーチセンター主任研究員）
笹島　芳雄（労働省政策情報部）

「マイクロエレクトロニクスと中小企業」
内藤　英憲（日本大学経済学部教授）
福田　雅一（日本大学商学部助教授）
太田　一郎（帝京大学経済学部教授）
大森　暢之（東京学芸大学教育学部教授）
渡会　重彦（中小企業リサーチセンター常務取締役）
池田　光男（国民金融公庫仙台支店総括室長）
廣江　　彰（札幌学院大学商学部助教授）

「グローバル・エコノミー時代の日本経済と最低賃金制」
牧野　富夫（日本大学経済学部教授）
高橋　　洸（明治大学経営学部教授）
下山　房雄（横浜国立大学経営学部教授）
小越洋之助（国学院大学経済学部教授）
草原　光明（日本大学経済学部助教授）
川辺平八郎（東京経済大学経済学部教授）
山中　敏裕（日本大学商学部助手）

「我が国の内外をめぐる都市問題」
瀬古　美喜（日本大学経済学部助教授）
糸櫻　裕子（三菱総合研究所研究員）
渡辺真知子（国際開発センター研究員）

「日本経済の戦後の技術進歩」
本間　祥介（日本大学経済学部教授）
小原　　堯（日本大学国際関係学部助教授）
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（2）第２次統一テーマ「日本経済における政策体系，諸制度の機能」
1987年４月～1990年３月
「消費生活政策体系の総合的研究」

阿部　喜三（日本大学経済学部教授）
藤本　訓利（日本大学経済学部助教授）
里田　武臣（日本大学経済学部非常勤講師）

「我が国の内外をめぐる都市問題」
瀬古　美喜（日本大学経済学部助教授）
降矢　憲一（日本大学経済学部教授）
相場　裕子（三菱総合研究所研究員）
渡辺真知子（嘉悦女子短期大学専任講師）

「転換期における商業・サービス業に関する研究」
内藤　英憲（日本大学経済学部教授）
降矢　憲一（日本大学経済学部教授）
福田　雅一（日本大学商学部教授）
太田　一郎（帝京大学経済学部教授）
渡会　重彦（中小企業リサーチセンター常務取締役）
廣江　　彰（札幌学院大学商学部助教授）

「情報，電気通信事業の発展と産業へのインパクト」
原田　行男（日本大学経済学部教授）
阿部　喜三（日本大学経済学部教授）
菅谷　　実（白鷗大学経営学部専任講師）
直江　重彦（電気通信総合研究所所長）

「日本経済の構造変化と制度の対応」
降矢　憲一（日本大学経済学部教授）
伊藤　博徳（日本大学経済学部教授）
馬場　　昭（日本大学経済学部教授）
小川　直宏（日本大学経済学部教授）
竹内　一樹（日本大学経済学部教授）
福島　久一（日本大学経済学部教授）
須藤　英章（日本大学経済学部助教授）
中村　芳昭（日本大学経済学部助教授）
三宅　忠和（日本大学経済学部助教授）
木暮　雅夫（日本大学経済学部助教授）
八幡　秀一（日本大学商学部研究員）
小峰　隆夫（公正取引委員会事務局調査課長）
金子　孝文（経済企画庁計画局計画官）
荻原　　勝（日本リサーチセンター客員研究員）
笹島　芳雄（明治学院大学経済学部助教授）

「貿易為替の自由化」
本多　光雄（日本大学経済学部教授）
降矢　憲一（日本大学経済学部教授）
秋葉　弘哉（新潟大学経済学部助教授）
中島　守善（拓殖大学政経学部助教授）
高樋さち子（瑞穂女子短期大学専任講師）
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「日本経済の戦後の技術進歩」
本間　祥介（日本大学経済学部教授）
植木　恒幸（日本大学経済学部専任講師）
小原　　堯（日本大学国際関係学部教授）

「日本経済における政策体系，諸制度の機能─賃金政策を中心として─」
牧野　富夫（日本大学経済学部教授）
川島　陸夫（日本大学経済学部助教授）
草原　光明（日本大学経済学部助教授）
山中　敏裕（日本大学商学部助手）
高橋　　洸（明治大学経営学部教授）
下山　房雄（九州大学経済学部教授）
川辺平八郎（東京経済大学経済学部教授）
小越洋之助（国学院大学経済学部教授）
平沼　　高（明治大学経営学部助教授）
椎名　　恒（神奈川総合科学研究所研究員）

（3）第３次統一テーマ「20世紀システムの崩壊とその再構築
　　　　　　　　　　　　─世界経済の変質と日本の対応─」
1990年４月～1993年３月
「世界経済システムの歴史構造」

野口　建彦（日本大学経済学部教授）
入江節次郎（日本大学経済学部教授）
春田　素夫（日本大学経済学部教授）
本間　直行（日本大学経済学部助教授）

「アジア太平洋地域の発展構造と国際分業」
本多　光雄（日本大学経済学部教授）
加藤　義喜（日本大学経済学部教授）
本間　直行（日本大学経済学部助教授）
秋葉　弘哉（新潟大学経済学部教授）

「近代中国の経済発展と経済思想」
小島　淑男（日本大学経済学部教授）
荘光　茂樹（日本大学経済学部助教授）
高綱　博文（日本大学通信教育部専任講師）
片倉　芳和（日本大学豊山女子高等学校教諭）
津久井弘光（元弘前大学非常勤講師）

「アメリカ資本主義と制度主義」
佐々木　晃（日本大学経済学部教授）
塚本　隆夫（日本大学経済学部助教授）
佐藤　光宣（帝京大学法学部専任講師）
高橋　　真（宮城県立河南高等学校教諭）

「アメリカ経済社会の変質と経済パフォーマンス」
春田　素夫（日本大学経済学部教授）
佐々木隆雄（法政大学経済学部教授）
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「EC経済統合の進展とその影響および意義」
加藤　義喜（日本大学経済学部教授）
伊藤　博徳（日本大学経済学部教授）
馬場　　昭（日本大学経済学部教授）
松村　祝男（日本大学経済学部教授）
岩出　　博（日本大学経済学部教授）
遠藤　浩一（日本大学農獣医学部教授）
木暮　雅夫（日本大学経済学部助教授）
小梛　治宣（日本大学経済学部専任講師）
田村　和彦（日本大学経済学部助手）

「ソ連・東欧経済の変貌と東西ヨーロッパ経済関係の新展開」
佐藤　經明（日本大学経済学部教授）
栖原　　学（日本大学経済学部助教授）
野村　昭夫（東京経済大学経済学部教授）

「EC域外西ヨーロッパにおける産業の変貌」
内藤　英憲（日本大学経済学部教授）
太田　一郎（帝京大学経済学部教授）

「日本的システムの展望とその適応力」
降矢　憲一（日本大学経済学部教授）
竹内　一樹（日本大学経済学部教授）
阿部　喜三（日本大学経済学部教授）
木村　隆俊（日本大学経済学部教授）
杉本　文雄（日本大学経済学部教授）
馬場　　昭（日本大学経済学部教授）
松村　祝男（日本大学経済学部教授）
岩出　　博（日本大学経済学部教授）
高橋　正郎（日本大学農獣医学部教授）
渡辺　広明（共愛短期大学助教授）

「世界経済の変質と日本の対応─労働政策を中心として─」
牧野　富夫（日本大学経済学部教授）
川島　陸夫（日本大学経済学部教授）
草原　光明（日本大学経済学部助教授）
山中　敏裕（日本大学商学部専任講師）
高橋　　洸（明治大学経営学部教授）
下山　房雄（九州大学経済学部教授）
川辺平八郎（東京経済大学経済学部教授）
小越洋之助（国学院大学経済学部教授）
平沼　　高（明治大学経営学部助教授）
椎名　　恒（神奈川総合科学研究所主任研究員）
古屋　孝夫（全金連調査部調査部長）

「産業構造の変化と政府の役割─社会基盤（住宅等）の整備をめぐって─」
瀬古　美喜（日本大学経済学部教授）
降矢　憲一（日本大学経済学部教授）
相場　裕子（三菱総合研究所研究員）
渡辺真知子（嘉悦女子短期大学専任講師）
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（4）第４次統一テーマ「現代経済システムの構造変化と再編成」
1993年４月～1996年３月
「経済摩擦と国際秩序─パックスアメリカーナと日・韓・中の地域経済圏─」

角田　　収（日本大学経済学部助教授）
福島　久一（日本大学経済学部教授）
三宅　忠和（日本大学経済学部教授）
中村　芳昭（日本大学経済学部助教授）
奥村　晧一（関東学院大学経済学部教授）
小林　英夫（駒沢大学経済学部教授）
林　　倬史（立教大学経済学部教授）
郭　　洋春（立教大学経済学部専任講師）
岡田　浩一（明治大学経営学部専任講師）
海野　八尋（金沢大学経済学部教授）

「市場経済における不均衡分析」
中山　靖夫（日本大学経済学部教授）
藤本　訓利（日本大学経済学部助教授）
北村　宏隆（日本大学経済学部助教授）
植木　恒幸（日本大学経済学部助教授）
岡村　宗二（大東文化大学経済学部教授）
八木　尚志（群馬大学社会情報学部専任講師）
牧野　勝都（富士短期大学専任講師）

「労働時間の短縮が日本経済に与える影響」
牧野　富夫（日本大学経済学部教授）
川島　陸夫（日本大学経済学部教授）
草原　光明（日本大学経済学部教授）
山中　敏裕（日本大学商学部専任講師）
下山　房雄（九州大学経済学部教授）
川辺平八郎（東京経済大学経済学部教授）
小越洋之助（国学院大学経済学部教授）
平沼　　高（明治大学経営学部助教授）
古谷　孝夫（金属労連調査部主任研究員）
清山　　玲（高知大学人文学部専任講師）
高橋　　洸（明治大学経営学部教授）

「市場経済と計画経済」
小島　淑男（日本大学経済学部教授）
原　　　亨（日本大学経済学部教授）
春田　素夫（日本大学経済学部教授）
菊池　敏夫（日本大学経済学部教授）
齋藤　重雄（日本大学経済学部教授）
江頭　数馬（日本大学商学部教授）
高久保　豊（日本大学商学部助手）
浜口　允子（放送大学教養部教授）
三好　　章（横浜国立大学教育学部非常勤講師）
立石　昌広（長野県短期大学教養学科助教授）
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（5）第５次統一テーマ「現代経済の構造変化と21世紀への展望」
1996年４月～1999年３月
「コーポレート・ガバナンスとディスクロージャーの国際比較
　─21世紀における株式会社像の再検討─」

今福　愛志（日本大学経済学部教授）
田中　建二（日本大学経済学部教授）
佐藤　信彦（日本大学経済学部教授）
高尾　裕二（大阪大学経済学部教授）
向山　敦夫（大阪市立大学商学部助教授）
古庄　　修（亜細亜大学短期大学部助教授）
山崎　雅教（大東文化大学経済学部助教授）
三和裕美子（明治大学商学部専任講師）

「現代日本におけるサービス（第3次産業）の理論的・実証的研究
　─現代経済の構造変化と21世紀への展望の一環として─」

斎藤　重雄（日本大学経済学部教授）
角田　　収（日本大学経済学部教授）
姉歯　　曉（県立新潟女子短期大学助教授）
長田　　浩（兵庫県立看護大学助教授）
櫛田　　豊（青森大学経営学部助教授）
立石　昌広（長野県短期大学教養学科助教授）

「東京圏の中小・零細企業」
福島　久一（日本大学経済学部教授）
草原　光明（日本大学経済学部教授）
小谷　紘司（中小商工業研究所研究主任）
八幡　一秀（作新学院大学経営学部助教授）
岡田　浩一（明治大学経営学部専任講師）
大澤　勝文（釧路公立大学経済学部専任講師）

「転換期の中国経済と社会の変貌」
小島　淑男（日本大学経済学部教授）
松村　祝男（日本大学経済学部教授）
本多　光雄（日本大学経済学部教授）
高久保　豊（日本大学商学部助教授）
江頭　数馬（元日本大学商学部教授）
浜口　允子（放送大学教授）
立石　昌広（長野県短期大学教養学部助教授）

（6）第６次統一テーマ「21世紀日本・世界経済の構築」
1999年４月～2001年３月
「サービス論体系の構築」

斎藤　重雄（日本大学経済学部教授）
姉歯　　暁（新潟県立女子短期大学助教授）
長田　　浩（兵庫県立看護大学助教授）
櫛田　　豊（青森大学経営学部助教授）
立石　昌広（長野県短期大学教養学科助教授）
佐藤　拓也（県立新潟女子短期大学専任講師）
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「中小企業政策の国際比較─欧米と東アジアを中心に─」
福島　久一（日本大学経済学部教授）
草原　光明（日本大学経済学部教授）
岡田　浩一（明治大学経営学部助教授）
小谷　紘司（中小商工業研究所研究主任）
八幡　一秀（作新学院大学経営学部助教授）
平澤　克彦（日本大学商学部助教授）
和田　耕治（中小企業総合研究機構主任研究員）
小林　世治（日本大学大学院グローバルビジネス科助教授）

1999年４月～2002年３月
「21世紀の地球環境と経済倫理」

本多　光雄（日本大学経済学部教授）
加藤　義喜（日本大学経済学部教授）
小坂　国継（日本大学経済学部教授）
上原　秀樹（日本大学生物資源科学部教授）
岩田　伸人（青山学院大学経営学部教授）
高樋さち子（秋田大学教育文化学部助教授）
小阪　康治（中村学園大学短期大学助教授）
御子柴善之（早稲田大学文学部専任講師）

「中欧・ロシアにおける体制転換プロセスの進捗度に関する研究」
池本　修一（日本大学経済学部教授）
高橋　　浩（（財）貿易保険機構総括主任研究員）
杉浦　史和（（財）国際金融情報センター研究員）

（7）第７次統一テーマ「グローバル化・情報化時代の経済・社会」
2001年４月～2003年３月
「日本経済の国際化・情報化と日本企業の行動」

黒沢　義孝（日本大学経済学部教授）
本多　光雄（日本大学経済学部教授）
乾　　友彦（日本大学経済学部助教授）
水野　　満（日本大学大学院グローバルビジネス研究科助教授）

「IT革命を担う光学技術産業の経済分析─カメラ産業の多角化と多国籍化─」
木暮　雅夫（日本大学経済学部教授）
矢部　洋三（日本大学工学部教授）
渡辺　広明（共愛学園前橋国際大学教授）
飯島　正義（桐生短期大学助教授）
竹内淳一郎（産業学会会員）
貝塚　　亨（日本大学大学院生）
沼田　　郷（駒沢大学大学院生）

（8）第８次統一テーマ「現代経済のダイナミズムと諸問題」
2002年４月～2005年３月
「日本経済の成長，雇用及び情報化に関する分析」

小林　信治（日本大学経済学部教授）
乾　　友彦（日本大学経済学部教授）
中西　泰夫（専修大学経済学部教授）
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2002年４月～2005年３月
「現代経済のダイナミズムと諸問題」

野口　建彦（日本大学経済学部教授）
黒沢　義孝（日本大学経済学部教授）
小梛　治宣（日本大学経済学部教授）
沼尾　波子（日本大学経済学部助教授）
中尾　茂夫（明治学院大学教授）
広瀬　　隆（評論家）
橋本　英俊（一橋大学大学院経済学研究科博士後期課程）

3　個別研究

1977年４月～1978年３月
「進化論的経済学について─デヴィッド・ハミルトン（David Hamilton）の所説を中心として─」

塚本　隆夫（日本大学経済学部助手）

「制度派経済学者たちとジェレミー・ベンタム」
佐々木　晃（日本大学経済学部教授）

1977年４月～1979年３月
「トラック輸送業の現状と課題」

伊藤　博徳（日本大学経済学部教授）

「国際石油産業に関する研究」
竹内　一樹（日本大学経済学部教授）

「消費者行動の計量分析」
阿部　周造（日本大学経済学部助教授）

「企業内福利厚生の基本原理」
高須　敏行（日本大学経済学部教授）

「「統計」の管理的側面についての研究」
堤　　光臣（日本大学経済学部教授）

「経営学説の体系化」
石山　伍夫（日本大学経済学部教授）

「最適成長理論」
本間　祥介（日本大学経済学部助教授）

1978年４月～1979年３月
「理論経済学研究（特に数理経済学，動学的一般均衡理論や貨幣理論）」

瀬古　美喜（日本大学経済学部助手）

1978年４月～1980年３月
「アメリカにおけるレベニュー・シェアリングに関する研究」

上杉　栄市（日本大学経済学部教授）

「労働問題研究の対象と方法」
牧野　富夫（日本大学経済学部教授）
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「財務戦略の日米比較実証分析研究」
菱沼　　信（日本大学経済学部副手）

「監査論の新展開動向における課題とその展望」
青柳　　清（日本大学経済学部助教授）

1979年４月～1980年３月
「現代日本の労務管理の現状と展望に関する具体的研究」

森　　五郎（日本大学経済学部教授）

「アメリカ会計原則の研究」
田中　建二（日本大学経済学部専任講師）

「ヴェブレンと正統派経済理論─ローレンス・ネイバースの所説を中心として─」
塚本　隆夫（日本大学経済学部助手）

「理論経済学及び計量経済学研究─Renewable and Nonrenewable Resouces─」
瀬古　美喜（日本大学経済学部助手）

1979年４月～1981年３月
「家庭経済と社会保障」

高須　敏行（日本大学経済学部教授）

「国際自動車企業の研究」
竹内　一樹（日本大学経済学部教授）
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Ⅳ　研究会

1974年1月より本学の専任教員および学外の専門家による研究成果の一端を公開するために研究会が
開催されている。研究会の報告者およびテーマは以下の通りである。なお，1993年度より研究会の講演
を記録したものを『経科研レポート』として発行している。1993年度から各年度の最後に収録号数を記
している。

1973年度
（1）1974年1月12日

石油危機と日本経済の進路
宮本　邦男（経済企画庁総合計画局産業担当計画官）

1974年度
（2）1974年10月24日

人口問題から見た世界と日本
黒田　俊夫（厚生省人口問題研究所所長）

（3）1974年11月28日
独占禁止法の改正をめぐって

正田　　彬（慶應義塾大学産業研究所教授）

1975年度
（4）1975年7月10日

世界の食糧問題と日本
持田　恵三（農林省農業総合研究所海外部国際研究室長）

（5）1975年11月13日
世界市場の再編と不況

宮崎　犀一（中央大学経済学部教授）

1976年度
（6）1976年6月24日

コンピューターシステムの概要
太田　文平（日本大学経済学部教授）

（7）1976年11月12日
地方財政─当面の大都市財政について─

柴田　徳衛（東京都公害研究所所長）

1977年度
（8）1977年6月30日

人口構造の変化が社会経済構造に及ぼす影響に関する研究
鈴木　啓祐（流通経済大学経済学部教授）

（9）1977年6月30日
最近の転換期日本経済と1920年代

木村　隆俊（日本大学経済学部教授）
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（10）1977年12月6日
日本の農業及び食糧問題の再構築

的場　徳造（日本大学経済学部教授）

（11）1977年12月13日
貨幣と生産及び物価との関連性についての研究

中山　靖夫（日本大学経済学部教授）
片平　光昭（日本大学商学部専任講師）
関谷喜三郎（日本大学商学部助手）
藤本　訓利（日本大学経済学部助手）

1978年度
（12）1978年12月20日

フェルプスの「黄金時代」について
本間　祥介（日本大学経済学部助教授）

1979年度
（13）～（15）1979年7月16日

第1回シンポジウムで実施

（16）1979年12月18日
日本の農業及び食糧問題の再構築（第2次中間報告）

的場　徳造（日本大学経済学部嘱託教授）

1980年度
（17）1981年3月20日

会計規範の動態分析
今福　愛志（日本大学経済学部助教授）
田中　建二（日本大学経済学部専任講師）

（18）1981年3月20日
中小小売商に対する政策提案

廣江　　彰（慶應義塾大学大学院経済学研究科博士課程）

1981年度
（19）1981年6月18日

「労働問題」の概念規定について─大河内一男・森五郎両教授批判─
牧野　富夫（日本大学経済学部教授）

（20）1981年11月19日
ソースタイン・ヴェブレンの社会心理学─アラン G. グルーチーの所説をめぐって─

内田　　成（日本大学大学院経済学研究科博士後期課程）

（21）1981年11月19日
ヴェブレンとダーウィン主義─ヴェブレンのアダム・スミス批判をめぐって─

塚本　隆夫（日本大学経済学部専任講師）
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1982年度
（22）1982年12月11日

ソースタイン・ヴェブレンの本能理論
　─『製作本能』第一章「緒論」の検討を中心として─

内田　　成（日本大学大学院経済学研究科博士後期課程）

（23）1982年12月11日
ソースタイン・ヴェブレンのJ. B. クラーク経済学批判

佐藤　光宣（日本大学大学院経済学研究科博士後期課程）

（24）1982年12月11日
ヴェブレン思想の背景─ジョセフ・ドーフマンの所説の検討─

佐々木　晃（日本大学経済学部教授）

1983年度
（25）1983年12月10日

ソースタイン・ヴェブレンのフィッシャー経済理論批判
佐藤　光宣（日本大学大学院経済学研究科博士後期課程）

（26）1983年12月10日
J. R. コモンズとプラグマティズム

佐々木　晃（日本大学経済学部教授）

1984年度
（27）1984年11月24日

地下経済の研究
名東　孝二（日本大学経済学部教授）
安河内達也（日興證券広報部部長）
武井　　昭（高崎経済大学助教授）

（28）1984年11月24日
日本経済の所得構造の諸問題

降矢　憲一（日本大学経済学部教授）

（29）1984年11月24日
水利開発誌の書誌的研究

馬場　　昭（日本大学経済学部教授）
新井　信夫（高崎経済大学教授）
寺田　義久（日本土壌協会研究員）
北島　　昭（日本大学通信教育部非常勤講師）

1985年度
（30）1985年6月18日

生産性・賃金と労使関係
丸尾　直美（中央大学経済学部教授）

（31）1985年6月29日
賃金所得の格差と分散

降矢　憲一（日本大学経済学部教授）
川島　陸夫（日本大学経済学部助教授）
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（32）1985年9月21日
マイクロ・エレクトロニクス化と中小企業

廣江　　彰（札幌学院大学商学部助教授）

（33）1985年11月16日
わが国における最低賃金制の変遷

牧野　富夫（日本大学経済学部教授）

（34）1986年3月8日
賃金格差の動向

川島　陸夫（日本大学経済学部助教授）

1986年度
（35）1986年5月10日

産業別最低賃金の再編について─中央最低賃金審議会の新答申を中心として─
牧野　富夫（日本大学経済学部教授）

（36）1986年5月17日
わが国におけるハイテク産業の立地条件─国際比較─

清成　忠男（法政大学経営学部教授）

（37）1986年6月23日
日本の国際収支

香西　　泰（東京工業大学工学部教授）

（38）1986年11月29日
わが国最低賃金制の展開─その機能を中心にして─

草原　光明（日本大学経済学部助教授）

（39）1987年1月23日
生産関数の計測について

本間　祥介（日本大学経済学部教授）

1987年度
（40）1987年5月12日

景気循環論─1866年恐慌に対する反応─
P. L. コットレル（レスター大学教授）

（41）1987年6月16日
岐路に立った内外経済

内野　達郎（上智大学経済学部教授）

（42）1988年1月12日
マイクロ・エレクトロニクス化と中小企業

太田　一郎（帝京大学経済学部教授）

（43）1988年3月10日
生産関数の計測について　その2

小原　　堯（日本大学国際関係学部教授）
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1988年度
（44）1988年5月17日

国際化と日本経済
吉富　　勝（経済企画庁経済研究所長）

（45）1988年6月17日
日本の経済計画

降矢　憲一（日本大学経済学部教授）

（46）1988年7月8日
「日本型所得政策」の展開

牧野　富夫（日本大学経済学部教授）

（47）1988年10月28日
日本の住宅需要の経済分析

瀬古　美喜（日本大学経済学部助教授）

（48）1988年11月18日
消費者政策の展開と展望

里田　武臣（経済企画庁国民生活政策課長・日本大学経済学部非常勤講師）

（49）1988年12月9日
東京金融市場国際化の現状─外国為替市場を中心として─

高倉　信昭（三菱信託銀行顧問）

1989年度
（50）1989年10月24日

為替の自由化と短期国際資本移動
秋葉　弘哉（新潟大学経済学部教授）

（51）1989年11月24日
ヴェブレンの社会進化論

佐々木　晃（日本大学経済学部教授）

（52）1989年11月24日
J. M. クラークとアダム・スミス

塚本　隆夫（日本大学経済学部助教授）

（53～64）1989年12月16日
第2回シンポジウムで実施

1990年度
（65～67）1989年12月16日

第3回シンポジウムで実施

1991年度
（68）1991年10月16日

日本における外国企業経営の戦略と成果
シカンダ・カーン（ストックホルム大学教授）
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（69）1991年10月31日
パックスブリタニカの変容

野口　建彦（日本大学経済学部教授）

（70）1991年10月31日
パックスブリタニカとパックスアメリカーナ

本間　直行（日本大学経済学部助教授）

（71）1991年12月12日
過労死の社会的背景

牧野　富夫（日本大学経済学部教授）

（72）1992年2月22日
EC統合と地域主義

加藤　義喜（日本大学経済学部教授）

通貨統合をめぐって
久保　広正（丸紅調査部調査役）

EC農業と地域主義
馬場　　昭（日本大学経済学部教授）

ECと日本経済
本多　光雄（日本大学経済学部教授）

1992年度
（73）1992年5月9日

日本的システムの変容（第1部）
降矢　憲一（日本大学経済学部教授）
杉本　文雄（日本大学経済学部教授）
岩出　　博（日本大学経済学部教授）

（74）1992年6月27日
アメリカの貧困

春田　素夫（日本大学経済学部教授）

（75）1992年7月4日
日本的システムの変容（第2部）

馬場　　昭（日本大学経済学部教授）
木村　隆俊（日本大学経済学部教授）
阿部　喜三（日本大学経済学部教授）

（76）1992年10月3日
中国経済の現状

小島　淑男（日本大学経済学部教授）

（77）1992年11月27日
公的住宅ローンと民間住宅ローン

瀬古　美喜（日本大学経済学部教授）
渡辺真知子（嘉悦女子短期大学助教授）
相場　裕子（三菱総合研究所研究員）
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（78）1992年11月28日
ガルブレイス経済分析の基本的視座

高橋　　真（宮城県立河南高等学校教諭）

1993年度
（79）1993年5月22日

スウェーデン小売業の長期的動向
内藤　英憲（日本大学経済学部教授）

（80）1993年6月5日
ロシア・東欧経済の変貌と東西ヨーロッパ経済関係の新展開

佐藤　經明（日本大学経済学部教授）

（81）1993年7月3日
中国のサービス業

立石　昌広（長野県短期大学教養学科助教授）

（82）1993年10月16日
中国の社会主義市場の理論と問題点

江頭　数馬（日本大学商学部教授）

（83）1993年11月26日
経済関係の変化について─アメリカ人の見方─

ウィリアム R. ボルトン（オーバン大学経営学部教授）

（84）1993年12月4日
日本の労働時間

下山　房雄（九州大学経済学部教授）

＊第79回と第81回は，経科研レポートNo.1（1993.9）に収録
＊第80回は，経科研レポートNo.2（1993.9）に収録
＊第82回と第84回は，経科研レポートNo.3（1993.12）に収録

1994年度
（85）1994年6月11日

中国企業における株式制導入について
陳　　華蔚（中国企協理事・一橋大学商学部客員研究員）

（86）1994年7月16日
グローバル企業における組織間コンフリクト

ウィリアム・チャスバル（サイモンフレイザー大学教授）

（87）1994年10月8日
日経連「新・日本的経営システム」について─そのねらいと背景─

牧野　富夫（日本大学経済学部教授）

（88）1994年10月22日
長期の非自発的失業と循環変動

岡村　宗二（大東文化大学経済学部教授）



31

（89）1994年11月18日
住宅取得行動の要因分析─従前の居住形態による住み替え行動の違いについて─

瀬古　美喜（日本大学経済学部教授）

（90）1995年1月21日
アメリカの経済制度

春田　素夫（日本大学経済学部教授）

＊第85回と第86回は，経科研レポートNo.4（1994.9）に収録
＊第87回と第89回は，経科研レポートNo.5（1994.11）に収録
＊第88回と第90回は，経科研レポートNo.6（1995.3）に収録

1995年度
（91）1995年5月26日

欧州通貨統合（EMU）─その現状と将来展望─
チャールズ A. E. グッドハート（ロンドン大学経済学部教授）

（92）1995年6月24日
アジアの経済成長をどのように考えるか

小林　英夫（駒沢大学経済学部教授）

（93）1995年7月8日
現代中国の食糧需給

小島　淑男（日本大学経済学部教授）

（94）1995年9月30日
中国・東アジアの工業化と米日多国籍企業

奥村　皓一（関東学院大学経済学部教授）

（95）1995年10月21日
中国経済の発展性と限界性

湯浅　　誠（東洋経済新報社編集局次長兼論説委員）

（96）1995年11月18日
「アメリカ経済学」対「日本経済学」

永谷　敬三（ブリティッシュ・コロンビア大学教授・神戸大学経済学部客員教授）

（97）1995年12月9日
にわかに脚光を浴びるミャンマーの政治経済

成舞　　龍（三和総合研究所国際経営開発部主任研究員）

＊第91回と第94回は，経科研レポートNo.7（1995.11）に収録
＊第92回と第93回は，経科研レポートNo.8（1995.11）に収録
＊第95回～第97回は，経科研レポートNo.9（1996.1）に収録

1996年度
（98）1996年5月18日

高度成長をめざす中国のインフレと腐敗との闘い
江頭　数馬（元日本大学商学部教授）
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（99）1996年6月15日
望ましい経済システムを求めて

鶴田　満彦（中央大学商学部教授）

（100）1996年7月6日
規制緩和と産業融合の大進展

植草　　益（東京大学経済学部教授）

（101）1996年9月28日
激変のときを迎える日本の国際通信事業

井上　照幸（高崎経済大学教授）

（102）1996年12月7日
日本の経済改革の展望

鈴木　淑夫（衆議院議員・野村総合研究所前理事長）

（103）1997年1月18日
日米関係と日本経済─経済界の視点から─

近藤　　剛（伊藤忠商事株式会社政治経済研究所長）

＊第98回～第100回は，経科研レポートNo.10（1996.9）に収録
＊第102回は，経科研レポートNo.11（1997.1）に収録
＊第101回と第103回は，経科研レポートNo.12（1997.2）に収録

1997年度
（104）1997年5月31日

テレワーク時代の雇用・労働時間
牧野　富夫（日本大学経済学部教授）

（105）1997年6月7日
日本の金融制度改革

リチャード A.ヴェルナー（英国・ジャーディン・フレミング証券会社東京支店チーフエコノミスト）

（106）1997年6月21日
日本の金融制度改革─金融制度改革と銀行業のリストラ─

堀内　昭義（東京大学経済学部教授）

（107）1997年11月8日
派遣労働者の実態と問題点

川島　陸夫（日本大学経済学部教授）

（108）1997年11月22日
日本の金融制度改革─改革の背景と予想される変化─

館　龍一郎（（社）研究情報基金金融総合研究所会長・東京大学名誉教授）

（109）1997年12月13日
日本の政策金融─機能と役割─

加藤　孝造（日本開発銀行調査部長）

＊第104回～第106回は，経科研レポートNo.13（1997.9）に収録
＊第107回～第109回は，経科研レポートNo.14（1998.3）に収録
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1998年度
（110）1998年4月18日

アジアの通貨危機と格付け
黒沢　義孝（日本大学経済学部教授）

（111）1998年6月6日
東アジアの経済危機の背景と今後の展望─主要国の通貨問題をさぐる─

三宅　輝幸（和光大学経済学部教授）

（112）1998年6月13日
中国の経済体制改革とアジア通貨危機─人民元は持ちこたえられるか─

江頭　数馬（元日本大学商学部教授）

（113）1998年6月20日
東アジアに対する日本の貿易・投資・金融グローバル化戦略

山田　晃久（横浜商科大学商学部教授）

（114）1998年12月5日
アジア通貨・経済危機のその後

北村かよ子（アジア経済研究所主任研究員）

（115）1998年12月12日
日本企業とグローバル・ビジネスコミュニケーション
　─東南アジアから見た日本人マネジャーのコミュニケーション能力と問題点─

亀田　尚己（同志社大学商学部教授）

＊第110回～第113回は，経科研レポートNo.15（1998.9）に収録
＊第114回～第115回は，経科研レポートNo.16（1999.3）に収録

1999年度
（116）1999年4月17日

中小機械金属工業の構造変化─東京都大田区の実態調査報告─
福島　久一（日本大学経済学部教授）

（117）1999年7月17日
なぜ日本は深刻な金融危機を迎えたのか

花崎　正晴（日本政策投資銀行設備投資研究所主任研究員）

（118）1999年11月20日
転換期の中国経済と社会変貌─私営企業の発展を中心に─

小島　淑男（日本大学経済学部教授）

（119）1999年11月27日
医療・福祉サービスの展望─介護保険の運用を中心に─

長田　　浩（兵庫県立看護大学助教授）
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（120）1999年12月4日
コーポレート・ガバナンス・ディスクロジャーをめぐって
　─コーポレート・ガバナンスへの新たな接近─

今福　愛志（日本大学経済学部教授）
古庄　　修（亜細亜大学短期大学助教授）
向山　敦夫（大阪市立大学商学部助教授）
三和裕美子（明治大学商学部専任講師）

（121）1999年12月18日
「東欧革命」10年のバランスシート─市場経済移行・民主化・EU加盟─

佐藤　経明（横浜市立大学名誉教授）

＊第116回～第117回は，経科研レポートNo.17（1999.10）に収録
＊第118回～第121回は，経科研レポートNo.18（2000.3）に収録

2000年度
（122）2000年7月8日

ヴェブレンと資本主義の社会現象
佐々木　晃（日本大学名誉教授）

（123）2000年10月8日
環境理論と経済理論

小坂　国継（日本大学経済学部教授）

（124）2000年11月18日
日系と欧米自動車メーカーの東南アジア戦略─伝統と現実の間の分業─

Dr. Jochen Legewie（ドイツ日本研究所）

（125）2000年12月2日
地球環境と都市環境との共生

田中　啓一（日本大学経済学部教授）

（126）2000年12月9日
進化論的経済学の現状と課題

塚本　隆夫（日本大学経済学部教授）
＊第122回～第123回は，経科研レポートNo.19（2000.9）に収録
＊第124回～第126回は，経科研レポートNo.20（2001.3）に収録

2001年度
（127）2001年7月7日

ロシアにおける未払問題─財政・企業間の支払関係から
杉浦　史和（元（財）国際金融情報センター研究員）

（128）2001年7月14日
対事業所サービスの経済的性格

櫛田　　豊（青森大学経営学部助教授）

（129）2001年9月29日
地球環境とアジアの環境問題

田中　啓一（日本大学経済学部教授）
氷鉋揚四郎（筑波大学大学院生命環境科学科教授）
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（130）2001年11月24日
貿易と環境について

本多　光雄（日本大学経済学部教授）

（131）2001年12月15日
中小企業政策の国際比較─欧米と東アジアを中心に─

福島　久一（日本大学経済学部教授）他

（132）2001年12月22日
ゲーム理論とその応用─議会における政党の影響力の分析を中心として

武藤　滋夫（東京工業大学大学院社会理工学研究科教授）

＊第127回～第129回は，経科研レポートNo.21（2001.9）に収録
＊第130回～第132回は，経科研レポートNo.22（2002.3）に収録

2002年度
（133）2002年5月18日

中国経済のダイナミズム
中兼和津次（東京大学大学院経済学研究科教授）

（134）2002年6月1日
製造業におけるラインカンパニー制の研究

大場　允晶（日本大学経済学部助教授）

（135）2002年7月13日
WTOと予防原則

岩田　伸人（青山学院大学経営学部教授）

（136）2002年10月26日
ロシアの体制移行の進捗状況─投資不足の転換の可能性について─

高橋　　浩（（社）ロシア東欧貿易会・ロシア東欧経済研究所研究開発部次長）

（137）2002年11月30日
移行期の中国経済─民営企業の発展を中心に─

小島　淑男（日本大学経済学部教授）

（138）2003年1月11日
オケージョンごとにみた消費者の価値体系─ラダリング法とテキスト・マイニングの活用─

柴田　典子（横浜市立大学商学部経営学科専任講師）

＊第133回～第135回は，経科研レポートNo.23（2002.9）に収録
＊第136回～第138回は，経科研レポートNo.24（2003.3）に収録

2003年度
（139）2003年6月28日

IT革命を担う光学技術産業の経済分析─カメラ産業の多角化と多国籍化─
木暮　雅夫（日本大学経済学部教授）他
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（140）2003年9月20日
情報化時代の製造業におけるカンパニー制の研究
　─ラインカンパニー制・ニューラルカンパニー制─

大場　允晶（日本大学経済学部教授）他

（141）2003年9月27日
日本経済の企業行動・生産性に関する研究

乾　　友彦（日本大学経済学部教授）

経済科学研究所連続講演会
統一テーマ：「米国のユニラテラリズム（単独行動主義）」

（142）2003年11月8日
ヨーロッパの対米観と対米戦略─フランスを中心として─

小倉　和夫（国際交流基金理事長，元駐仏大使）

（143）2003年11月15日
破綻しつつあるブッシュ戦略

榊原　英資（慶応義塾大学教授，元大蔵省財務官）

（144）2003年11月22日
脅威のアメリカ　希望のアメリカ

寺島　実郎（日本総合研究所理事長，三井物産戦略研究所所長）

＊第139回～第141回は，経科研レポートNo.25（2003.9）に収録
＊第142回～第144回は，経科研レポートNo.26（2004.3）に収録

2004年度
（145）2004年7月10日

中欧の体制転換プロセスの問題点
岡野　清志（（社）ロシア東欧貿易会東欧部次長）

（146）2004年9月25日
金融分析の最先端

畠田　　敬（日本大学経済学部助教授）
三井　秀俊（日本大学経済学部専任講師）

（147）2004年10月16日
リバース・モーゲージ制度を活用した大都市及び地方都市の環境整備による経済効果分析
　─既存ストックの課題と展望─

田中　啓一（日本大学経済学部教授）他

（148）2004年10月27日
拡大EUを巡る諸問題─トルコのEU加盟を巡るイスラム問題─

北村　歳治（早稲田大学大学院教授，日本政策投資銀行理事）

（149）2004年11月10日
ユーロとドル

武田　哲夫（拓殖大学学長，拓殖大学政経学部教授）
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＊第145回～第147回は，経科研レポートNo.27（2004.10）に収録
＊第148回～第149回は，経科研レポートNo.28（2005.3）に収録

2005年度
（150）2005年6月29日

貨幣と中央銀行の歴史からみた物価と金融政策
翁　　邦雄（日本銀行金融研究所長）

（151）2005年7月16日
現代経済のダイナミズムと諸問題

野口　建彦（日本大学経済学部教授）
黒沢　義彦（日本大学経済学部教授）
沼尾　波子（日本大学経済学部助教授）
中尾　茂夫（明治学院大学教授）
広瀬　　隆（文筆家）
橋本　英俊（一橋大学大学院博士後期課程，日本大学経済学部非常勤講師）

（152）2005年10月8日
日本経済の成長，雇用及び情報化に関する分析

小林　信治（日本大学経済学部教授）
乾　　友彦（日本大学経済学部教授）

（153）2005年10月22日
貿易・海外投資・産業集積の融合的研究

本多　光雄（日本大学経済学部教授）
呉　　逸良（日本大学経済学部助教授）

（154）2006年1月14日
中国経済の国際化と民営化

小島　淑男（元日本大学経済学部教授）

＊第150回～第152回は，経科研レポートNo.29（2005.11）に収録
＊第153回～第154回は，経科研レポートNo.30（2006.3）に収録

2006年度
（155）2006年6月14日

最近の経済・金融情勢と量的緩和解除後の金融政策
田谷　禎三（大和総研特別理事，元日本銀行政策委員）

（156）2006年7月21日
1980年代後半期と1990年代の為替介入効果の比較分析

小巻　泰之（日本大学経済学部教授）
竹田　陽介（上智大学経済学部教授）

（157）2006年10月21日
グローバリゼーションと政治・経済・社会体制の変容に関する研究

金田　耕一（日本大学経済学部教授）
池本　修一（日本大学経済学部教授）
小笠原祐子（日本大学経済学部教授）
根本志保子（日本大学経済学部専任講師）
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（158）2006年11月18日
統計数理システムの解析的研究

大澤　秀雄（日本大学経済学部教授）
中村　正彰（日本大学理工学部教授）
土井　　誠（東海大学理学部教授）

＊第155回～第156回は，経科研レポートNo.31（2006.10）に収録
＊第157回～第158回は，経科研レポートNo.32（2007.3）に収録

2007年度
（159）2007年7月25日

国際化を迫られるわが国の会計基準─国際会計基準とわが国企業の将来
今福　愛志（日本大学経済学部教授）

（160）2007年11月7日
サブプライムローン問題における格付会社（機関）の責任

黒沢　義孝（日本大学経済学部教授）

（161）2007年11月17日
アメリカにおける規制緩和後の産業構造の変化

加藤　一誠（日本大学経済学部教授）
黒沢　義孝（日本大学経済学部教授）
井尻　直彦（日本大学経済学部准教授）
三井　秀俊（日本大学経済学部准教授）
村上　英樹（神戸大学大学院経営学研究科准教授）

（162）2007年11月24日
わが国の公的年金制度へのマネジメントからの接近

今福　愛志（日本大学経済学部教授）
小梛　治宣（日本大学経済学部教授）
藤野　雅史（日本大学経済学部准教授）
宮里　尚三（日本大学経済学部専任講師）
小野　正昭（みずほ年金研究所研究理事）

（163）2007年11月28日
BIS規制とBIS

吉國　眞一（みずほフィナンシャ ルグループ新光証券株式会社シニアアドバイザー）

＊第159回～第163回は，経科研レポートNo.33（2008.3）に収録

2008年度
（164）2008年7月10日

最近のメディア分野における課題
菅谷　　実（慶応義塾大学メディア・コミュニケーション研究所教授）
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（165）2008年10月18日
中国の経済発展と産業集積に関する開発経済学・空間経済学・国際経済学の観点からの融合的
研究

辻　　忠博（日本大学経済学部教授）
本多　光雄（日本大学経済学部教授）
呉　　逸良（日本大学経済学部准教授）
井尻　直彦（日本大学経済学部准教授）
陸　　亦群（日本大学通信教育部准教授）

（166）2008年10月25日
日本の証券市場におけるマイクロ・ストラクチャーの分析

三井　秀俊（日本大学経済学部准教授）
竹内　明香（早稲田大学大学院商学研究科助教）

（167）2008年12月6日
経済の変化とその対応

塚本　隆夫（日本大学経済学部教授）
藤本　訓利（日本大学経済学部教授）
植木　恒幸（日本大学経済学部教授）
齋藤　宏之（日本大学経済学部教授）
藤井　盛夫（日本大学経済学部教授）
有馬　守康（日本大学経済学部専任講師）
石田　教子（日本大学経済学部助手）
三宅　忠和（元日本大学経済学部教授）
高橋　宏幸（日本大学大学院経済学研究科博士後期）

＊第164回～第167回は，経科研レポートNo.34（2009.3）に収録

2009年度
（168）2009年6月20日

契約と情報の経済分析
小林　信治（日本大学経済学部教授）
大庭　繁美（日本大学大学院経済学研究科博士後期課程）

（169）2009年9月3日
農山村地域における森林を取り巻く行財政システムに関する研究

沼尾　波子（日本大学経済学部教授）
山本　伸幸（森林総合研究所関西支所地域林業経済担当チーム長）
石崎　涼子（森林総合研究所主任研究員）
都築　伸行（森林総合研究所主任研究員）

（170）2009年10月28日
金融危機と今後の金融システムの動向

刈屋　武昭（明治大学ビジネススクールグローバルビジネス研究科長・教授）

（171）2009年11月25日
90年代における日本経済の停滞と構造変化に関する実証的分析及び日本経済システム再構築に
関する政策的な提言
─資源配分メカニズム中心に─

竹中　康治（日本大学経済学部教授）
権　　赫旭（日本大学経済学部准教授）
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（172）2009年11月26日
日本の医療保険改革

田近　栄治（一橋大学副学長・大学院経済学研究科教授）

＊第168回～第172回は，経科研レポートNo.35（2010.3）に収録

2010年度
（173）2010年6月19日

ネットワーク産業における標準化と互換性
大場　允晶（日本大学経済学部教授）
中邨　良樹（日本大学経済学部准教授）
大宮　　望（コニカミノルタ情報システム株式会社部長）
丸山友希夫（社団法人バイオ産業情報化コンソーシアム特別研究職員）

（174）2010年10月16日
グローカル時代の生産組織

鳥居　昭夫（横浜国立大学経営学部教授）

（175）2010年11月20日
新シルクロード地域の経済発展に関する研究

呉　　逸良（日本大学経済学部准教授）
辻　　忠博（日本大学経済学部教授）
陸　　亦群（日本大学通信教育部准教授）
前野　高章（日本大学経済学部助手）

（176）2010年11月27日
小売業のグローバル化の要因分析と生産性に与える効果

曽根　康雄（日本大学経済学部准教授）
乾　　友彦（内閣府経済社会総合研究所上席主任研究官・日本大学経済学部教授）
権　　赫旭（日本大学経済学部准教授）
横井のり枝（財団法人流通経済研究所研究員）

（177）2010年12月2日
子どもの貧困─すべての子どもの幸せのために─

阿部　　彩（国立社会保障・人口問題研究所）

＊第173回～第177回は，経科研レポートNo.36（2011.3）に収録
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Ⅴ　シンポジウム

第１回
1979年7月16日，日本大学経済学部3号館において，経済科学研究所が1976年度から取り組んでいる統
一テーマ「転換期における日本経済の現状分析」をめぐってシンポジウムを行った。その時の個別発表
と報告者は次のとおりである。

1）1920年代の日本資本主義の再生産の構造
木村　隆俊（日本大学経済学部教授）

2）人口構造の変化が社会経済構造に及ぼす影響
黒田　俊夫（日本大学経済学部教授）

3）企業構造，産業構造の変革へのプロセス
正慶　　孝（中央公論社調査室・日本大学経済学部非常勤講師）

第２回
日本大学創立100周年を記念して，「転機に立つ日本経済─経済構造の変化と制度の対応」を統一テー

マとして，1989年12月16日，日本大学経済学部産業経営研究所と共催してシンポジウムを行った。特別
講演・個別発表のテーマと報告者は次のとおりである。

［特別講演］
日本経済の回顧と展望─1990年代を迎えて─

江見　康一（帝京大学経済学部教授）

［個別発表］
1）情報・電気通信事業の発展と産業への影響

原田　行男（日本大学経済学部教授）

2）日本経済の国際化と労働時間政策
牧野　富夫（日本大学経済学部教授）

3）企業経営環境の変化とその対応
杉本　文雄（日本大学経済学部教授）

4）税制の変遷と日本の新たな対応
中村　芳昭（日本大学経済学部助教授）

5）日本の消費生活政策
阿部　喜三（日本大学経済学部教授）

6）規制緩和の経済効果─住宅金融政策をめぐって─
瀬古　美喜（日本大学経済学部助教授）

7）戦後日本経済における技術進歩
植木　恒幸（日本大学経済学部専任講師）

8）転換期の商業・サービス業
太田　一郎（帝京大学経済学部教授）
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9）日本経済の国際化と中小企業政策
福島　久一（日本大学経済学部教授）

10）日本経済の構造変化と食糧・土地政策
馬場　　昭（日本大学経済学部教授）

11）貿易・為替の自由化をめぐって
本多　光雄（日本大学経済学部教授）

第３回
1990年度から総合研究「20世紀システムの崩壊とその再構築」がスタートしたのを機に，1990年12月

8日，「20世紀システムの崩壊とその再構築─ヨーロッパ経済の行方を探る─」を統一テーマとして公開
シンポジウムを開催した。
個別発表のテーマと報告者は次のとおりである。

［問題提起］
加藤　義喜（日本大学経済学部教授）

［基調報告］
1）ドイツ統一後のヨーロッパ経済

鳴沢　宏英（東京銀行参与・元常務取締役）

2）ソ連・東欧の経済再建とヨーロッパ経済
佐藤　經明（日本大学経済学部教授）

［総合討論］
　　　　　　司　会

栖原　　学（日本大学経済学部助教授）
　　　　　　討論者

鳴沢　宏英（東京銀行参与・元常務取締役）
佐藤　經明（日本大学経済学部教授）
西村　可明（一橋大学経済研究所教授）
野村　昭夫（東京経済大学経済学部教授）
加藤　義喜（日本大学経済学部教授）
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Ⅵ　刊行物

1　紀要

第1号（1976.12）
論　　文
日本経済の資本蓄積過程

阿部　喜三（日本大学経済学部教授）
井田　和一（総理府統計局調査部経済統計課長補佐）
楠田　　義（経済企画庁経済研究所国民所得部国民生産課長）

1930年代以降の日本の戦時経済について
　戦時経済過程における金融資本分析の一視角

木村　隆俊（日本大学経済学部教授）

　全国産業団体連合会成立の歴史的意義
矢部　洋三（日本大学工学部助手）

近代化社会批判への道
名東　孝二（日本大学経済学部教授）
正慶　　孝（中央公論社調査室）
小泉　貞彦（エコノミスト編集部）

第2号（1977.12）
論　　文
アメリカのCity Managementについて

菊池祥一郎（日本大学短期大学部教授）

Demographic Aging序説
黒田　俊夫（日本大学経済学部教授）

1930年代以降の日本の戦時経済について
　1920年代石川島造船所の動向

古賀　義弘（日本大学理工学部専任講師）

貨幣と生産および物価との関連性についての研究
　ケインズ体系における物価と雇用─価格調整と数量調整に関する一試論─

中山　靖夫（日本大学経済学部教授）

　ケインズ経済学の再検討とマネタリズム─デビドソンのケインズ再解釈をめぐって─
関谷喜三郎（日本大学商学部助手）

　雇用と物価のトレード・オフ関係─マネタリストとケインジアンの対立点─
藤本　訓利（日本大学経済学部助手）

　経済成長と貨幣─貨幣の非中立性について─
片平　光昭（日本大学商学部専任講師）

海外文献紹介
ミルトン・フリードマン『ガルブレイスから経済的自由へ』

塚本　隆夫（日本大学経済学部助手）
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研究会報告要旨
人口構造の変化が社会経済構造に及ぼす影響について

鈴木　啓祐（流通経済大学経済学部教授）

最近の転換期日本経済と1920年代
木村　隆俊（日本大学経済学部教授）

日本の農業及び食糧問題の再構築
的場　徳造（日本大学経済学部教授）

第3号（1978.12）
論　　文
商業利潤の一考察─とくに流通費をめぐるマルクスとローゼンベルグの解釈を中心として─

井上　周八（立教大学経済学部教授）

60年代国際経済への視角
宮崎　犀一（東京女子大学文理学部教授）

経済成長と所得分布
阿部　喜三（日本大学経済学部教授）

都市経営（公経営）とCity Manager System
　アメリカ都市会計と基金・予算会計

菊池祥一郎（日本大学短期大学部教授）

　現代都市財政の問題点─とくに各国における財源調整制度の問題を中心として─
大渕　利男（日本大学法学部教授）

　都市経営研究の対象と方法─その思想と科学への接近─
一瀬　智司（国際基督教大学教養学部兼大学院行政学研究科教授）

　都市経営実際上の問題点
片桐　達夫（都市総合研究所所長）

人口移動の新しい展開─日本における人口移動の構造変動─
黒田　俊夫（日本大学経済学部教授）

制度派経済学者たちとジェレミー・ベンタム
　─W. C. ミッチェルの快楽主義心理学批判を中心として─

佐々木　晃（日本大学経済学部教授）

フェルプスの「黄金時代」について
本間　祥介（日本大学経済学部助教授）

資　　料
ディヴィッド・ハミルトンの進化論的経済学について─古典派経済学との対比において─

塚本　隆夫（日本大学経済学部助手）

研究会報告要旨
フェルプスの「黄金時代」について

本間　祥介（日本大学経済学部助教授）
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第4号（1979.12）
論　　文

Howardの消費者行動モデル（1977）の一研究
阿部　周造（横浜国立大学経営学部助教授）

多国籍企業と会計問題
　多国籍企業の財務戦略と管理

原田　行男（日本大学経済学部教授）

　アメリカ会計制度再編の問題点─ロッキード社の研究・開発費処理に関連して─
今福　愛志（日本大学経済学部助教授）

　アメリカにおける外貨換算会計の展開
田中　建二（日本大学経済学部専任講師）

人口構造の変化が社会経済構造に及ぼす影響に関する研究
　第1部　高齢者社会論序説

黒田　俊夫（日本大学経済学部嘱託教授）

　第2部　わが国のコーホートの地域的分布の変化について
鈴木　啓祐（流通経済大学経済学部教授）

交換経済における予想の理論的分析─同次型効用関数をめぐって─
瀬古　美喜（日本大学経済学部助手）

企業内福利厚生の基礎原理─「ゲゼルシャフト」と「ゲマインシャフト」との媒介として─
高須　裕三（日本大学経済学部教授）

ヴェブレンと正統派経済学の伝統─ローレンス・ネイバースの所説をめぐって─
塚本　隆夫（日本大学経済学部助手）

日本的経営・産業の生活経済論的アプローチ
名東　孝二（日本大学経済学部教授）
室本　誠二（日本大学経済学部教授）
宮下　正房（流通システム開発センター常務理事）

A Study on the Development of Financial Management
Shin Hishinuma（日本大学経済学部副手）

最適経済成長の基礎理論
本間　祥介（日本大学経済学部助教授）

研究会報告要旨
転換期の日本経済─国家独占資本主義の本質理解のために─

木村　隆俊（日本大学経済学部教授）

人口変動と経済発展
黒田　俊夫（日本大学経済学部嘱託教授）

ライフ・スタイルから見た「経済時代」の終焉
正慶　　孝（中央公論社勤務）
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日本農業の再構築
的場　徳造（日本大学経済学部嘱託教授）

第5号（1981.3）
論　　文
現代監査理論の展開における課題とその展望

青柳　　清（日本大学経済学部助教授）

アメリカにおけるRevenue Sharingの研究
上杉　栄市（日本大学経済学部教授）

わが国における「労務管理現代化」の現状とその日本的特徴
森　　五郎（日本大学経済学部嘱託教授）

研究ノート
会計原則の経済的影響

田中　建二（日本大学経済学部専任講師）

資　　料
戦後日本の人口移動研究の動向

大塚　友美（日本大学経済学部副手）

研究会報告要旨
会計規範の動態分析
　会計基準の適用過程をめぐる問題点

今福　愛志（日本大学経済学部助教授）

会計ディスクロージャーの機能
田中　建二（日本大学経済学部専任講師）

中小小売商に対する政策提案
　地域商業の再編成と零細小売業の消失・生成─青森県津軽地方を例に─

廣江　　彰（慶応義塾大学大学院経済学研究科博士課程）

第6号（1982.3）
論　　文
公企業とその学際的アプローチ　─行・財政・経営・会計分野─
　行政と企業

一瀬　智司（国際基督教大学教養学部教授）

トラック輸送産業の現状と課題
伊藤　允博（日本大学経済学部教授）

制度派経済学の研究
　ヴェブレンとアメリカ制度学派─ヴェブレンはアメリカ制度学派の創設者か─

佐々野謙治（第一経済大学助教授）

The Econometric Analysis of Japanese Housing Investment─Comparative Study─
Miki Seko（日本大学経済学部専任講師）



47

日本経済と地価問題
　地価上昇メカニズムと日本経済

沼田　　明（東京都生活文化局次長）

大河内教授の「新しい社会政策」論について─いわゆる「大河内理論」の破綻─
牧野　富夫（日本大学経済学部教授）

研究会報告要旨
「労働問題」の概念規定について─大河内一男・森五郎両教授批判─

牧野　富夫（日本大学経済学部教授）

制度派経済学の研究
　ソースタイン・ヴェブレンの社会心理学─アラン G. グルーチーの所説をめぐって─

内田　　成（日本大学大学院経済学研究科博士後期課程）

　ヴェブレンとダーウィン主義─ヴェブレンのアダム・スミス批判をめぐって─
塚本　隆夫（日本大学経済学部専任講師）

第7号（1983.3）
論　　文
公企業とその学際的アプローチ　─行・財政・経営・会計分野─
　公企業の財政的意義と問題点

大淵　利男（日本大学法学部教授）

　スウェーデン国有企業覚書─国有持株会社の機能を中心として─
山谷　修作（東洋大学経済学部助教授）

地価上昇メカニズムと日本経済
　土地問題をめぐる税制と会計

田中　啓一（日本大学経済学部教授）
阿部　真博（水戸短期大学助教授）

　土地市場と都市計画
　　─英国の事例にみる，地価形成，土地利用形態の決定に対する公の関与について─

花輪　宗命（東京都人事委員会）

企業と産業の社会会計
名東　孝二（日本大学経済学部教授）
室本　誠二（日本大学経済学部教授）
青柳　　清（日本大学経済学部教授）

制度派経済学の研究
　景気循環論におけるミッチェルとシュムペーター

金指　　基（日本大学商学部教授）

　ヴェブレンの経済学批判の基本的視点─その進化論的経済学をめぐって─
塚本　隆夫（日本大学経済学部専任講師）

　ソースタイン・ヴェブレンの本能論─『製作本能論』第1章「緒論」の検討を中心として─
内田　　成（日本大学大学院経済学研究科博士後期課程）
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アメリカ制度学派の研究
　ソースタイン・ヴェブレンのJ. B. クラーク経済学批判

佐藤　光宣（日本大学大学院経済学研究科博士後期課程）

資　　料
ヴェブレンの思想の背景─ジョゼフ・ドーフマンの所説の検討─

佐々木　晃（日本大学経済学部教授）

海外文献紹介
クリストファー M. ロー『第1次世界大戦以後の英国の地域開発』

田村　和彦（日本大学経済学部副手）

研究会報告要旨
制度派経済学の研究
　ソースタイン・ヴェブレンの本能論─『製作本能論』第1章「緒論」の検討を中心として─

内田　　成（日本大学大学院経済学研究科博士後期課程）

　ソースタイン・ヴェブレンのJ. B. クラーク経済学批判
佐藤　光宣（日本大学大学院経済学研究科博士後期課程）

　ヴェブレン思想の背景─ジョセフ・ドーフマンの所説の検討─
佐々木　晃（日本大学経済学部教授）

第8号（1984.3）
論　　文
会計規範の動態分析─会計社会学の定立をめざして─
　会計機能と会計規範

田中　建二（日本大学経済学部助教授）

　会計規範の形成と受容の過程
熊野　実夫（阪南大学教授）

　「会計規範の適用過程」の動態分析序説
今福　愛志（日本大学経済学部教授）

　証券二法と会計専門職
細田　　哲（城西大学経済学部助教授）

　アメリカ非営利団体における会計規範の形成─会計社会学の定立をめざして─
石井　　薫（弘前大学人文学部助教授）

公共部門とその行・財政・会計的研究
　アメリカの州財政とNew Federalism

上杉　栄市（日本大学経済学部教授）

アメリカ制度学派の研究
　ソースタイン・ヴェブレンのフィッシャー経済理論批判
　　─資本，所得および利子の諸理論をめぐって─

佐藤　光宣（日本大学大学院経済学研究科博士後期課程）
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中小小売業に対する政策提案
　スウェーデンにおける流通革命─スウェーデンの小売商研究からのサジェッション─

内藤　英憲（日本大学経済学部教授）

　中小小売業における経営能力の形成
大森　暢之（東京学芸大学教育学部教授）

　ヨーロッパ諸国の商業政策
福田　雅一（日本大学商学部助教授）

　「出店紛争」の構造と中小小売業
廣江　　彰（慶応義塾大学大学院経済学研究科博士課程）

会計情報システムに関する研究
原田　行男（日本大学経済学部教授）
児島　康雄（上武大学商学部助教授）
根本　光明（中央大学商学部教授）

国際石油企業論序説─グローバル経済下における経営戦略の重要性─
竹内　一樹（日本大学経済学部教授）

我が国の都市問題
　Japanese Homeownership: Relative Tenure Prices Versus Demographic Factors
　　─Theory and Evidence─

Miki Seko（日本大学経済学部専任講師）

研究ノート
ソースタイン・ヴェブレンの限界効用学派批判─論文「限界効用の限界」を中心にして─

佐藤　光宣（日本大学大学院経済学研究科博士後期課程）

第9号（1985.3）
論　　文
公企業とその学際的アプローチ─行政・財政・経営・会計分野─
　公企業における経営計画モデル─AT&T社経営計画モデルの事例研究

松行　康夫（東京農工大学工学部助教授）

アメリカ制度学派の研究
　シュンペーターの社会科学に関する基本的見解について

金指　　基（日本大学商学部教授）

　W. C. ミッチェルとウィリアム・スタンレー・ジェヴォンズ経済理論の類型
佐藤　光宣（帝京女子短期大学非常勤講師）

我が国の都市問題
　国内人口移動と若年層地元定着化の動向

渡辺真知子（（財）国際開発センター研究員）

人口急増都市と財源問題
　フ ランスにおける外国人居住者の人口動態分析─大都市の国際化とそれが大都市行財政運営に及ぼ
す影響を分析するための基礎調査─

花輪　宗命（日本大学大学院経済学研究科博士後期課程）
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社会経済開発と死亡力（mortality）の決定要因について
　─第2次世界対戦後の昭和期を中心として─

大塚　友美（日本大学経済学部副手）

研究ノート
ジョン・ベイツ・クラーク経済学の基本思想─ポール T. ホーマンの所説をめぐって

佐藤　光宣（帝京女子短期大学非常勤講師）

書　　評
R. スコット・モーアランド著
　『人口・開発・所得配分─モデル化によるアプローチ─バチュー・インターナショナル』

大塚　友美（日本大学経済学部副手）

B. アンツック著『地域間分業に関する空間構造上の諸因子』
田村　和彦（日本大学経済学部副手）

第10号（1986.3）
論　　文
インセンティブ・システムとしての日本型経営─その独自性と問題点─

丸尾　直美（中央大学経済学部教授）

1920年代日本資本主義の再生産構造
　戦前期結城織物業の生産構造─伝統産業の視角から─

矢部　洋三（日本大学工学部専任講師）

日本における金融制度と金融思想の展開
　明治10年代の金融雑誌に関する書誌的研究─日本における金融思想史研究序説─

本間　靖夫（千葉商科大学商経学部助教授）

公共部門とその行・財政・会計的研究
　カナダにおける電気通信産業の経営計画モデル

松行　康夫（東京農工大学工学部助教授）

近代中国の経済と社会
　清末幣制論─湖南省の官銭局について─

中村　　義（東京学芸大学教育学部教授）

　「満州」における炭礦労務管理体制─撫順炭礦労務管理成立史─
高綱　博文（日本大学通信教育学部助手）

アメリカ制度学派の研究
　W. C. ミッチェルとフランク・アルバート・フェッター

佐藤　光宣（帝京大学経済学部非常勤講師）

　W. C. ミッチェルとソースタイン・ヴェブレン
齋藤　宏之（日本大学経済学部副手）

マイクロエレクトロニクス化と中小企業
　「中小製造業における生産工程マイクロエレクトロニクス化の進展と影響」

廣江　　彰（札幌学院大学商学部助教授）
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第11号（1987.3）
論　　文
地域形成とハイテク産業─国際比較の視点から─

清成　忠男（法政大学経営学部教授）

公共部門とその行・財政・会計的研究
　Administrative Policy Scienceの方法論について─学際的研究の方法試論─

一瀬　智司（国際基督教大学教養学部教授）
地下経済の研究
　地下経済概観

名東　孝二（東京国際大学教授）

　地下経済の理論的研究の現状とその問題点
武井　　昭（高崎経済大学教授）

　増殖する地下経済とGNPへの影響─サービス産業時代の経済攪乱要因─
安河内達也（日興證券株式会社投資情報管理部部長）

近代中国の経済と社会
　清末句容県の墾牧公司と農民暴動

小島　淑男（日本大学経済学部教授）

　19世紀70・80年代における『申報』の江浙蚕糸業再建案について
鈴木　智夫（岐阜薬科大学薬学部教授）

　民国初期の旗地政策と華北農村─直隷省の場合─
末次　玲子（学習院大学文学部非常勤講師）

　周学熙と農工銀行─民国初期の実業振興と財政政策─
浜口　允子（放送大学助教授）

マイクロエレクトロニクス化と中小企業
　中小金属・機械工業における生産工程マイクロエレクトロニクス化の企業経営に及ぼす影響

内藤　英憲（日本大学経済学部教授）
渡会　重彦（中小企業リサーチセンター常務取締役）
大森　暢之（東京学芸大学教育学部教授）
池田　光男（国民金融公庫下関支店支店長）
廣江　　彰（札幌学院大学商学部助教授）

　生産システムの変化と価格形成を中心にして
太田　一郎（帝京大学経済学部教授）

第12号（1988.3）
論　　文

The Japanese Market and Business Practices
Leif Widman

社会保障の最適財政方式
香西　　泰（日本経済研究センター理事長）
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わが国の最近の出生力変化に関する研究
　ミクロ・レベルのデータに基づくわが国の最近における出生力分析

小川　直宏（日本大学経済学部教授）

我が国の内外をめぐる都市問題
　住宅金融公庫の融資が持家住宅需要に与える効果に関する経済学的分析
　─量と質のトレード・オフをめぐるデータ分析と理論モデル─

瀬古　美喜（日本大学経済学部助教授）

　タイの国内人口移動─1970年代の変化を中心に─
渡辺真知子（嘉悦女子短期大学専任講師）

マイクロエレクトロニクス化と中小企業
　中小金属・機械工業における生産工程マイクロエレクトロニクス化と労働の変化

廣江　　彰（札幌学院大学商学部助教授）

日本経済の所得構造に関する調査研究
　年齢別賃金格差の動向─'70年代以降を中心として─

川島　陸夫（日本大学経済学部助教授）

　中小企業の労働条件と労働政策
笹島　芳雄（明治学院大学経済学部助教授）

　近年の賃金伸び悩みが消費生活に及ぼす影響と新しい課題
里田　武臣（日本大学経済学部非常勤講師）

ヴェブレンとミッチェルの理論体系
　W. C. ミッチェルの制度経済学─アラン G. グルーチーの所説の検討─

齋藤　宏之（日本大学経済学部助手）

第13号（1989.3）
論　　文
近代中国の経済と社会
　上海織布局独占権の一考察

久保田文次（日本女子大学文学部教授）

過渡期における現代都市問題の諸現象分析
　アメニティの経済分析

角本　伸晃（中央大学大学院経済学研究科博士後期課程）

グローバル・エコノミー時代の日本経済と最低賃金制
　政府・財界の賃金政策の特徴

牧野　富夫（日本大学経済学部教授）
草原　光明（日本大学経済学部助教授）

資　　料
ヴェブレンとミッチェルの理論体系
　A. G. グルーチーのW. C. ミッチェル論

齋藤　宏之（日本大学経済学部助手）
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第14号（1990.3）
論　　文
日本経済の戦後の技術進歩
　戦後日本経済の生産関数─製造業（1970年─1987年）─

植木　恒幸（日本大学経済学部専任講師）
小原　　堯（日本大学国際関係学部教授）

転換期における商業・サービス業に関する研究
　東京における中小卸売業の構造と問題

内藤　英憲（日本大学経済学部教授）
渡会　重彦（前中小企業リサーチセンター常務取締役）
福田　雅一（日本大学商学部教授）
廣江　　彰（札幌学院大学商学部助教授）

　中小小売業の地域集積と機能変化─商店街活性化への視角から─
太田　一郎（帝京大学経済学部教授）

　小売業の構造分析
内藤　英憲（日本大学経済学部教授）
福田　雅一（日本大学商学部教授）
廣江　　彰（札幌学院大学商学部助教授）
武縄　卓雄（日本大学理工学部非常勤講師）

情報・電気通信事業の発展と産業へのインパクト
　OAコミュニケーションと企業経営

菅谷　　実（白鷗大学経営学部助教授）

貿易・為替の自由化
　為替の自由化と短期国際資本移動

秋葉　弘哉（新潟大学経済学部教授）
高樋さち子（東海大学短期大学部講師）

ヴェブレンとミッチェルの理論体系
　W. C. ミッチェルとアダム・スミス経済理論

佐藤　光宣（帝京大学法学部専任講師）

　W. C. ミッチェル思想の基本的特徴─景気循環研究と学史研究との関連をめぐって─
齋藤　宏之（日本大学経済学部助手）

書　　評
P. ハースト，J. ゼトリン編著
　『産業衰退の逆転はなるか─英国および同国の競争国における産業構造と産業政策─』

田村　和彦（日本大学経済学部助手）

第15号（1991.3）
論　　文
人的資源開発に関する研究
　国際事業のリーダーシップ

高橋　浩夫（白鷗大学ビジネス開発研究所研究室長）
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消費生活対策体系の総合的研究
　消費者主権をめぐる諸問題

里田　武臣（日本大学経済学部非常勤講師）

　新しい消費者政策への転換と再構築
阿部　喜三（日本大学経済学部教授）

我が国の内外をめぐる都市問題
　東京大都市圏のO-Dからみた住み替えの実態

瀬古　美喜（日本大学経済学部教授）
渡辺真知子（嘉悦女子短期大学助教授）
相場　裕子（三菱総合研究所研究員）

日本経済の構造変化と制度の対応
　わが国の経済計画の役割とその推移

降矢　憲一（日本大学経済学部教授）

ヴェブレンとミッチェルの理論体系
　W. C. ミッチェルとアダム・スミス

齋藤　宏之（日本大学経済学部専任講師）

資　　料
アメリカ資本主義と制度主義
　政府活動とガルブレイス理論─ハリー M. トレビングの議論を中心に─

高橋　　真（宮城県立河南高等学校教諭）

第16号（1992.3）
論　　文
日本経済の所得構造に関する研究

降矢　憲一（日本大学経済学部教授）

組織コミットメントの一考察と再定義づけ
廣井　　孝（日本大学経済学部専任講師）

人的資源開発に関する研究
　経営組織と人的資源開発に関する一考察

鈴木　　喬（日本大学経済学部教授）

貿易為替の自由化
　日米の工業製品貿易に関する実証分析─産業内貿易と比較優位を中心として─

本多　光雄（日本大学経済学部教授）
中島　守善（拓殖大学政経学部教授）

アメリカ資本主義と制度主義
　ガルブレイス現代経済論における消費誘因分析の意義

高橋　　真（宮城県立河南高等学校教諭）
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第17号（1993.3）
論　　文
「水利開発誌の書誌的研究」について
　水利開発の書誌的研究に関する資料収集について

寺田　義久（日本土壌協会研究員）
馬場　　昭（日本大学経済学部教授）
飯島　正義（桐生短期大学専任講師）

　水利開発と農業の地域性─宮城県における─
馬場　　昭（日本大学経済学部教授）
寺田　義久（日本土壌協会研究員）
北島　　昭（日本大学通信教育学部講師）

　宮城県における耕地整理事業の展開
馬場　　昭（日本大学経済学部教授）
志村　博康（日本大学農獣医学部教授）

　岩木川水系における土地改良事業と今後の課題
笹森　　正（（株）東北地域文化研究所所長）

　水相の変貌─旧利根川筋八潮市の事例─
新井　信男（前高崎経済大学教授）
北島　　昭（日本大学通信教育学部講師）

日本経済の構造変化と制度の対応
　男女雇用機会均等法の雇用管理への影響

荻原　　勝（日本リサーチセンター客員研究員）

消費生活政策体系の総合的研究
　最近における消費者信用の増大と個人消費

藤本　訓利（日本大学経済学部助教授）

第18号（1993.5）
論　　文
世界経済システムの歴史構造
　Adjusting the World Economy: Pax Britannica and Pax Americana

Naoyuki Homma（日本大学経済学部助教授）

EC域外西ヨーロッパにおける産業の変貌
　スウェーデン小売業の長期的動向

内藤　英憲（日本大学経済学部教授）
太田　一郎（帝京大学経済学部教授）

日本的システムの展望とその適応力の研究
　柔軟で頑健な経済・社会システム─大店法と食管法の場合─

阿部　喜三（日本大学経済学部教授）

アメリカ資本主義と制度主義
　ガルブレイスのパワー・エコノミックス

高橋　　真（東北学院大学経済学部非常勤講師）
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ヴェブレンとミッチェルの理論体系
　ソースタイン・ヴェブレンと経済理論─ダグラス F. ダウドの見解について─

佐々木　晃（日本大学経済学部教授）

　ソースタイン・ヴェブレンの資本概念─論文「資本の性質Ⅰ」をめぐって─
佐藤　光宣（帝京大学法学部専任講師）

第19号（1994.3）
論　　文
アジア太平洋地域の発展構造と国際分業
　不確実性下の最適関税─国内の歪みのある場合─

秋葉　弘哉（新潟大学経済学部教授）

　Corporate Finance in Malaysia
Yoshitaka Kurosawa（日本大学経済学部教授）

　Factor Accumulation and the Pattern of Trade in East and South-East Asia in the Post-War Period
Kazuo Yokokawa（日本大学経済学部助教授）

　日本と中国間の国際分業
本多　光雄（日本大学経済学部教授）

産業構造の変化と政府の役割─社会基盤（住宅など）の整備をめぐって─
　住宅事情と公的住宅金融の現状

瀬古　美喜（日本大学経済学部教授）
渡辺真知子（嘉悦女子短期大学助教授）
相場　裕子（三菱総合研究所研究員）

世界経済システムの歴史構造
　世界経済システムへの経済史的接近

入江節次郎（日本大学経済学部講師・日本大学大学院経済学研究科講師）

ソースタイン・ヴェブレンの研究
　ヴェブレンの製作本能論の展開─制度の発生学的研究へのアプローチ─

奥木　　巧（平方学園明和県央高等学校教諭）

第20号（1995.3）
論　　文
日本的システムの展望とその適応力
　日本的システムの展望とその適応力─日本的雇用慣行をめぐって─

降矢　憲一（日本大学経済学部教授）

90年代不況期における自動車産業の展開─日産自動車を中心に─
渡辺　広明（共愛学園女子短期大学助教授）

世界経済の変質と日本の対応─労働政策を中心として─
　最近の企業合理化と終身雇用制

牧野　富夫（日本大学経済学部教授）

トヨタ経営の史的展開
川島　陸夫（日本大学経済学部教授）
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日本的分業の再編成と下請制
草原　光明（日本大学経済学部教授）

ソースタイン・ヴェブレンの研究
　ソースタイン・ヴェブレンの制度進化の理論

佐々木　晃（日本大学名誉教授）

　ヴェブレンとガルブレイス─その社会思想の類似性─
奥木　　巧（平方学園明和県央高等学校教諭）

第21号（1996.1）
論　　文
近代中国の経済発展と経済思想
　20世紀初期企業経営者層の結集と経済改革の模索

小島　淑男（日本大学経済学部教授）

　1923年武漢における対日経済絶交運動と指導層─武漢棉業の展開と関連して─
津久井弘光（日本大学文理学部非常勤講師）

　孫文の帝国主義観に関する再検討
高綱　博文（日本大学通信教育学部助教授）

　宋教仁の経済思想
片倉　芳和（日本大学豊山女子高等学校教諭）

第22号（1996.3）
論　　文
ソ連・東欧経済の変貌と東西ヨーロッパ経済関係の新展開
　Adjusted Concept of Transformation Policies: Some Cordial Suggestions

Tsuneaki Sato（元日本大学経済学部教授）

　グルジアにおける体制転換
栖原　　学（日本大学経済学部教授）

水利開発誌の書誌的研究
　江合川・鳴瀬川流域における立地特性と農業水利構造に関する研究・序説

寺田　義久（（財）日本土壌協会計画部主任技師）

　渡良瀬川流域における水利の歴史的開発過程
飯島　正義（桐生短期大学助教授）

住宅取得行動に及ぼす資産格差の影響─1980年代後半を中心として─
　バブル期前後における東京圏の住替えの実態

瀬古　美喜（日本大学経済学部教授）
渡辺真知子（嘉悦女子短期大学助教授）
相場　裕子（三菱総合研究所主任研究員）
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第23号（1997.3）
論　　文
市場経済における不均衡分析
　不均衡過程と利子率の調整メカニズム─ウィクセル─ケインズ・コネクションを巡って─

中山　靖夫（日本大学経済学部教授）

　クラウアーの現金制約モデル再考
藤本　訓利（日本大学経済学部助教授）

　ニュー・ケインジアンの挑戦
岡村　宗二（大東文化大学経済学部教授）

　取引費用の外部性と失業分析
北村　宏隆（日本大学経済学部助教授）

　実物景気循環論とマクロ経済学のミクロ的基礎
植木　恒幸（日本大学経済学部助教授）

　協調の失敗とマクロ経済分析
八木　尚志（群馬大学社会情報学部専任講師）

第24号（1997.3）
論　　文
経済摩擦と国際秩序─パックスアメリカーナと日・韓・中の地域経済圏─
　米国多国籍企業と東アジアの“高度”工業化

奥村　皓一（関東学院大学経済学部教授）

　図們江（豆満江，Tumen River）開発を巡る周辺諸国・地域の政策
　　─「構造調整」下の北東アジア地域経済協力の可能性と展望─

海野　八尋（金沢大学経済学部教授）

　東アジア諸国（NIES）と技術開発力
林　　倬史（立教大学経済学部教授）

　環太平洋の中の韓国経済
郭　　洋春（立教大学経済学部助教授）

　中小企業の海外進出と分業構造の変化─アジア経済圏の動向と中小企業の対応─
岡田　浩一（明治大学経営学部助教授）

市場経済と計画経済
　中国の市場経済化の新段階─企業改革と金融市場を中心に─

江頭　数馬（元日本大学商学部教授）

　中国サービス経済論争の変遷
立石　昌広（長野県短期大学教養学科助教授）
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第25号（1998.3）
論　　文

90年代の日本経済の構造分析
　派遣労働者の実態について

川島　陸夫（日本大学経済学部教授）

　90年代不況期の金融構造─住専処理と金融システムの不公正・不透明性を中心に─
渡辺　広明（共愛学園女子短期大学教授）

経済発展と国際経済秩序・資源配分の観点からの歴史的評価と今日的課題
　日本の対アジアNIEs諸国の国際競争力と貿易構造

本多　光雄（日本大学経済学部教授）

　1980～95年におけるアジアNIEsの景気と対外経済関係
本間　直行（日本大学経済学部教授）

　日本の輸入関税の資源配分効果─数量的一般均衡分析─
横川　和男（日本大学経済学部教授）

市場経済と計画経済
　中国ハイテク企業と儒商精神─その経営過程への影響に関する準備的研究─

高久保　豊（日本大学商学部専任講師）

第26号（1998.9）
論　　文
現代サービスの理論的・実証的研究
　対消費者「サービス」におけるサービス労働の減少

姉歯　　暁（県立新潟女子短期大学助教授）

市場経済と計画経済
　アメリカ合衆国の経済制度にかんするノート─地方自治を中心に─

春田　素夫（日本大学経済学部教授）

中小企業集積と分業構造─大田区機械金属工業の実態調査─「中間報告」
福島　久一（日本大学経済学部教授）
小谷　紘司（中小商工業研究所）
大澤　勝文（釧路公立大学経済学部専任講師）
草原　光明（日本大学経済学部教授）
岡田　浩一（明治大学経営学部助教授）
八幡　一秀（作新学院大学経営学部助教授）

第27号（1999.3）
論　　文
経済摩擦と国際秩序─パックスアメリカーナと日・韓・中の地域経済圏─
　東アジア経済における構造転換連鎖と域内循環

角田　　収（日本大学経済学部教授）

　東アジアの産業政策と日本中小企業─中小企業の国際的融合に関連して─
福島　久一（日本大学経済学部教授）
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　中国の産業組織と社会主義市場経済─国有企業を中心に─
三宅　忠和（日本大学経済学部教授）

市場経済と計画経済
　市場経済と民有化企業の検討

菊池　敏夫（日本大学経済学部教授）

　中国の教員の給与制度について─その歴史的変遷─
三好　　章（愛知大学現代中国学部助教授）

ソースタイン・ヴェブレンの研究
　ソースタイン・ヴェブレンの資本概念─論文「資本の性質Ⅱ」をめぐって─

佐藤　光宣（帝京大学法学部助教授）

満州事変─その勃発原因をさぐる─
　満州事変への道「序説」

木村　隆俊（日本大学経済学部教授）

現代サービスに関する理論的・実証的研究
　保健・医療・福祉の連携・総合化をどう実現するか？─先進事例からの教訓を中心に─」

長田　　浩（兵庫県立看護大学助教授）

　「対事業所サービス」の経済的性格について─飯盛信男氏の見解をめぐって─
櫛田　　豊（青森大学経営学部助教授）

　「サービス（労働）＝不生産的労働」説の破綻と原因─金子ハルオ氏の見解の到達点─
斎藤　重雄（日本大学経済学部教授）

　中国サービス産業の国民経済に占める地位
立石　昌広（長野県短期大学教養学科助教授）

第28号（1999.9）
論　　文
コーポレート・ガバナンス・ディスクロージャーをめぐる諸問題
　機関投資家のコーポレート・ガバナンスにおける意識と役割
　　─イギリスにおける株主議決権行使の現状─

三和裕美子（明治大学商学部専任講師）

　企業年金のコーポレート・ガバナンス・ディスクロージャー問題
今福　愛志（日本大学経済学部教授）

　コーポレート・ガバナンス・ディスクロージャーの形成と枠組み
古庄　　修（亜細亜大学短期大学部助教授）

　わが国のコーポレート・ガバナンス構造と会計制度　─ ｢安心」と「信頼」のメカニズム─
向山 敦夫（大阪市立大学商学部助教授）

　コーポレート・ガバナンス構造と発生主義会計システムのインパクト
高尾 裕二（大阪大学経済学部教授）
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　コーポレート・ガバナンスにおける情報開示の役割
　　─SECによる経営者報酬開示規制を中心として─

山崎 雅教（大東文化大学経済学部助教授）

市場移行経済の研究
　国有企業法による中欧・旧ソ連における計画経済下の企業統治構造

池本　修一（日本大学経済学部助教授）

転換期の中国経済と社会の変貌
　中国の“移行経済”とアジア金融危機

江頭　数馬（元日本大学商学部教授）

90年代の日本経済の構造分析
　「1985年プラザ合意」後の日本の繊維・アパレル産業の変貌

須原　祥介（日本大学経済学部助教授）

第29号（2000.3）
論　　文
　中小機械金属工業の集積構造の変化─東京都大田区の実態調査─

福島　久一（日本大学経済学部教授）
小谷　鉱司（中小商工業研究所）
大澤　勝文（釧路公立大学経済学部専任講師）
草原　光明（日本大学経済学部教授）
岡田　浩一（明治大学経営学部助教授）
八幡　一秀（作新学院大学経営学部助教授）

転換期の中国経済と社会の変貌
　現代中国における民営企業の発展について

小島　淑男（日本大学経済学部教授）

　日本と中国間の貿易構造
本多　光雄（日本大学経済学部教授）

　中国における小都市とサービス経済の発展
立石　昌広（長野県短期大学教養学科助教授）

市場移行経済の研究
　Rethinking Privatization in Transition Economies

Tsuneaki Sato（横浜市立大学名誉教授）

満州事変─その勃発原因をさぐる─
　1920年代における財閥資本の編成替えと重化学工業化

須江　國雄（佐野国際情報短期大学経営情報科助教授）

90年代の日本経済の構造分析
　レギュラシオン理論の90年代認識

矢部　洋三（日本大学工学部教授）

経済発展と国際経済秩序・資源配分の観点からの歴史的評価と今日的課題
　アジア通貨危機とソブリン格付け

黒沢　義孝（日本大学経済学部教授）
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中欧・ロシアにおける体制転換プロセスの進捗度に関する研究
　旧ソ連諸国における年金制度改革─カザフスタンを中心に─

杉浦　史和（財）国際金融情報センター・欧州部・研究員

第30号（2001.3）
論　　文
内生的変動と期待の役割
　─実物景気循環モデルと期待形成─

植木　恒幸（日本大学経済学部教授）

旧制度学派の盛衰
　─ラザフォードの所説を中心に─

塚本　隆夫（日本大学経済学部教授）

複雑系経済学とケインズ経済学
藤本　訓利（日本大学経済学部教授）

オートメーションと生産様式の移行
　─世界経済における中小零細企業の進化─

斎藤　正美（立教大学経済学部非常勤講師）

中国における「国営」と「民営」
　─20世紀中葉，国民政府下の経済構想─

浜口　允子（放送大学教授）

明治期の男子職業移動の実態
　─『満州紳士録』に基づくミクロ的考察─

小峰　和夫（日本大学生物資源科学部教授）

日本的生産システムの構造と意義
草原　光明（日本大学経済学部教授）

第31号（2001.9）
論　　文
リスク管理と情報開示

田中　建二（日本大学経済学部教授）

イギリスにおける財務業績報告の展開
佐藤　信彦（日本大学経済学部教授）

サービス経済化の進展と価値創造的労働
角田　　收（日本大学経済学部教授）

価値・価格理論とマルクス経済学の進化
大石　雄爾（駒澤大学経済学部教授）

利潤率低下法則と労働価値論
鈴木　　明（日本大学理工学部専任講師）
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複雑系経済学と産業組織論
　─IT革命とも関連して─

三宅　忠和（日本大学経済学部教授）

ロシアの市場経済化と法文化
栖原　　学（日本大学経済学部教授）

90年代の日本資本主義
　─労使関係の変貌─

長谷川義和（大月短期大学教授）

第32号（2002.3）
論　　文
中欧における体制転換プロセスの進捗度

池本　修一（日本大学経済学部教授）

ロシアの体制移行の進捗状況
　─投資不足の転換の可能性について─

高橋　　浩（（社）ロシア東欧貿易会・ロシア東欧経済研究所研究開発部次長）

ロシアにおける市場経済化の進捗度
　─財政・金融部門へのアプローチ─

杉浦　史和（元（財）国際金融情報センター研究員）

現代サービス経済論体系への序言
　─課題と方法─

斎藤　重雄（日本大学経済学部教授）

情報社会における「情報」の変化とその本質
姉歯　　暁（大妻女子大学社会情報学部助教授）

保険医療サービス論体系の構築に向けて
　─医療サービスの経済的評価を中心に─

長田　　浩（兵庫県立看護大学助教授）

サービス概念の検討
貝塚　　亨（日本大学大学院経済学研究科博士課程）

サービス生産物とその経済的性格について
櫛田　　豊（青森大学経営学部助教授）

「公共サービス」の拡大と老人福祉
佐藤　拓也（県立新潟女子短期大学専任講師）

中国の社区サービス経済モデルの変革
立石　昌広（長野県短期大学教養学科助教授）

中小企業政策の国際比較
　─分析方法と比較基準をめぐって─

福島　久一（日本大学経済学部教授）
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ベトナム経済発展と中小企業
小谷　紘司（（財）政治経済研究所研究主任）

マレーシアの中小企業政策
　─産業政策の視点から─

小林　世治（日本大学大学院グローバルビジネス研究科助教授）

台湾中小企業の柔軟性と支援政策
和田　耕治（（財）中小企業総合研究機構主任研究員）

オーストラリアにおける中小企業政策
草原　光明（日本大学経済学部教授）

サッチャー政権からブレア政権までの中小企業政策
岡田　浩一（明治大学経営学部助教授）

イタリアの中小企業政策と産地比較
　─地域自治体の支援政策を中心に─

八幡　一秀（中央大学経済学部教授）

ドイツにおける中小企業政策
平澤　克彦（日本大学商学部教授）

都市環境と地球環境の共生を求めて
　─開発と環境保全の相克から共生へ─

田中　啓一（日本大学経済学部教授）

北ヨーロッパの環境・資源政策：北欧を中心に，日本への教訓
丸尾　直美（日本大学理工学部教授）

環境共生社会への政策形成プロセス
　─揺れ動いた2005年日本国際博会場計画にみるその事例からの検証─

伊藤　達雄（名古屋産業大学学長）

Local Environmental Management and the Role of NPOs
熊田　禎宣（千葉商科大学教授）
Hari Srinivas（Urban Programme Officer, United Nations Environment Programmes）

Rural Poverty Alleviation through Large-scale Irrigation
Planning: Problem and Prospects of the Dalia Barrage Project,
Bangladesh

氷鉋揚四郎（筑波大学大学院生命環境科学研究科教授）
Md. Fakrul Islam（筑波大学大学院博士課程）

地球環境変化と経済発展
原沢　英夫（独立行政法人国立環境研究所社会環境システム研究
　　　　　　領域環境計画研究室室長）

Energy Limitations and Environmental Coexistence Policy
田中　正秀（筑波大学大学院非常勤講師）
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第33号（2003.3）
論　　文
汚染財貿易の環境への影響

本多　光雄（日本大学経済学部教授）

環境・資源問題の深刻化と経済倫理
加藤　義喜（日本大学名誉教授）

地域開発における貧困・資源管理の政策的課題と環境教育
　─多民族社会のマレーシア，サバ州を事例として─

上原　秀樹（日本大学生物資源科学部教授）

国際貿易とエコ・ラベリング
岩田　伸人（青山学院大学経営学部教授）

「世界自然遺産　白神山地」における森林環境保続について
高樋さち子（秋田大学教育文化学部助教授）

エコロジーと経済
小坂　国継（日本大学経済学部教授）

高レベル放射性廃棄物と倫理
　─未来世代への責任について─

小阪　康治（中村学園大学短期大学部教授）

社会倫理としての環境倫理
御子柴善之（早稲田大学文学部専任講師）

WTO加盟後の中国民営企業と民営金融機関
小島　淑男（日本大学経済学部教授）

中国の ｢移行経済｣ とWTO加盟
江頭　数馬（元日本大学商学部教授）

日本写真機工業の技術革新
　─1970-80年代を対象にして─

矢部　洋三（日本大学工学部教授）

日本カメラの品質向上と輸出検査
竹内淳一郎（産業学会会員）

90年代の産業構造と産業組織の変化
三宅　忠和（日本大学経済学部教授）

第34号（2004.3）
論　　文
日本の国際化・情報化が貿易に与える影響
　─国際貿易理論の新しい動きを考える─

本多　光雄（日本大学経済学部教授）
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ベンチャー企業の国際化
水野　　満（日本大学大学院グローバル・ビジネス研究科教授）

日本企業の信用リスク
黒沢　義孝（日本大学経済学部教授）

1990年代の生産性停滞の要因に関する考察
乾　　友彦（日本大学経済学部教授）

カメラメーカーの経営多角化について
　─旭光学工業（現ペンタックス）を中心として─

飯島　正義（高崎経済大学非常勤講師）

1970・80年代日本写真機工業における流通構造
貝塚　　亨（日本大学大学院経済学研究科博士後期課程）

キヤノンにおける社内研修制度の展開過程
木暮　雅夫（日本大学経済学部教授）

カメラメーカーの海外生産
　─1970年代のキヤノン，ペンタックスの事例を中心に─

沼田　　郷（駒澤大学大学院経済学研究科研究生）

光学機器産業における金融構造分析
　─資金調達及び資金使途の実態と特徴を中心に─

渡辺　広明（嘉悦大学短期大学部教授）

情報化時代の製造業におけるラインカンパニー制の研究
大場　允晶（日本大学経済学部教授）

製造情報戦略としてのニューラルカンパニー制の研究
若槻　　直（（株）コニカミノルタビジネスエキスパート調達センター担当課長）

第35号（2005.3）
論　　文
中欧諸国のEU加盟と日本企業の対欧州戦略へのインパクト

渡辺　博史（（社）ロシア東欧貿易会東欧部部長）

中欧諸国の体制転換プロセス
　─輸出主導型経済体制を構築したハンガリーの事例─

岡野　清志（（社）ロシア東欧貿易会東欧部次長）

Japanese investments in the Central and Eastern Europe
　─In the case of Czech Republic─

池本　修一（日本大学経済学部教授）

リバース・モーゲージ制度を活用した大都市及び地方都市の環境整備による経済効果分析
田中　啓一（日本大学経済学部教授）
丸尾　直美（元慶應義塾大学総合政策学部教授）
三橋　博巳（日本大学理工学部教授）
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田中　正秀（星陵大学経済学部助教授）
明野　斉史（朝日大学法学部非常勤講師）

収入に関する不確実性および費用に関する不確実性が設備投資に及ぼす影響
畠田　　敬（日本大学経済学部助教授）

確率的ボラティリティ変動モデル：分析法とモデルの発展
渡部　敏明（東京都立大学経済学部教授）

非対称確率的ボラティリティ・モデルによる日経225オプション価格の分析
三井　秀俊（日本大学経済学部専任講師）

第36号（2006.3）
論　文

Fiscal Policy, General Purpose Technologies, and Economic Growth
小林　信治（日本大学経済学部教授）

Regulation and Productivity
乾　　友彦（日本大学経済学部教授）

ITの経済分析
中西　泰夫（専修大学経済学部教授）

19世紀国際通貨会議の歴史的意義
野口　建彦（日本大学経済学部教授）

冷戦後の世界をどう認識すべきか
中尾　茂夫（明治学院大学経済学部教授）

アメリカの会計事務所とウォール街の利権に関する一考察
広瀬　　隆（文筆家）

リスク革命：リスクのない社会からリスク社会へ
黒沢　義孝（日本大学経済学部教授）

グローバリゼーションを背景とした新興市場への外資系銀行参入に関する考察
橋本　英俊（一橋大学大学院経済学研究科博士課程）

グローバル化時代における地域のセイフティネット構築
沼尾　波子（日本大学経済学部助教授）

ドイツ年金制度の変容
小梛　治宣（日本大学経済学部助教授）

東アジアの国際分業・産業集積に関する一考察
　─新国際分業への模索─

本多　光雄（日本大学経済学部教授）

中国各地における日本企業の立地動向
井尻　直彦（日本大学経済学部専任講師）
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貿易および直接投資の新しい経済地理学の観点からの分析
呉　　逸良（日本大学経済学部助教授）

発展途上国における経済発展と産業集積
　─中国の地域経済開発の事例を踏まえて─

陸　　亦群（日本大学通信教育部専任講師）

中国沿岸部における工業化と産業集積
　─初期条件が工業開発区の実績に及ぼす影響を中心として─

辻　　忠博（日本大学経済学部助教授）

第37号（2007.3）
論　　文
グローバリゼーションとナショナル・アイデンティティ
　─多文化主義社会におけるシティズンシップ─

金田　耕一（日本大学経済学部教授）

Globalization and Japanese Investment in the Czech Republic
池本　修一（日本大学経済学部教授）

Globalization and the Future of Work
小笠原祐子（日本大学経済学部教授）

グローバリゼーションと環境問題
根本志保子（日本大額経済学部専任講師）

Queues Random Arrival Acceptance Windows
大澤　秀雄（日本大学経済学部教授）

取引費用を伴うオプションの数値解析
中村　正彰（日本大学理工学部教授）

Mean Ruin Time for the Risk Reserve Process
土井　　誠（東海大学理学部教授）

1980年代後半期と1990年代の為替介入効果の比較分析
　─1980年代後半期の為替調整における公的介入：観測介入と口先介入の比較─

小巻　泰之（日本大学経済学部教授）
竹田　陽介（上智大学経済学部教授）

第38号（2008.3）
論　　文
わが国の公的年金制度へのマネジメントからの接近
　─その方法と視点─

今福　愛志（日本大学経済学部教授）

年金積立金の管理・運用主体におけるマネジメント問題
　─管理運用法人のアカウンタビリティ制度を踏まえて─

藤野　雅史（日本大学経済学部准教授）
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スウェーデンの自動均衡機能の日本への適用
小野　正昭（みずほ年金研究所研究理事）

基礎年金に関する史的考察
　─日独の基礎年金プランを中心として─

小梛　治宣（日本大学経済学部教授）

Public Pension Reform and Uncertainty
宮里　尚三（日本大学経済学部准教授）

グラビティモデルによるアメリカの航空輸送流動量の分析
井尻　直彦（日本大学経済学部准教授）

日本のLCC市場における競争分析：米国LCCの事例を参考に
村上　英樹（神戸大学大学院経営学研究科准教授）

アメリカの空港格付けの現状と格付け手法
黒沢　義孝（日本大学経済学部教授）

アメリカにおける空港債による資金調達
加藤　一誠（日本大学経済学部教授）

ARCH型モデルによる規制緩和・規制強化による金融市場の構造変化の検証法
三井　秀俊（日本大学経済学部准教授）

第39号（2009.3）
W. C. ミッチェルの集計的研究手法─G. ホジソンの所説の検討─

塚本　隆夫（日本大学経済学部教授）

労働者行動と賃金率の硬直性
　─公正賃金率仮説と行動経済学に基づくミクロ的基礎─

植木　恒幸（日本大学経済学部教授）

Thorstein Veblen's Critique of Irving Fisher's Economics 
齋藤　宏之（日本大学経済学部教授）

スラッファ体系への道程
藤井　盛夫（日本大学経済学部教授）

デジタル機器産業，デジタルコンテンツ産業と消費者の構造的関連性：
　消費者の保有する情報の私有化と共有化の選択に関する考察

有馬　守康（日本大学経済学部専任講師）

進化思想とヴェブレンの経済学構想
　─近年の諸研究に関するサーベイ─

石田　教子（日本大学経済学部助手）

マーシャルとイギリスの産業組織論の形成
三宅　忠和（日本大学経済学部教授）
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ソースタイン・ヴェブレンの本能論の展開
高橋　宏幸（日本大学大学院経済学研究科博士後期課程）

新シルクロード地域における「ビーズ型」開発戦略を通じた経済発展の可能性について
辻　　忠博（日本大学経済学部教授）

東アジア3国と中央アジアの関係
　─ユーラシアン・ランド・ブリッジへの模索─

本多　光雄（日本大学経済学部教授）

新シルクロードにおける「ビーズ型」都市形成およびそのプロセス
呉　　逸良（日本大学経済学部准教授）

中央アジアの海外直接投資の立地要因分析
井尻　直彦（日本大学経済学部准教授）

新シルクロードの地域経済発展と『ビーズ型』開発戦略
陸　　亦群（日本大学通信教育部准教授）

ボラティリティ変動モデルによるオプション評価の実証研究
三井　秀俊（日本大学経済学部准教授）

月次パネルデータを使用した日本とアメリカのコールオプション価格差の比較分析
竹内　明香（早稲田大学大学院商学研究科助教）

第40号（2010.3）
Optional Contracts with Cost Padding and Auditing

Shinji Kobayashi（日本大学経済学部教授）

調達契約と最適産業構造
大庭　繁美（日本大学大学院経済学研究科博士課程後期課程）

わが国乗用車産業における推測的変動の推定
竹中　康治（日本大学経済学部教授）

グローバル化が日本の地域の雇用にもたらす影響
乾　　友彦（日本大学経済学部教授/内閣府大臣官房統計委員会担当室）

資金調達と企業の生産性上昇：日本企業データによる実証分析
権　　赫旭（日本大学経済学部准教授）

債権者間の協調の失敗とクレジット・ランに関する理論的構造
豊福　建太（日本大学経済学部准教授）

森林･林業政策における国と地方自治体
石崎　涼子（森林総合研究所主任研究員）

自治体の独自課税を通じた森林保全の財源調達とその課題
　─「かながわ水源環境保全税」の事例を中心に─

沼尾　波子（日本大学経済学部教授）
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森林組合の森林・林業政策における役割と事業展開
都築　伸行（森林総合研究所主任研究員）

フィンランドにおける林業所得税制改革
山本　伸幸（森林総合研究所関西支所チーム長）

第41号（2011.3）
Network Externalities, Compatibility, and Product Differentiation

Shinji Kobayasi（日本大学経済学部教授）

The Study of Project Transfer Information to System Engineers:
　A Model Building

Yoshiki Nakamura（日本大学経済学部准教授）

情報システム開発における設計工程への標準化導入事例
大宮　　望（コミカミノルタ情報システム株式会社部長）

情報システムの保守工程におけるデータ分析
山本　久志（首都大学東京システムデザイン学部教授）

情報システム開発における標準化の発展
　─設計部品リポジトリを利用したシステム構築および応用―

丸山友希夫（社団法人バイオ産業情報化コンソーシアム特別研究職員）

中国のソフトウェア企業のオフショア開発を進めていくうえでの現状と課題
大場　允晶（日本大学経済学部教授）

ホルゴスは中国西部の深圳になるか
呉　　逸良（日本大学経済学部准教授）

新シルクロードにおけるコーカサス地域の役割
本多　光雄（日本大学経済学部教授）

中央アジアにおける経済発展の可能性
　─ダイナミック・キャッチアップ・モデルの観点から─

辻　　忠博（日本大学経済学部教授）

中国の国内航空輸送流動量の決定要因分
井尻　直彦（日本大学経済学部准教授）

東アジア新興国の経験とダイナミックキャッチアップ・モデル
陸　　亦群（日本大学通信教育部准教授）

中央アジア諸国の貿易構造と輸出決定要因分析
前野　高章（日本大学経済学部助手）

中国の小売業のグローバル化
　─対外開放の成果と展望─

曽根　康雄（日本大学経済学部准教授）
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日本企業の海外進出が国内親企業のパフォーマンスに与える影響
　─業種別、投資先国、投資タイプ別の分析─

乾　　友彦（内閣府経済社会総合研究所上席主任研究官/日本大学経済学部教授）

日米の産業別データによる労働生産性の国際比較分析
権　　赫旭（日本大学経済学部准教授）

流通業のアジア進出が現地に与える生産性効果への考察
　─ケーススタディを中心として─

横井のり枝（財団法人流通経済研究所研究員）

2　日本大学経済学部経済科学研究叢書

研究叢書1
　　　 『日本経済の資本蓄積過程』　　　阿部　喜三著
　　　　　　　　 （1981年刊　時潮社　A5　264頁　2,700円）

第1章　日本経済の現況
第2章　日本の国富と国民資産
第3章　経済成長と資本・資産
第4章　主要産業別にみた資本蓄積
第5章　今後の富国建設の方向（むすび）

 ─フローの時代からストックの時代へ─

研究叢書2
　　　 『日本経済の構造変化と課題　─人口・産業・経営をめぐって─』
　　　　　　　　　　　　　日本大学経済学部経済科学研究所編
　　　　　　　　　（1987年刊　多賀出版　A5　277頁　4,000円）

第1章　人口移動の新しい展開
　─日本における人口移動の構造変動─

黒田　俊夫（日本大学人口研究所名誉所長）
第2章　中小小売業の構造変化と今後の課題

渡会　重彦（中小企業リサーチセンター常務取締役）
第3章　トラック輸送産業の現状と課題

伊藤　博徳（日本大学経済学部教授）
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第4章　日本の持ち家比率：持ち家と借家の相対価格対人口学的要因
　　　　　─理論と実証─

瀬古　美喜（日本大学経済学部助教授）
第5章　地価上昇メカニズムと日本経済

沼田　　明（東京都衛生局長）
第6章　わが国における「労務管理現代化」の現状とその日本的特徴

森　　五郎（元日本大学経済学部教授）
第7章　インセンティブ・システムとしての日本型経営─その独自性と問題点─

丸尾　直美（中央大学経済学部教授）

研究叢書3
　　　 『制度派経済学』　　　佐々木　晃編著
　　　　　　　　（1991年刊　ミネルヴァ書房　A5　270頁　3,600円）

第一章　ヴェブレンと正統派経済学の伝統
　　　　─ローレンス・ネイバーズの所説をめぐって─

塚本　隆夫（日本大学経済学部助教授）
第二章　ヴェブレンの製作本能の概念

佐々木　晃（日本大学経済学部教授）
第三章　コモンズ経済学の基本的見地

佐々木　晃（日本大学経済学部教授）
第四章　ミッチェルの経済思想の生成
　　　　─アーブラハム・ヒルシュの所説に沿って─

塚本　隆夫（日本大学経済学部助教授）
第五章　ミッチェルの景気循環論

斎藤　宏之（日本大学経済学部専任講師）
第六章　ミッチェルとアダム・スミス経済理論

佐藤　光宣（帝京大学法学部専任講師）
第七章　ミッチェルの経済学展望
　　　　─経済学の過去・現在・未来─

佐々野謙治（九州産業大学商学部教授）
第八章　エアーズの制度経済学

高橋　　真（宮城県立河南高等学校教諭）

研究叢書4
　　　 『近代中国の経済と社会』　　　小島　淑男編著
　　　　　　　　（1993年刊　汲古書院　A5　213頁　3,000円）

第1章　上海織布局独占権の一考察
久保田　文次（日本女子大学文学部教授）

第2章　19世紀70・80年代における『申報』の江浙蚕糸業再建案について
鈴木　智夫（愛知学院大学文学部教授）

第3章　清末幣制論
　　　 ─湖南省の官銭局について─

中村　　義（二松学舎大学国際政治経済学部教授）
第4章　1910年の南洋勧業会と東南アジア華僑

小島　淑男（日本大学経済学部教授）
第5章　清末句容県の墾牧公司と農民暴動

小島　淑男（日本大学経済学部教授）
第6章　辛亥革命期蘇州府呉江県の農村絹織手工業

小島　淑男（日本大学経済学部教授）
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第7章　周学熙と農工銀行
　　　 ─民国初期の実業振興と財政政策─

浜口　允子（放送大学教授）
第8章　民国初期の旗地政策と華北農村
　　　 ─直隷省の場合─

末次　玲子（放送大学非常勤講師）
第9章　「満州」における炭礦労務管理体制─撫順炭礦労務管理成立史─

高綱　博文（日本大学通信教育学部助教授）

研究叢書5
　　　 『制度派経済学の展開』　　　佐々木　晃編著
　　　　　　　　（1994年刊　ミネルヴァ書房　A5　229頁　3,500円）

第一章　ヴェブレンと経済理論
　　　　─ダグラス F. ダウドの見解について─

佐々木　晃（日本大学経済学部教授）
第二章　ヴェブレンの資本概念
　　　　─論文「資本の性質─Ⅰ」をめぐって

佐藤　光宣（帝京大学法学部専任講師）
第三章　ヴェブレンの製作本能論の展開
　　　　─制度の発生学的研究へのアプローチ─

奥木　　巧（平方学園明和県央高等学校教諭）
第四章　ヴェブレンと重農主義
　　　　─ヴェブレンの「精霊論」批判を中心に─

塚本　隆夫（日本大学経済学部助教授）
第五章　ミッチェルとリカード経済学

佐々木　晃（日本大学経済学部教授）
第六章　ミッチェルとJ. S. ミル

斎藤　宏之（日本大学経済学部専任講師）
第七章　ガルブレイスの消費誘因分析

高橋　　真（東北学院大学非常勤講師）
第八章　ガルブレイスのパワー・エコノミックス

高橋　　真（東北学院大学非常勤講師）

研究叢書6
　　　 『産業集積と新しい国際分業』
　　　　　　　　 （2007年刊　文眞堂　A5　220頁　2,319円）

第一章　国際での分散と国内での集中―2国4地域モデルにおける産業集積の分析―
呉　　逸良（日本大学経済学部助教授）

第二章　発展途上国における経済開発の推移と産業集積
陸　　亦群（日本大学通信教育部助教授）

第三章　産業集積と地域経済開発戦略の展開
呉　　逸良（日本大学経済学部助教授）
陸　　亦群（日本大学通信教育部助教授）

第四章　日本・中国間貿易に見られる国際分業と産業集積に関する一考察
本多　光雄（日本大学経済学部教授）

第五章　日本企業の中国国内の立地決定要因分析
井尻　直彦（日本大学経済学部助教授）

第六章　産業集積と中国沿海部における工業化の展開
辻　　忠博（日本大学経済学部助教授）
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3　ワーキング・ペーパー

02-01　Real-TimeデータによるGDPギャップの推定の不確実性
小巻　泰之（日本大学経済学部助教授）

02-02　投資と不確実性について
畠田　　敬（日本大学経済学部専任講師）

02-03　How Do We Account for the Relationship between Investment and Uncertainty
畠田　　敬（日本大学経済学部専任講師）

02-04　収入に関する不確実性及び費用に関する不確実性が設備投資に及ぼす影響について
畠田　　敬（日本大学経済学部専任講師）

02-05　ロシアの工業生産指数：1860─1913年
栖原　　学（日本大学経済学部教授）

03-01　ロシアにおける工業製品価格：1927/28年，1955年，1997年
栖原　　学（日本大学経済学部教授）

03-02　Testing the Expectations from the Survey Data
小巻　泰之（日本大学経済学部教授）

04-01　Female Labor Participation Behavior in Japan: Theory and Evidence
乾　　友彦（日本大学経済学部教授）
古川　祐子（東京大学大学院経済学研究所）

04-02　Tra nsformation of Strategy and Structure of Japanese companies in the 1990s: theoretical analysis and 
a case study about Sony's structural change

西脇　暢子（日本大学経済学部専任講師）

04-03　日本におけるニュー・ケインジアン・フィリップス曲線の推定
竹田　陽介　（上智大学経済学部助教授）
小巻　泰之　（日本大学経済学部教授）
矢嶋　康次　（ニッセイ基礎研究所シニアエコノミスト）

05-01　金融政策の評価におけるデータ改訂の影響
小巻　泰之（日本大学経済学部教授）

05-02　帝政ロシア工業生産指数の推計：1860－1913年
栖原　　学（日本大学経済学部教授）

05-03　Russian Industrial Growth: An Estimation of a Production Index, 1860－1913
栖原　　学（日本大学経済学部教授）

06-01　ポラニーの知的遺産と二人のノーベル経済学賞受賞者のポラニー評価
野口　建彦（日本大学経済学部教授）

06-02　Taxing Multinationals: Global Tax Authority Plan
友原　章典（ニューヨーク市立大学経済学部助教授）
江上　　哲（日本大学経済学部教授）
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06-03　Empirical Study of Nikkei 225 Option with the Markov Switching GARCH Model
三井　秀俊（日本大学経済学部助教授）
里吉　清隆（東洋大学経営学部助教授）

07-01　ソ連工業生産指数の推計An Estimation of Production Indices for Soviet Industry
栖原　　学（日本大学経済学部教授）

07-02　Cournot均衡の動学的性質：成長率による調整過程
吉田　博之（日本大学経済学部准教授）

08-01　ソ連工業の部門別付加価値生産
栖原　　学（日本大学経済学部教授）

09-01　自発的公共財供給に関するシードマネーの効果
　　　：丸の内カフェを対象としたフィールド実験

中川　雅之（日本大学経済学部教授）
栗田　卓也（内閣総理大臣官邸参事官）

09-02　マンションの建替えインセンティブの実験経済による分析
中川　雅之（日本大学経済学部教授）
浅田　義之（日本大学経済学部教授）
山崎　福寿（上智大学経済学部教授）

09-03　自発的公共財供給の事前評価─手法の展望と適用─
中川　雅之（日本大学経済学部教授）

09-04　金融危機の実証分析：1920年代と1990年代
澤田　　充（日本大学経済学部准教授）

09-05　ソ連・ロシアにおける工業製品価格の変動
　　　 Changes in the Prices for Industrial Products in the Soviet Union and Russia

栖原　　学（日本大学経済学部教授）

09-06　The Pension Scheme for Establishing Post-welfare State in the Czech Republic
池本　修一（日本大学経済学部教授）

09-07　 専門職従業員の組織コミットメント─研究職と技術職の組織コミットメントの比較ならびに
パフォーマンスとの関係性

西脇　暢子（日本大学経済学部准教授）

10-01　Real-Timeデータによる景気転換点の推計─Date then Aggregate 及びAggregate then Date─
小巻　泰之（日本大学経済学部教授）

10-02　 Informal networking by professional accountants and its effect to their promotion: a network analysis 
used longitudinal data of one of the biggest accounting firms in Japan

西脇　暢子（日本大学経済学部准教授）

10-03　 金融政策におけるCPI基準改定の影響（リアルタイム分析）
小巻　泰之（日本大学経済学部教授）
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4　経科研レポート

1993年度より経済科学研究所研究会の講演を記録したものを『経科研レポート』として発行している。
『経科研レポート』に掲載されているタイトルと研究会のタイトルは同一のためそれぞれ，「研究会」
の各年度の最後に収録された号数を記している。

Ⅶ　受　　賞

商工組合中央金庫「出版賞」受賞
紀要第8号に掲載された内藤英憲教授の論文「スウェーデンにおける流通革命」に対し，商工組合
中央金庫第9回中小企業研究奨励賞が授与され，当研究所も出版賞を受けた。（1984年）
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Ⅷ　日本大学経済学部経済科学研究所規程
 昭和52年４月１日制定
 昭和54年７月６日改正
 平成19年１月19日改正
 平成19年４月１日施行
（名　　称）
第１条 　この研究所は，日本大学経済学部経済科学研究所（以下研究所という）と称し，経済学部（以

下学部という）に置く．

（目　　的）
第２条 　研究所は，経済学及びこれに関連する分野について広く調査研究を行い，もって学術の発展に

寄与することを目的とする．

（事　　業）
第３条　研究所は，前条の目的を達成するため，次の事業を行う．
　（1）経済学及びこれに関連する分野における学術研究
　（2）機関誌その他必要な出版物の刊行
　（3）研究会，講演会，公開講座等の開催
　（4）文献，資料，機器等の収集と整備
　（5）委託研究及び研究生の受入れ
　（6）その他研究所の目的達成に必要な事業

（部　　門）
第４条　研究所は，事業の遂行に必要があるときは，専門別の研究部門を設けることができる．

（構　　成）
第５条 　研究所に，所長及び所員を置き，必要に応じて，次長，研究補助員を置くことができる．

（所　　長）
第６条 　所長は，経済学部長（以下学部長という）をもって充てる．ただし，事情により所員のうちか

ら選任することができる．
　２　前項ただし書による所長は，学部専任教授のうちから学部長が推薦し，大学が任命する．
　３　前項に定める所長の任期は，１年とする．ただし，再任を妨げない．
　４　所長は，研究所を代表し，その業務を総括する．

（次　　長）
第７条　次長を置くときは，学部専任教授のうちから学部長が推薦し，大学が任命する．
　２　次長の任期は，１年とする．ただし，再任を妨げない．
　３ 　次長は，所長を補佐し，所長に事故あるときは，その職務を代理し，所長が欠けたときは，所長

の職務を代行する．

（所　　員）
第８条 　所員は，学部の専任の教授，准教授又は講師のうちから学部長の承認を得て，所長が任命する．
　２　所員の任期は，１年とする．ただし，再任を妨げない．
　３　所員は，所長の命を受け，研究その他研究所の業務を分担する．

（研究補助員）
第９条　研究補助員を置くときは，助教，助手のうちから学部長の承認を得て，所長が任命する．
　２　研究補助員は所長の命を受け，研究の補助に当たる．
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（嘱　　託）
第10条　研究所に，嘱託を置くことができる．
　２　嘱託は，学識経験者のうちから学部長の承認を得て，所長が委嘱する．
　３　嘱託の任期は，１年とする．ただし，再任を妨げない．
　４　嘱託は，所長から委嘱を受けた研究その他研究所の業務に従事する．

（顧　　問）
第11条　研究所に，顧問を置くことができる．
　２　顧問は，大学の承認を得て，所長が委嘱する．
　３　顧問の任期は，１年とする．ただし，再任を妨げない．

（運営委員会）
第12条　研究所に，運営委員会を置く．
　２　運営委員会は，所長，次長及び所員のうち所長の任命する者をもって構成する．
　３　運営委員会は，所長が招集し，その議長となる．

（運営委員会の審議事項）
第13条　運営委員会は，次の事項を審議する．
　（1）研究所の事業計画
　（2）委託研究及び共同研究
　（3）研究生の入所及び退所
　（4）研究所の予算及び決算
　（5）研究所規程の改廃
　（6）その他重要事項

（委 員 会）
第14条 　研究所は，その事業を行うため必要があるときは，編集委員会，専門委員会等各種の委員会を

設けることができる．

（経　　理）
第15条　研究所の経理は，学部の一般会計に属するものとする．
　２　補助金及び委託研究費その他の収入は，学部の会計を通じて受け入れなければならない．

（所　　管）
第16条 　研究所の事務は，研究事務課が所管する．

（監　　査）
第17条 　研究所の予算及び決算は，学部予算書及び決算書に記載し，それぞれ所定の監査を受けなけれ

ばならない．

（報告義務）
第18条 　所長は，毎年度末に，当年度における業務の経過並びに次年度における業務計画を，書面をもっ

て大学に報告しなければならない．

（研 究 生）
第19条　研究所は，研究生を受け入れることができる．
　２　研究生についての細則は，別に定める．

（改　　正）
第20条　この規程を改正するときは，学部教授会の意見を聴かなければならない．

付　　則
　この規程は，平成19年４月１日から施行する．
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I. Profiles

The Research Institute of Economic Science was established in 1944, towards the end of the Second World War, 
to stimulate and promote academic studies on and research activities in economics among the Institute’s members 
through such regular on-campus activities as research seminars, panel discussions and reading sessions; and to 
contribute to the development of economic science by conducting first-hand investigation into a variety of 
economic problems and making their results available to scholars and experts, both within and outside the 
University.

The Institute’s first director was Prof. Fumiaki Kure. During its initial year, the Institute's primary efforts were 
directed to the gathering of research books and data through donations as well as active purchases. Numerous 
books and periodicals were also acquired through an extensive, on-going data-exchange program under which 
complimentary copies of the Institute’s periodic journal, Keizai Shushi, distributed to university libraries, research 
institutions and centers throughout the nation. The massive research data, thus accumulated, was transferred to the 
Library of the College of Economics in February 1949, when Nihon University was reorganized under the newly 
instituted postwar education system.

The Institute’s first major postwar research work was done by Prof. Susumu Ide, whose translation of W. H. 
Beveridge's Full Employment in a Free Society (George Allen and Unwin, Ltd., London, 1944) was published in 
June 1951 (Jiyu Shakai ni okeru Kanzen Koyou). Since 1970, the Institute has been placing special emphasis on 
studies in economic theories and their active application to social realities, and toward that end, it actively  
sponsors comprehensiveand joint-research projects participated by scholars and experts from both outside and 
within the University. The results of these academic research projects are regularly published in the Institute’s 
periodic journal, Kiyo (Bulletin).

II. Directors

Fumiaki KURE April 1, 1944 － December 9, 1945

Hideshige MATSUBA December 10, 1945 － May 8, 1946

Teruo IIDA May 9, 1946 － September 30, 1947

Hideshige MATSUBA October 1, 1947 － October 30, 1948

Kamekichi OGATA November 1, 1948 － May 31, 1949

Takatoshi ODACHI June 1, 1949 － March 31, 1963

Kazuo YAMAGATA April 1, 1963 － November 30, 1967

Hiroshi YOSHIDA December 1, 1967 － March 31, 1970

Seizo OKAMOTO April 1, 1970 － May 31, 1972

Minoru TANAKA June 1, 1972 － March 31, 1977

Akira SASAKI April 1, 1977 － March 31, 1984

Hidenori NAITO April 1, 1984 － March 31, 1988

Yoshiki KATO April 1, 1988 － March 31, 1991

Toru HARA April 1, 1991 － March 31, 1994

Genzo YASYDA April 1, 1994 － March 31, 1997

Shosuke HONMA April 1, 1997 － March 31, 2002

Manabu SUHARA April 1, 2002 － March 31, 2004

Zenta NAKAJIMA April 1, 2004 － March 31, 2009

Taku YAMAMOTO April 1, 2009 － March 31, 2010

Hiroyuki SAITO April 1, 2010 － present
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III. Research Activities

(1) Collaborative Research

April 1974～March 1976
Post-1930's Wartime Economy in Japan: With Focus on the Wartime Controlled Economy

Takatoshi Kimura Professor, College of Economics, Nihon University
Yoshihiro Koga Lecturer, Japan Women's Junior College of Economics
Yozo Yabe Instructor, Correspondence Division, Nihon University

April 1975～March 1977
On the Interrelationship among Money, Output and Price Level: A Joint Study

Yasuo Nakayama Professor, College of Economics, Nihon University
Mitsuaki Katahira Lecturer, College of Commerce, Nihon University
Kisaburo Sekitani Research Assistant, College of Commerce, Nihon University
Noritoshi Fujimoto Assistant, College of Economics, Nihon University

April 1975～March 1977
Economic Research on Japan’s Cultural Climate: A Comprehensive Study of Subjectivity and Environmental 
Conditions

Takatsugu Nato Professor, College of Economics, Nihon University
Takashi Shokei Research Office, Chuo Koron
Sadahiko Koizumi Editorial Office, The Economist

April 1975～March 1976
Capital Accumulation Process of the National Economy of Japan: Structure and Analysis of the Wealth of Nation

Kizo Abe Professor, College of Economics, Nihon University
Tadashi Kusuda Chief, National Product Section, National Income Division,
 Institute of Economic Research, Economic Planning Agency
Kazuichi Ida Deputy Section Chief, Economics Statistics Section,
 Research and Survey Division, Prime Minister's office

April 1976～March 1978
Change and Trends in the Structure of the Social Economy: The Up-Grading of the Industrial Structure and the 
Development of an Information-Oriented Society

Kizo Abe Professor, College of Economics, Nihon University

Collaborative Study of the Changes in Japanese-Style Management and Industry
Takatsugu Nato Professor, College of Economics, Nihon University
Seiji Muromoto Associate Professor, College of Economics, Nihon University
Masafusa Miyashita Executive Director, Distribution System Development Center
Takayuki Osanai Instructor, Waseda Jitsugyo High School
Yoshinori Hayashi Editorial Writer, the Mainichi

A Study on Effects of Compositional Change of Population on Social and Economic Structure
Toshio Kuroda Professor, College of Economics, Nihon University
Keisuke Suzuki Professor, Faculty of Economics, Ryutsu Keizai University
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The Structure of the Reproduction in Japanese Capitalism in the 1920s
Takatoshi Kimura Professor, College of Economics, Nihon University
Mitsuaki Kusahara Lecturer, College of Economics, Nihon University
Yoshihiro Koga Lecturer, College of Science and Technology, Nihon University
Yozo Yabe Assistant Lecturer, College of Engineering, Nihon University

The Reconstruction of Agriculture and Food Problems in Japan
Tokuzo Matoba Professor, College of Economics, Nihon University
Kazunobu Okada Professor, College of Economics, Nihon University
Akira Baba Associate Professor, College of Agriculture and Veterinary Medicine, Nihon
 University
Masaru Naito Associate Professor, Japan Women’s Junior College of Economics

Multinationals and Their Accounting Problem
Hideo Otsuki Professor, College of Economics, Nihon University
Yukio Harada Associate Professor, College of Economics, Nihon University
Aishi Imafuku Associate Professor, College of Economics, Nihon University
Kenji Tanaka Assistant Lecturer, College of Economics, Nihon University

The Mechanism of the Rise in Land Prices and the Japanese Economy
Keiichi Tanaka Associate Professor, College of Economics, Nihon University
Masahiro Abe Lecturer (Part-time), Toyo University
Akira Numata Councilor, Policy Room, Tokyo Metropolitan Government
Munenori Hanawa Director, Central Taxation Office, Tokyo Metropolitan Government

City Management (Public Management) and the City Manager System
Shoichiro Kikuchi Professor, Department of Commerce and Economics, Junior College, Nihon
 University
Toshio Obuchi Professor, College of Law, Nihon University
Tomoji Ichinose Professor, College of Liberal Arts, International Christian University
Tatsuo Katagiri Secretary-General, Comprehensive Urban Planning Center

Reanalysis of the Economic Theory of the Transformation
Koichi Omiya Professor, College of Economics, Nihon University

April 1978～March 1979
A Study on Effects of Compositional Change of Population on Social and Economic Structure

Toshio Kuroda Professor, College of Economics, Nihon University
Keisuke Suzuki Professor, Faculty of Economics, Ryutsu Keizai University

The Structure of the Reproduction in Japanese Capitalism in the 1920s
Takatoshi Kimura Professor, College of Economics, Nihon University
Mitsuaki Kusahara Lecturer, College of Economics, Nihon University
Yoshihiro Koga Lecturer, College of Science and Technology, Nihon University
Yozo Yabe Assoistant Lecturer, College of Engineering, Nihon University

The Reconstruction of Agriculture and Food Problems in Japan
Tokuzo Matoba Professor, College of Economics, Nihon University
Kazunobu Okada Professor, College of Economics, Nihon University
Akira Baba Professor, College of Economics, Nihon University
Masaru Naito Lecturer, Japan Women’s Junior College of Economics
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Multinationals and Their Accounting Problem
Hideo Otsuki Professor, College of Economics, Nihon University
Yukio Harada Professor, College of Economics, Nihon University
Aishi Imafuku Associate Professor, College of Economics, Nihon University
Kenji Tanaka Lecturer, College of Economics, Nihon University

The Mechanism of the Rise in Land Prices and the Japanese Economy
Keiichi Tanaka Associate Professor, College of Economics, Nihon University
Masahiro Abe Lecturer (Part-time), Toyo University
Akira Numata Councilor, Policy Room, Tokyo Metropolitan Government
Munenori Hanawa Director, Central Taxation Office, Tokyo Metropolitan Government

City Management (Public Management) and the City Manager System
Shoichiro Kikuchi Professor, Department of Commerce and Economics, Junior College, Nihon
 University
Toshio Obuchi Professor, College of Law, Nihon University
Tomoji Ichinose Professor, College of Liberal Arts, International Christian University
Tatsuo Katagiri Secretary-General, Comprehensive Urban Planning Center

Reanalysis of the Economic Theory of the Transformation
Koichi Omiya Professor, College of Economics, Nihon University

Life-Economic Approach on Japanese Management and Industries
Takatsugu Nato Professor, College of Economics, Nihon University
Seiji Muromoto Associate Professor, College of Economics, Nihon University
Masafusa Miyashita Executive Director, Distribution System Development Center

April 1979～March 1981
An Interdisciplinary Approach to Public Corporations: Administration, Finance, Management and Accounting

Shoichiro Kikuchi Professor, College of Economics, Nihon University
Toshio Obuchi Professor, College of Law, Nihon University
Tomoji Ichinose Professor, College of Liberal Arts, International Christian University
Shusaku Yamaya Lecturer, Faculty of Economics, Toyo University
Yasuo Matsuyuki Associate Professor, Faculty of Technology, Tokyo University of Agriculture
 and Technology

April 1979～March 1982
Corporate and Industrial Social Accounting

Takatsugu Nato Professor, College of Economics, Nihon University
Seiji Muromoto Professor, College of Economics, Nihon University
Kiyoshi Aoyagi Associate Professor, College of Economics, Nihon University

City Finance (Particularly of Those Undergoing Rapid Population Growth) and the Problems of Revenue Source
Keiichi Tanaka Professor, College of Economics, Nihon University
Nobutake Yokota Associate Professor, Waseda University
Akira Numata Lecturer, Hitotsubashi University
Masahiro Abe Associate Professor, Mito Junior College
Haruo Hotta Councilor, National Association of City Mayors
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April 1980～March 1982
Research on Institutional Economics

Akira Sasaki Professor, College of Economics, Nihon University
Kenji Sasano Associate Professor, Daiichi University of Economics
Motoi Kanazashi Associate Professor, College of Commerce, Nihon University
Takao Tsukamoto Lecturer, College of Economics, Nihon University
Minoru Uchida Graduate Student, Graduate School of Economics, Nihon University

A Study of Accounting Information Systems
Yukio Harada Professor, College of Economics, Nihon University
Komei Nemoto Professor, Faculty of Commerce, Chuo University
Yasuo Kojima Associate Professor, Faculty of Commercial Science, Jobu University

April 1980～March 1983
Small and Medium-Sized Retailers: A Policy Proposal

Hidenori Naito Professor, College of Economics, Nihon University
Shigehiko Watarai Chief, Inquiry Section, People’s Finance Corporation
Nobuyuki Omori Professor, Faculty of Education, Tokyo Gakugei University
Masakazu Fukuda Associate Professor, College of Commerce, Nihon University
Akira Hiroe Graduate Student, Graduate School of Economics, Keio University

Japan’s Financial System and the Development of Financial Thought
Kazunobu Okada Professor, College of Economics, Nihon University
Yasuo Honma Lecturer, Chiba University of Commerce

Dynamic Analysis of Accounting Standards: Toward the Establishing of an Accounting Sociology
Aishi Imafuku Professor, College of Economics, Nihon University
Kenji Tanaka Lecturer, College of Economics, Nihon University
Jitsuo Kumano Certified Public Accountant
Tetsu Hosoda Lecturer, Faculty of Economics, Josai University
Kaoru Ishii Lecturer, Faculty of Humanities, Hirosaki University

April 1981～March 1983
The Public Sector and the Study of Administration, Finance and Accounting

Shoichiro Kikuchi Professor, College of Economics, Nihon University
Eiichi Uesugi Professor, College of Economics, Nihon University
Toshio Obuchi Professor, College of Law, Nihon University
Tomoji Ichinose Professor, College of Liberal Arts, International Christian University
Yasuo Matsuyuki Associate Professor, Faculty of Technology, Tokyo University of Agriculture
 and Technology

April 1981～March 1984
Research on the Recent Changes in Birth Rate in Japan

Naohiro Ogawa Associate Professor, College of Economics, Nihon University
Toshio Kuroda Former Professor, College of Economics, Nihon University
Kazumasa Kobayashi Professor, Population Research Institute, Nihon University
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Rapid Population Growth and the Problems of Revenue Source
Keiichi Tanaka Professor, College of Economics, Nihon University
Nobutake Yokota Associate Professor, Waseda University
Akira Numata Assistant Manager, Bureau of Sanitation, Tokyo Metropolitan Government
Masahiro Abe Associate Professor, Mito Junior College
Haruo Hotta Councilor, National Association of City Mayors
Munenori Hanawa Director, Personnel Commission, Tokyo Metropolitan Government

April 1982～March 1985
Modern Chinese Economy and Society

Yoshio Kojima Professor, College of Economics, Nihon University
Bunji Kubota Professor, Faculty of Humanities, Japan Women’s University
Yutaka Nozawa Professor, Faculty of Social Sciences and Humanities, Tokyo Metropolitan
 University
Tadashi Nakamura Professor, Faculty of Education, Tokyo Gakugei University
Nobuko Hamaguchi Lecturer (Part-time), Faculty of Letters and Education, Ochanomizu University
Tomoo Suzuki Professor, Faculty of Pharmaceutical Sciences, Gifu Pharmaceutical University
Hirofumi Takatsuna Assoistant Lecturer, Correspondence Division, Nihon University
Reiko Suetsugu Lecturer (Part-time), Faculty of Letters, Gakushuin University

Urban Problems in Japan
Miki Seko Lecturer, College of Economics, Nihon University
Kazumasa Kobayashi Professor, Population Research Institute, Nihon University
Machiko Watanabe Researcher, International Development Center

Research on Institutional Economics
Akira Sasaki Professor, College of Economics, Nihon University
Toshio Hayase Professor, School of Economics, Teikyo University
Motoi Kanazashi Professor, College of Commerce, Nihon University
Akira Naito Professor, College of Economics, Nihon University
Kenji Sasano Associate Professor, Daiichi University of Economics
Takao Tsukamoto Lecturer, College of Economics, Nihon University
Mitsunobu Sato Graduate Student, Graduate School of Economics, Nihon University

April 1982～March 1984
Study on the Underground Economy

Takatsugu Nato Professor, College of Economics, Nihon University
Tatsuya Yasukouchi Chief, Public Relations Department, Nikko Securities
Akira Takei Associate Professor, Takasaki City University of Economics
Takashi Hiroi Assistant, College of Economics, Nihon University

April 1983～March 1985
Japanese Economy in the Age of Global Economy: A Study on the Employment-Unemployment Structure in the 
Japanese Economy

Kenichi Furuya Professor, College of Economics, Nihon University
Michio Kawashima Associate Professor, College of Economics, Nihon University



91

April 1984～March 1986
An Analysis of Various Contemporary Urban Problems in a Period of Transition

Keiichi Tanaka Professor, College of Economics, Nihon University
Munenori Hanawa Director, Personnel Commission, Tokyo Metropolitan Government
Yoji Miyazaki Chief Researcher, Japan Systems Research Center
Ryoichi Hirose Chief Editor, Urban Planning Office, Yokohama Municipal Office
Naotake Togo Chief, Comprehensive Planning Department, Urban Planning Division, Tokyo
 Metropolitan Government
Sachiko Takahi Assoistant Lecturer, Mizuho Junior College
Nobuaki Kakumoto Graduate Student, Graduate School of Economics, Chuo University
Sumuko Miyazawa Graduate Student, Graduate School of Economics, Nihon University

April 1984～March 1987
Study on Plans to Develop Human Resources

Yukio Harada Professor, College of Economics, Nihon University
Takashi Suzuki Professor, College of Economics, Nihon University
Ryozo Murakami Chief Researcher, Sangyo Noritsu College
Hiroo Takahashi Head, Management Strategy Research Office, Business Research Association

A Bibliographic Study of Documents on the Development of the Utilization of Water
Akira Baba Professor, College of Economics, Nihon University
Nobuo Arai Professor, Takasaki City University of Economics
Hiroyasu Shimura Professor, Faculty of Agriculture, The University of Tokyo
Yoshihisa Terada Researcher, Japan Agronomical Association
Tadashi Sasamori Associate Professor, Aomori University
Masayoshi Iijima Graduate Student, Graduate School of Economics, Nihon University

April 1987～March 1989
Theoretical Systems of Veblen and Mitchell

Akira Sasaki Professor, College of Economics, Nihon University
Kenji Sasano Professor, Faculty of Commerce, Kyushu Sangyo University
Takao Tsukamoto Associate Professor, College of Economics, Nihon University
Mitsunobu Sato Lecturer, School of Law, Teikyo University
Hiroyuki Saito Assoistant Lecturer, College of Economics, Nihon University

April 1993～March 1995
The Effect of Assets Differentials on Housing Acquisition Behavior: Centered on the Latter Half of the 1980s

Miki Seko Professor, College of Economics, Nihon University
Kenichi Furuya Professor, College of Economics, Nihon University
Machiko Watanabe Associate Professor, Kaetsu Women’s Junior College
Hiroko Aiba Staff Researcher, Simulation Technology Department, Mitsubishi Research
 Institute, Inc.

A Study of Thorstein Veblen
Takao Tsukamoto Associate Professor, College of Economics, Nihon University
Akira Sasaki Professor Emeritus, Nihon University
Hiroyuki Saito Lecturer, College of Economics, Nihon University
Makoto Takahashi Instructor, Kanan High School, Miyagi Prefecture
Takumi Okugi Instructor, Meiwa Ken-o High School
Mitsunobu Sato Lecturer, School of Law, Teikyo University
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April 1995～March 1997
A Structural Analysis of Japan’s Economy in the 1990s

Michio Kawashima Professor, College of Economics, Nihon University
Mitsuaki Kusahara Professor, College of Economics, Nihon University
Tadakazu Miyake Professor, College of Economics, Nihon University
Shosuke Suhara Associate Professor, College of Economics, Nihon University
Yozo Yabe Associate Professor, College of Engineering, Nihon University
Yoshikazu Hasegawa Associate Professor, Otsuki Junior College
Hiroaki Watanabe Associate Professor, Kyoaigakuen Women’s Junior College

Economic Development and International Economic Order: Historical Evaluation and Today’s Problems from the 
Point of View of the Distribution of Resources

Yoshitaka Kurosawa Professor, College of Economics, Nihon University
Mitsuo Honda Professor, College of Economics, Nihon University
Naoyuki Honma Professor, College of Economics, Nihon University
Kazuo Yokokawa Professor, College of Economics, Nihon University

April 1997～March 1998
The Manchurian Incident: A Look into the Primary Causes of Its Outbreak

Takatoshi Kimura Professor, College of Economics, Nihon University
Kazunobu Okada Professor, College of Economics, Nihon University
Hirofumi Takatsuna Professor, Correspondence Division, Nihon University
Mitusaburo Kurokawa Professor, College of Law, Nihon University
Yukio Takeuchi Professor, College of Commerce, Nihon University
Kazuo Komine Professor, College of Bioresource Sciences, Nihon University
Shuko Yoshimi Lecturer (Part-time), College of Humanities and Sciences, Nihon University
Tokutake Sunaga Lecturer (Part-time), College of Economics, Nihon University
Hiroaki Watanabe Professor, Kyoaigakuen Women’s Junior College
Kunio Sue Associate Professor, Sano International Information Junior College

April 1997～March 1999
Research on Market Shifts

Manabu Suhara Professor, College of Economics, Nihon University
Shuichi Ikemoto Associate Professor, College of Economics, Nihon University
Tsuneaki Sato Emeritus Professor, Yokohama City University
Namiko Akitsu Former Lecturer (Part-time), College of Economics, Nihon University

April 1998～March 2000
The Evolution and Study of Economics

Tadakazu Miyake Professor, College of Economics, Nihon University
Takao Tsukamoto Associate Professor, College of Economics, Nihon University
Tuneyuki Ueki Associate Professor, College of Economics, Nihon University
Noritoshi Fujimoto Associate Professor, College of Economics, Nihon University
Yuya Oishi Professor, Faculty of Economics, Komazawa University
Takashi Kotani Chief Economist, Institute of Politics and Economy
Masami Saito Lecturer (Part-time), Faculty of Economics, Rikkyo University
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April 1999～March 2001
Environmentally Friendly Policies Adopted by Japan and Their International Influence in the 21st Century: A 
Study on Systems That Minimize and Ameliorate Conflict between Economic Growth and the Environment

Keiichi Tanaka Professor, College of Economics, Nihon University
Kiyoshi Aoyagi Professor, College of Economics, Nihon University
Nobuhiko Sato Professor, College of Economics, Nihon University
Naomi Maruo Professor, College of Science and Technology, Nihon University
Tatsuo Ito Professor, Department of Economics, Yokkaichi University
Hideo Harasawa Environmental Planning Section , Social and Environmental Systems Division,
 National Institute for Environmental Studies,
Yoshiro Higano Professor, Institute of Agricultural and Forest Engineering , University of Tsukuba
Masahide Tanaka Lecturer, Urban Economics, Nasu University
So Man Lecturer, Faculty of Economics, Otemon Gakuin University
Sadanobu Kumada Professor, Graduate School of Decision Science and Technology, Tokyo Institute  
 of Technology

April 2000～March 2002
China during the Economic Shift

Yoshio Kojima Professor, College of Economics, Nihon University
Kazuma Egashira Former Professor, College of Commerce, Nihon University

April 2001～March 2003
Line Company System Research in the Manufacturing Industry

Masaaki Ooba Associate Professor, College of Economics, Nihon University
Naoshi Wakatsuki Chief, Konica Corporation

April 2002～March 2004
Problems in the Process of Systemic Transformation in Central Europe

Shuichi Ikemoto Professor, College of Economics, Nihon University
Hiroshi Watanabe Japan Association for Trade with Russia & Central-Eastern Europe
Kiyoshi Okano Japan Association for Trade with Russia & Central-Eastern Europe

April 2003～March 2004 (A)
Analysis of the Economic Benefits of Infrastructure Development in Large and Regional Cities using Reverse 
Mortgaging

Keiichi Tanaka Professor, College of Economics, Nihon University
Hiromi Mitushashi Professor, College of Science and Technology, Nihon University
Naomi Maruo Former Professor, Keio University
Masahide Tanaka Associate Professor, College of Economics, Seiryo University
Tadafumi Akeno Lecturer (Part-time), College of Law, Asahi University

Frontiers of Financial Analysis
Hidetoshi Mitsui Lecturer, College of Economics, Nihon University
Takashi Hatakeda Lecturer, College of Economics, Nihon University
Toshiaki Watabe Professor, Faculty of Economics, Tokyo Metropolitan University
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April 2003～March 2005 (B)
A Combined Study of Trade, Foreign Investment, and Industrial Integration: A Theoretical and Substantive 
Analysis

Mituo Honda Professor, College of Economics, Nihon University
Tadahiro Tsuji Associate Professor, College of Economics, Nihon University
Naohiko Ijiri Lecturer, Shizuoka Eiwa Gakuin University
Yiliang Wu Lecturer (Part-time), College of Economics, Nihon University
Yigun Lu Lecturer (Part-time), College of Economics, Nihon University

April 2004～March 2006 (A)
Globalization and the Transformation of Political, Economic, and Social Systems

Koichi Kanada Professor, College of Economics, Nihon University
Shuichi Ikemoto Professor, College of Economics, Nihon University
Yuko Ogasawara Associate Professor, College of Economics, Nihon University
Shihoko Nemoto Lecturer, College of Economics, Nihon University

Analysis of Statistical Mathematics
Hideo Osawa Professor, College of Economics, Nihon University
Masaaki Nakamura Professor, College of Science and Technology, Nihon University
Makoto Doi Professor, Department of Mathematics, Tokai University

April 2004～March 2006 (B)
Analysis of the Bank of Japan’s Monetary Policy and the Effect of Currency Exchange Intervention

Yasuyuki Komaki Professor, College of Economics, Nihon University
Yosuke Takeda Associate Professor, Sophia University

April 2005～March 2007 (A)
Management Approaches to Public Pension Schemes in Japan: A Cross-country Comparative Analysis

Aishi Imafuku Professor, College of Economics, Nihon University
Harunobu Onagi Professor, College of Economics, Nihon University
Masafumi Fujino Lecturer, College of Economics, Nihon University
Naomi Miyazato Lecturer, College of Economics, Nihon University
Masaaki Ono Mizuho Pension Research Institute

Change in Industrial Structure in the United States following Regulatory Reform
Kazusei Kato Associate Professor, College of Economics, Nihon University
Yoshitaka Kurasawa Professor, College of Economics, Nihon University
Naohiko Ijiri Lecturer, College of Economics, Nihon University
Hidetoshi Mitsui Lecturer, College of Economics, Nihon University
Hideki Murakami Associate Professor, Graduate School of Business Administration, Kobe
 University

April 2006～March 2008 (A)
Evolution of Economics as Response to Economic Change

Takao Tsukamoto Professor, College of Economics, Nihon University
Noritoshi Fujimoto Professor, College of Economics, Nihon University
Tsuneyuki Ueki Professor, College of Economics, Nihon University
Hiroyuki Saito Professor, College of Economics, Nihon University
Tadakazu Miyake Professor, College of Economics, Nihon University
Morio Fujii Associate Professor, College of Economics, Nihon University
Moriyasu Arima Lecturer, College of Economics, Nihon University
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Noriko Ishida Assistanta Lecturer, College of Economics, Nihon University

Research on Economic Development and Industrial Agglomeration in China: Integrated and Interdisciplinary 
Perspectives from Development Economics, Spatial Economics and International Economics

Tadahiro Tshuji Associate Professor, College of Economics, Nihon University
Mitsuo Honda Professor, College of Economics, Nihon University
Wu Yiliang Associate Professor, College of Economics, Nihon University
Naohiko Ijiri Associate Professor, College of Economics, Nihon University
Yugun Riku Associate Professor, Correspondence Division, Nihon University

April 2006～March 2008 (B)
A Micro-Structural Analysis of the Japanese Stock Market

Hidetoshi Mitsui Associate Professor, College of Economics, Nihon University
Koji Sasaki Assistant fellow, The Japan Institute for Labor Policy and Training
Asuka Takeuchi Graduate Student, Hitotsubashi University

April 2007～March 2009 (A)
Policy Recommendations Regarding the Reconstruction of the Japanese Economic System and Empirical 
Analysis of the Stagnation and Structural Reforms of the Japanese Economy in the 1990s

Koji Takenaka Professor, College of Economics, Nihon University
Tomohiko Inui Professor, College of Economics, Nihon University
Kwon Hyeog Ug Lecturer, College of Economics, Nihon University
Kenta Toyofuku Lecturer, College of Economics, Nihon University

Research  on  the  Administrative  and  Financial  System  Concerning the Forest Management of Rural Districts
Namiko Numao Associate Professor, College of Economics, Nihon University
Nobuyuki Yamamoto Chief Researcher, Forestry and Forest Products Research Institute
Ryoko Ishizaki Researcher, Forestry and Forest Products Research Institute
Nobuyuki Tsuzuki Researcher, Forestry and Forest Products Research Institute

April 2007～March 2009 (B)
Economic Analysis of Contracts and Information

Shinji Kobayashi Professor, College of Economics, Nihon University
Shigemi Ohba Graduate Student, Graduate School of Economics, Nihon University

April 2008～March 2010 (A)
Determinants of Globalization in Retailing and its Impact on Productivity

Yasuo Sone Associate Professor, College of Economics, Nihon University
Tomohiko Inui Professor, College of Economics, Nihon University
Kwon Hyeog Ug Associate Professor, College of Economics, Nihon University
Norie Yokoi Researcher, The Distribution Economics Institute of Japan

Study of Standardization and Compatibility in Network Industry
Masaaki Ohba Professor, College of Economics, Nihon University
Shinji Kobayashi Professor, College of Economics, Nihon University
Yoshiki Nakamura Lecturer, College of Economics, Nihon University
Hisashi Yamamoto Associate Professor
Nozomu Ohmiya Chief, Konica Minolta Information System Corporation
Yukio Maruyama Researcher, Japan Biological Informatics Consortium
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April 2008～March 2010 (B)
A Study on Economic Development of New Silk Road

Yiliang Wu Associate Professor, College of Economics, Nihon University
Mitsuo Honda Professor, College of Economics, Nihon University
Tadahiro Tsuji Professor, College of Economics, Nihon University
Naohiko Ijiri Associate Professor, College of Economics, Nihon University
Yugun Riku Associate Professor, Correspondence Division , Nihon University
Takaaki Maeno Graduate Student, Graduate School of Economics Nihon University

April 2009～March 2011 (A)
The Global Deployment and the “return to Japan” of the Digital Photo Industry.

Masao Kogure Professor, College of Economics, Nihon University
Yozo Yabe Professor, College of Engineering, Nihon University
Junichirou Takeuchi None
Hiroaki Watanabe Professor, Kaetsu University
Masayoshi Iijima Part-time Lecturer, College of Economics, Nihon University
Tohru Kaizuka Part-time Lecturer, College of Economics, Nihon University
Satoshi Numata Part-time Lecturer, Komazawa University
Kazushi Nakamichi Full-time Lecturer, Faculty of Humanities and Economics National University 
 Corporation Kochi University

April 2009～March 2011 (B)
Contract and Restriction

Shinji Kobayashi Professor, College of Economics, Nihon University
Shigemi Ohba Graduate School of Economics, Nihon University

April 2010～March 2012 (A)
The present states and problems of macroeconomics

Sadao Kanaya Professor, College of Economics, Nihon University
Hiroyuki Yoshida Associate Professor, College of Economics, Nihon University
Yoshitaka Kurosawa Professor, College of Economics, Nihon University
Zenta Nakajima Professor, College of Economics, Nihon University
Tsuneyuki Ueki Researcher, The Distribution Economics Institute of Japan
Kenta Toyofuku Associate Professor, College of Economics, Nihon University
Mariko Yoshida Professor, College of Economics, Musashi University
Masahiro Ouchi Part-time Lecturer, College of Economics, Nihon University

April 2010～March 2012 (B)
Japan’s uniqueness in declining fertility and rapid aging, viewed from both micro and macro perspectives

Naohiro Ogawa Professor, College of Economics, Nihon University
Makoto Kondo Professor, Faculty of Economics, Kobe Gakuin University
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April 2011～March 2013 (A)
Japanese-Taiwanese Cross-Border Industrial Alliance in China's Production Dynamics

Osamu Kakuta Professor, College of Economics, Nihon University
Mitsuaki Kusahara Professor, College of Economics, Nihon University
Hisakazu Fukushima Professor, College of Economics, Nihon University
Koichi Okumura Part-time Lecturer, College of Economics, Nihon University
Kwak Yangchoon Professor, College of Economics, Rikkyo University
Shingo Ito Senior Economist, Research Department-Asia, Mizuho Research Institute Ltd.
Su, Hsien-yang Chung-Hua Institution for Economic Research Internatonal Division, Director
Li Shona Graduate Student, Graduate School of Economics Kanto Gakuin University

April 2011～March 2013 (B)
A Study of Post-Welfare State in EU

Kouichi Kanada Professor, College of Economics, Nihon University
Shuichi Ikemoto Professor, College of Economics, Nihon University

(2) Comprehensive Research

Starting in April 1984, the Institute began a series of comprehensive research projects under a unified theme. The 
initial series, scheduled for completion over a three-year period, was conducted under the theme, “Japanese 
Economy in the Era of Global Economy.”

April 1984～March 1987
(i) Unified Theme:
 Japanese Economy in the Era of Global Economy"

Research Study on the Structure of the Japanese Economy
Kenichi Furuya Professor, College of Economics, Nihon University
Michio Kawashima Associate Professor, College of Economics, Nihon University
Mamoru Suzuki Associate Professor, College of Economics, Nihon University
Takeomi Satoda Chief, Industry and Economic Section, Coordinating Division, Economic
 Planning Agency
Masaru Hagiwara Senior Researcher, Japan Research Center
Yoshio Sasajima Policy Information Division, The Ministry of Labor

Microelectronics and Small and Medium-Sized Businesses
Hidenori Naito Professor, College of Economics, Nihon University
Masakazu Fukuda Professor, College of Commerce, Nihon University
Ichiro Ota Professor, School of Economics, Teikyo University
Nobuyuki Omori Professor, Faculty of Education, Tokyo Gakugei University
Shigehiko Watarai Managing Director, Research Center on Small and Medium-Sized Businesses
Mitsuo Ikeda Head, General Office, Sendai Branch, People’s Finance Corporation
Akira Hiroe Associate Professor, Faculty of Commerce, Sapporo Gakuin University
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Japanese Economy and the Minimum-Wage System in the Era of Global Economy
Tomio Makino Professor, College of Economics, Nihon University
Ko Takahashi Professor, School of Business Administration, Meiji University
Fusao Shimoyama Professor, Faculty of Business Administration, Yokohama National University
Yonosuke Ogoshi Professor, Faculty of Economics, Kokugakuin University
Mitsuaki Kusahara Associate Professor, College of Economics, Nihon University
Heihachiro Kawabe Professor, Faculty of Economics, Tokyo Keizai University
Toshihiro Yamanaka Assoistant Lecturer, College of Commerce, Nihon University

April 1985～March 1987
Urban Problems in Japan and Abroad

Miki Seko Associate Professor, College of Economics, Nihon University
Hiroko Itozakura Staff Researcher, Simulation Technology Department, Mitsubishi Research
 Institute, Inc.
Machiko Watanabe Researcher, International Development Center

April 1986～March 1987
Postwar Technical Progress in the Japanese Economy

Shosuke Honma Professor, College of Economics, Nihon University
Akira Ohara Associate Professor, College of International Relations, Nihon University

April 1987～March 1990
(ii) Unified Theme:
 Functions of Policy Systems and Various Institutions in the Japanese Economy

Comprehensive Study on the System of Consumer’s-Life Policies
Kizo Abe Professor, College of Economics, Nihon University
Noritoshi Fujimoto Associate Professor, College of Economics, Nihon University
Takeomi Satoda Lecturer (Part-time), College of Economics, Nihon University

Urban Problems in Japan and Abroad
Miki Seko Associate Professor, College of Economics, Nihon University
Kenichi Furuya Professor, College of Economics, Nihon University
Hiroko Aiba Staff Researcher, Simulation Technology Department, Mitsubishi Research
 Institute, Inc.
Machiko Watanabe Lecturer, Kaetsu Women’s College

A Study on Commerce and the Service Industry in a Period of Transition
Hidenori Naito Professor, College of Economics, Nihon University
Kenichi Furuya Professor, College of Economics, Nihon University
Masakazu Fukuda Professor, College of Commerce, Nihon University
Ichiro Ota Professor, School of Economics, Teikyo University
Shigehiko Watarai Managing Director, Research Center on Small and Medium-Sized Businesses
Akira Hiroe Associate Professor, Faculty of Commerce, Sapporo Gakuin University

The Development of Information Systems and Telecommunication Networks and Those Impacts upon Industry
Yukio Harada Professor, College of Economics, Nihon University
Kizo Abe Professor, College of Economics, Nihon University
Minoru Sugaya Lecturer, Department of Business Management, Hakuoh University
Shigehiro Naoe Director, General Research Institute of Telecommunications



99

Structural Changes in the Japanese Economy and the Institutional Response
Kenichi Furuya Professor, College of Economics, Nihon University
Hironori Ito Professor, College of Economics, Nihon University
Akira Baba Professor, College of Economics, Nihon University
Naohiro Ogawa Professor, College of Economics, Nihon University
Motoki Takeuchi Professor, College of Economics, Nihon University
Hisakazu Fukushima Professor, College of Economics, Nihon University
Hideaki Sudo Associate Professor, College of Economics, Nihon University
Yoshiaki Nakamura Associate Professor, College of Economics, Nihon University
Tadakazu Miyake Associate Professor, College of Economics, Nihon University
Masao Kogure Associate Professor, College of Economics, Nihon University
Kazuhide Yahata Researcher, College of Commerce, Nihon University
Takao Komine Chief, Survey Section, Secretariat, Fair Trade Commission
Takafumi Kaneko Planner, Planning Division, Economic Planning Agency
Masaru Hagiwara Visiting Researcher, Nihon Research Center
Yoshio Sasajima Associate Professor, Faculty of Economics, Meiji Gakuin University

Liberalization of Foreign Exchanges
Mitsuo Honda Professor, College of Economics, Nihon University
Kenichi Furuya Professor, College of Economics, Nihon University
Hiroya Akiba Associate Professor, Faculty of Economics, Niigata University
Moriyoshi Nakajima Associate Professor, Faculty of Political Science and Economics, Takushoku
 University
Sachiko Takahi Lecturer, Mizuho Junior College

Postwar Technical Progress in the Japanese Economy
Shosuke Honma Professor, College of Economics, Nihon University
Tsuneyuki Ueki Lecturer, College of Economics, Nihon University
Takashi Obara Professor, College of International Relations, Nihon University

Functions of Policy Systems and Various Institutions in the Japanese Economy: With the Focus on Wage Policies
Tomio Makino Professor, College of Economics, Nihon University
Michio Kawashima Associate Professor, College of Economics, Nihon University
Mitsuaki Kusahara Associate Professor, College of Economics, Nihon University
Toshihiro Yamanaka Assoistant Lecturer, College of Commerce, Nihon University
Ko Takahashi Professor, School of Business Administration, Meiji University
Fusao Shimoyama Professor, Faculty of Economics, Kyushu University
Heihachiro Kawabe Professor, Faculty of Economics, Tokyo Keizai University
Yonosuke Ogoshi Professor, Faculty of Economics, Kokugakuin University
Takashi Hiranuma Assistant Professor, School of Business Administration, Meiji University
Tsuneo Shiina Chief Researcher, Kanagawa General Scientific Research Center

April 1990～March 1993
(iii) Unified Theme:
  The Breakdown and Restructuring of the 20th Century System: Changes of Global Economy and 

Japan’s Response
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Historical Structure of the Global Economy System
Takehiko Noguchi Professor, College of Economics, Nihon University
Setsujiro Irie Professor, College of Economics, Nihon University
Motoo Haruta Professor, College of Economics, Nihon University
Naoyuki Honma Associate Professor, College of Economics, Nihon University

Development Structure of the Asia-Pacific Region and the International Division of Labor
Mitsuo Honda Professor, College of Economics, Nihon University
Yoshiki Kato Professor, College of Economics, Nihon University
Naoyuki Honma Associate Professor, College of Economics, Nihon University
Hiroya Akiba Professor, Faculty of Economics, Niigata University

Economic Development and Economic Thought in Modern China
Yoshio Kojima Professor, College of Economics, Nihon University
Shigeki Somitsu Associate Professor, College of Economics, Nihon University
Hirofumi Takatsuna Lecturer, Correspondence Division, Nihon University
Yoshikazu Katakura Instructor, Nihon University Buzan Girls’ High School
Hiromitsu Tsukui Former Lecturer (Part-time), Hirosaki University

American Capitalism and the Institutional School
Akira Sasaki Professor, College of Economics, Nihon University
Takao Tsukamoto Associate Professor, College of Economics, Nihon University
Mitsunobu Sato Lecturer, School of Law, Teikyo University
Shin Takahashi Instructor, Kanan High School, Miyazaki Prefecture

Changes in the Quality of the American Economic Society and Economic Performance
Motoo Haruta Professor, College of Economics, Nihon University
Takao Sasaki Professor, Faculty of Economics, Hosei University

The Progress of EC Economic Unification: Its Impacts and Significance
Yoshiki Kato Professor, College of Economics, Nihon University
Hironori Ito Professor, College of Economics, Nihon University
Akira Baba Professor, College of Economics, Nihon University
Norio Matsumura Professor, College of Economics, Nihon University
Hiroshi Iwade Professor, College of Economics, Nihon University
Koichi Endo Professor, College of Agriculture and Veterinary Medicine, Nihon University
Masao Kogure Associate Professor, College of Economics, Nihon University
Harunobu Onagi Lecturer, College of Economics, Nihon University
Kazuhiko Tamura Assoistant Lecturer, College of Economics, Nihon University

Transformation in the Soviet-East European Economies and New Developments in the Economic Relations between 
East and West Europe

Tsuneaki Sato Professor, College of Economics, Nihon University
Manabu Suhara Associate Professor, College of Economics, Nihon University
Akio Nomura Professor, Faculty of Economics, Tokyo Keizai University

Industrial Transformation in Non-EC Western Europe
Hidenori Naito Professor, College of Economics, Nihon University
Ichiro Ota Professor, School of Economics, Teikyo University
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The Japanese System: Perspectives and Adaptability
Kenichi Furuya Professor, College of Economics, Nihon University
Motoki Takeuchi Professor, College of Economics, Nihon University
Kizo Abe Professor, College of Economics, Nihon University
Takatoshi Kimura Professor, College of Economics, Nihon University
Fumio Sugimoto Professor, College of Economics, Nihon University
Akira Baba Professor, College of Economics, Nihon University
Norio Matsumura Professor, College of Economics, Nihon University
Hiroshi Iwade Professor, College of Economics, Nihon University
Masao Takahashi Professor, College of Agriculture and Veterinary Medicine, Nihon University
Hiroaki Watanabe Associate Professor, Kyoaigakuen Women’s Junior College

Qualitative Changes in the World Economy and Japan’s Response: With Focus on Labor Policies
Tomio Makino Professor, College of Economics, Nihon University
Michio Kawashima Professor, College of Economics, Nihon University
Mitsuaki Kusahara Associate Professor, College of Economics, Nihon University
Toshihiro Yamanaka Lecturer, College of Commerce, Nihon University
Ko Takahashi Professor, School of Business Administration, Meiji University
Fusao Shimoyama Professor, Faculty of Economics, Kyushu University
Heihachiro Kawabe Professor, Faculty of Economics, Tokyo Keizai University
Yonosuke Ogoshi Professor, Faculty of Economics, Kokugakuin University
Takashi Hiranuma Associate Professor, School of Business Administration, Meiji University
Tsuneo Shiina Chief Researcher, Kanagawa General Scientific Research Institute
Takao Furuya Chief, Survey Department, National Trade Union of Metal and Engineering
 Workers

Changing in the Industrial Structure and the Role of Government: Centered on the Improvement of the Social 
Infrastructure (Including Housing)

Miki Seko Professor, College of Economics, Nihon University
Kenichi Furuya Professor, College of Economics, Nihon University
Hiroko Aiba Staff Researcher, Simulation Technology Department, Mitsubishi Research
 Institute, Inc.
Machiko Watanabe Lecturer, Kaetsu Women’s College

April 1993～March 1996
(iv) Unified Theme:
 Structural Changes and Reorganization of the Contemporary Economic System

Economic Frictions and the International Order: Pax Americana and the Regional Economic Area of Japan, 
South Korea and China

Osamu Kakuta Associate Professor, College of Economics, Nihon University
Hisakazu Fukushima Professor, College of Economics, Nihon University
Tadakazu Miyake Professor, College of Economics, Nihon University
Yoshiaki Nakamura Associate Professor, College of Economics, Nihon University
Koichi Okumura Professor, College of Economics, Kanto Gakuin University
Hideo Kobayashi Professor, Faculty of Economics, Komazawa University
Takabumi Hayashi Professor, College of Economics, Rikkyo University
Yangchoon Kwak Lecturer, College of Economics, Rikkyo University
Koichi Okada Lecturer, School of Business Administration, Meiji University
Yahiro Unno Professor, Faculty of Economics, Kanazawa University
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Disequilibrium Analysis in a Market Economy
Yasuo Nakayama Professor, College of Economics, Nihon University
Noritoshi Fujimoto Associate Professor, College of Economics, Nihon University
Hirotaka Kitamura Associate Professor, College of Economics, Nihon University
Tsuneyuki Ueki Associate Professor, College of Economics, Nihon University
Soji Okamura Professor, Faculty of Economics, Daito Bunka University
Takashi Yagi Lecturer, Faculty of Social and Information Studies, Gunma University
Masato Makino Lecturer, Fuji Junior College

The Impacts of Working-Hours Curtailment on the Japanese Economy
Tomio Makino Professor, College of Economics, Nihon University
Michio Kawashima Professor, College of Economics, Nihon University
Mitsuaki Kusahara Professor, College of Economics, Nihon University
Toshihiro Yamanaka Lecturer, College of Commerce, Nihon University
Fusao Shimoyama Professor, Faculty of Economics, Kyushu University
Heihachiro Kawabe Professor, Faculty of Economics, Tokyo Keizai University
Yonosuke Ogoshi Professor, Faculty of Economics, Kokugakuin University
Takashi Hiranuma Associate Professor, School of Business Administration, Meiji Univerisity
Takao Furuya Senior Researcher, Research Department, National Trade Union of Metal and
 Engineering Workers
Rei Seiyama Lecturer, Department of Humanities, Kochi University
Ko Takahashi Professor, School of Business Administration, Meiji University

Market Economy and Planned Economy
Yoshio Kojima Professor, College of Economics, Nihon University
Toru Hara Professor, College of Economics, Nihon University
Motoo Haruta Professor, College of Economics, Nihon University
Toshio Kikuchi Professor, College of Economics, Nihon University
Shigeo Saito Professor, College of Economics, Nihon University
Kazuma Egashira Professor, College of Commerce, Nihon University
Yutaka Takakubo Assoistant Lecturer, College of Commerce, Nihon University
Nobuko Hamaguchi Professor, The University of the Air
Akira Miyoshi Lecturer (Part-time), Yokohama National University
Masahiro Tateishi Associate Professor, Liberal Arts Course, Nagano Prefectural College

April 1996～March 1999
(v) Unified Theme:
 Contemporary Economic Structural Changes and the 21st Century

An International Comparison of Corporate Governance and Disclosure:
A Reexamination of the Ideal Corporation in the 21st Century

Aishi Imakufu Professor, College of Economics, Nihon University
Kenji Tanaka Professor, College of Economics, Nihon University
Nobuhiko Sato Professor, College of Economics, Nihon University
Hiroji Takao Professor, University Faculty of Economics, Osaka University
Atsuo Mukoyama Associate Professor, Faculty of Business, Osaka City University
Osamu Furusho Associate Professor, Asia University Junior College
Masanori Yamazaki Associate Professor, Faculty of Economics, Daito Bunka University
Yumiko Miwa Lecturer, School of Commerce, Meiji University
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Theoretical and Actual Research in the Service Industry (3rd Largest in the Nation) in Present-Day Japan:
Linking Contemporary Economic Structural Transformations to the 21st Century

Shigeo Saito Professor, College of Economics, Nihon University
Osamu Kakuta Professor, College of Economics, Nihon University
Aki Aneha Associate Professor, Niigata women’s College
Hiroshi Osada Associate Professor, College of Nursing Art and Science, Hyogo
Yutaka Kushida Associate Professor, Faculty of Business Administration, Aomori University
Masahiro Tateishi Associate Professor, Liberal Arts Course, Nagano Prefectural College

Mid-range, Small and Extremely Small Enterprises
Hisakazu Fukushima Professor, College of Economics, Nihon University
Mituaki Kusahara Professor, College of Economics, Nihon University
Koji Kotani Research Institute of Small Commerce and Industry
Kazuhide Yahata Associate Professor, School of Business, Sakushingakuin University
Koichi Okada Associate Professor, School of Business Administration, Meiji University
Katsufumi Osawa Lecturer, Kushiro Public University of Economics

The Chinese Economy and Societal Transformations During the Changeover
Yoshio Kojima Professor, College of Economics, Nihon University
Iwao Muramatsu Professor, College of Economics, Nihon University
Mitsuo Honda Professor, College of Economics, Nihon University
Yutaka Takakubo Associate Professor, College of Commerce, Nihon University
Kazuma Egashira Former Professor, College of Commerce, Nihon University
Mitsuko Hamaguchi Professor, The University of The Air
Masahiro Tateishi Associate Professor, Liberal Arts Course Nagano Prefectural College

April 1999～March 2001
(vi) Unified Theme:
 21st Century Japan-Building a Global Economy

Constructing a Service Theory System
Shigeo Saito Professor, College of Economics, Nihon University
Aki Aneha Associate Professor, Niigata Women’s College
Hiroshi Osada Associate Professor, College of Nursing art and Science, Hyogo
Yutaka Kushida Associate Professor, Faculty of Business Administration, Aomori University
Masahiro Tateishi Associate Professor, Liberal Arts Course, Nagano Prefectural College
Takuya Sato Graduate Student, Graduate School of Economics, Chuo University

International Comparison of Policies of The United Smal and Medium-Sized Businesses: States and Europe  
versus East Asia

Hisakazu Fukushima Professor, College of Economics, Nihon University
Mitsuaki Kusahara Professor, College of Economics, Nihon University
Koichi Okada Associate Professor, School of Business Administration, Meiji University
Koji Kotani Researcher, Research Institute of Small Commerce and Industry
Kazuhide Yahata Associate Professor, School of Business, Sakushingakuin University
Katsuhiko Hirasawa Associate Professor, College of Commerce, Nihon University
Koji Wada Researcher, Japan Small Business Research Institute
Seiji Kobayashi Associate Professor, Graduate School of Business, Nihon University
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April 1999～March 2002
The Environment and Economic Ethics in the 21st Century

Mitsuo Honda Professor, College of Economics, Nihon University
Yoshiki Kato Professor, College of Economics, Nihon University
Kunitsugu Kosaka Professor, College of Economics, Nihon University
Hideki Uehara Professor, College of Bioresource Sciences, Nihon University Nihon University
Nobuto Iwata Professor, College of Business Administration, Aoyama Gakuin University
Sachiko Takahi Associate Professor, Akita University
Yasuharu Kosaka Associate Professor, Nakamura Gakuen Junior College
Yoshiyuki Mikoshiba Lecturer, Waseda University

A Study on Progress Made in the Transformation of Economic Structures in Central Europe and Russia
Shuichi Ikemoto Professor, College of Economics, Nihon University
Hiroshi Takahashi Senior Research Fellow & General Manager, (Institute of International Affairs
 and Economies) Japan Trade and Investment Insurance Organization
Fumikazu Sugiura Economist, Japan Center for International Finance

April 2001～March 2003
(vii) Unified Theme:
 Economy and Society in the age of Globalization and Information Technology

The Internationalization and Digitalization of the Japanese Economy, and the Responses of Japanese 
Corporations

Yoshitaka Kurosawa Professor, College of Economics, Nihon University
Mitsuo Honda Professor, College of Economics, Nihon University
Mitsuru Mizuno Associate Professor, Graduate School of Business, Nihon University
Tomohiko Inui Associate Professor, College of Economics, Nihon University

An Economic Analysis of the Optic Technology Industry Underlying the IT Revolution-Diversification and 
Internationalization in the Camera Industry

Masao Kogure Professor, College of Economics, Nihon University
Yozo Yabe Professor, College of Engineering, Nihon University
Hiroaki Watanabe Professor, Maebashi Kyoai Gakuen College
Masayoshi Iijima Associate Professor, Kiryu Junior College
Junichiro Takeuchi Member, Sangyo Gakkai
Tohru Kaizuka Graduate Student, Nihon University
Satoshi Numata Graduate Student, Komazawa University

April 2002～March 2005
(viii) Unified Theme:
 Current Economic Dynamis and Surrounding Issues

Growth, Employment Structure and Information Technology in the Japanese Economy
An Analysis of Economic Growth, Employment, and Implementation of Information Technology in Japan

Shinji Kobayashi Professor, College of Economics, Nihon University
Tomohiko Inui Professor, College of Economics, Nihon University
Yasuo Nakanishi Professor, Department of Economics, Sensyu University
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Current Economic Dynamism and Surrounding Issues
Takehiko Noguchi Professor, College of Economics, Nihon University
Yoshitaka Kurosawa Professor, College of Economics, Nihon University
Harunobu Onagi Professor, College of Economics, Nihon University
Namiko Numao Associate Professor, College of Economics, Nihon University
Hidetoshi Hashimoto Graduate Student, Hitotsubashi University
Shigeo Nakao Professor, Meijigakuin University
Takashi Hirose Journalist

(3) Individual Research

April 1977～March 1978
Evolutionary Economics: Centered on the Views of David Hamilton

Takao Tsukamoto Assoistant Lecturer, College of Economics, Nihon University

Institutional Economics and Jeremy Bentham
Akira Sasaki Professor, College of Economics, Nihon University

April 1977～March 1979
Present Conditions and the Tasks Confronting Japan’s Trucking Business

Hironori Ito Professor, College of Economics, Nihon University

A Study of the International Oil Industry
Motoki Takeuchi Professor, College of Economics, Nihon University

Econometrics Analysis of Consumer Behavior
Shuzo Abe Associate Professor, College of Economics, Nihon University

Basic Principles of Intra-enterprise Welfare
Toshiyuki Takasu Professor, College of Economics, Nihon University

A Study on the Management Aspects of Statistics
Mitsuomi Tsutsumi Professor, College of Economics, Nihon University

Systematizing Theories of Business Administration
Itsuo Ishiyama Professor, College of Economics, Nihon University

The Theory of Optimum Growth
Shosuke Honma Associate Professor, College of Economics, Nihon University

April 1978～March 1979
A Study of Theoretical Economics: Especially Mathematical Economics, Dynamic General Theory of Equilibrium 
and Monetary Theories

Miki Seko Assoistant Lecturer, College of Economics, Nihon University

April 1978～March 1980
A Study of Revenue Sharing in the United States

Eiichi Uesugi Professor, College of Economics, Nihon University



106

The Subject Matter and Methods in the Study of Labor Problems
Tomio Makino Professor, College of Economics, Nihon University

A Comparative-Empirical Analytical Study of Japanese and American Financial Strategies
Shin Hishinuma Assistant, College of Economics, Nihon University

New Trends in the Development of Auditing Theories: Task and Perspectives
Kiyoshi Aoyagi Associate Professor, College of Economics, Nihon University

April 1979～March 1980
A Concrete Study of the Current Condition and Perspectives of Labor Management in Contemporary Japan

Goro Mori Professor, College of Economics, Nihon University

A Study of the Principles of Accounting in the United States
Kenji Tanaka Lecturer, College of Economics, Nihon University

Veblen and Orthodox Economic Study: Centered on the Views of Lawrence Nabers
Takao Tsukamoto Assoistant Lecturer, College of Economics, Nihon University

A Study on Theoretical Economics and Econometrics: Renewable and Nonrenewable Resources
Miki Seko Assoistant Lecturer, College of Economics, Nihon University

April 1979～March 1981
Household Economy and Social Security

Toshiyuki Takasu Professor, College of Economics, Nihon University

A Study of International Automobile Companies
Motoki Takeuchi Professor, College of Economics, Nihon University
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IV. Public Research Meetings

The Institute’s research and educational activities are further enhanced by the holding of public lectures and
research meetings. The themes for presentations given at these meetings and the names of their presenters are
listed below.

No. 1  (January 12, 1974)
The Oil Shock and the Course of Japan’s Economy

Kunio Miyamoto Manufacturing Planning Chief, Integrates Planning Division, Economic
 Planning Agency

No.2  (October 24, 1974)
Looking at the World and Japan on Population Problems

Toshio Kuroda Director, Population Research Center, Ministry of Health and Welfare

No.3  (November 28, 1974)
Concerning the Revising of the Anti-Trust Law

Akira Shoda Professor, Institute of Industrial Research, Keio University

No.4  (July 10, 1975)
The World Food Problems of Japan

Keizo Mochida Chief, International Research Section, Agricultural Research Center, Ministry
 of Forestry and Agriculture

No.5  (November 13, 1975)
The Reorganization of the World Market and Recession

Saiichi Miyazaki Professor, Faculty of Economics, Chuo University

No.6  (June 24, 1976)
Outline of a Computer System

Bumpei Ota Professor, College of Economics, Nihon University

No.7  (November 12, 1976)
Local Public Finance: The Urgent Problems of Big-City Finance

Tokue Shibata Director, Pollution Research Institute, Tokyo Metropolitan Government

No.8  (June 30, 1977)
A Study of the Impact of Changes in the Population Structure on the Socioeconomic Structure

Keisuke Suzuki Professor, Faculty of Economics, Ryutsu Keizai University

No.9  (June 30, 1977)
The States of a Japanese Economy in Recent Period of Transition and the 1920s

Takatoshi Kimura Professor, College of Economics, Nihon University

No.10  (December 6, 1977)
Japanese Agriculture and the Restructuring of the Food Problem

Tokuzo Matoba Professor, College of Economics, Nihon University
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No.11  (December 13, 1977)
A Study on the Relationship between Money, Production and Prices

Yasuo Nakayama Professor, College of Economics, Nihon University
Mitsuaki Katahira Lecturer, College of Commerce, Nihon University
Kisaburo Sekiya Assoistant Lecturer, College of Commerce, Nihon University
Noritoshi Fujimoto Assoistant Lecturer, College of Economics, Nihon University

No.12  (December 13, 1977)
On Phelps’ “Golden Age”

Shosuke Honma Associate Professor, College of Economics, Nihon University

No.13-No.15 (July 16, 1979)
The series of public lectures and research meeting for the fiscal year 1979 were presented as part of the first 
symposium held in July 16 of that year.

No.16  (December 18, 1979)
Japanese Agriculture and the Restructuring of the Food Problem (The Second Interim Report)

Tokuzo Matoba Professor, College of Economics, Nihon University

No.17  (March 20, 1981)
Dynamic Analysis of Accounting Standards

Aishi Imafuku Associate Professor, College of Economics, Nihon University
Kenji Tanaka Lecturer, College of Economics, Nihon University

No.18  (March 20, 1981)
Policy Proposal Regarding Small and Medium-Sized Retailers

Akira Hiroe Graduate Student, Graduate School of Economics, Keio University

No.19  (June 18, 1981)
On Defining the Concept of “Labor Problem”: A Critique of the Views of Professors Kazuo Okochi and Goro Mori

Tomio Makino Professor, College of Economics, Nihon University

No.20  (November 19, 1981)
Thorstein Veblen’s Social Psychology: Concerning the Views of Allan G. Gruchy

Minoru Uchida Graduate Student, Graduate School of Economics, Nihon University

No.21  (November 19, 1981)
Veblen and Darwinism: Veblen’s Critique of Adam Smith

Takao Tsukamoto Lecturer, College of Economics, Nihon University

No.22  (December 11, 1982)
Thorstein Veblen’s Theory of Instinct

Minoru Uchida Graduate Student, Graduate School of Economics, Nihon University

No.23  (December 11, 1982)
Thorstein Veblen’s Critique of J. B. Clark’s Economic Theory

Mitsunobu Sato Graduate Student, Graduate School of Economics, Nihon University

No.24  (December 11, 1982)
The Background of Veblen’s Thought

Akira Sasaki Professor, College of Economics, Nihon University
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No.25  (December 10, 1983)
Thorstein Veblen’s Critique of Fisher’s Economic Theory

Mitsunobu Sato Graduate Student, Graduate School of Economics, Nihon University

No.26  (December 10, 1983)
J. R. Commons and Pragmatism

Akira Sasaki Professor, College of Economics, Nihon University

No.27  (November 24, 1984)
A Study of the Underground Economy

Takatsugu Nato Professor, College of Economics, Nihon University
Tatsuya Yasukochi Manager, Public Relations Department, Nikko Securities
Akira Takei Associate Professor, Takasaki City University of Economics

No.28  (November 24, 1984)
Various Problems of the Income Structure in the Japanese Economy

Kenichi Furuya Professor, College of Economics, Nihon University

No.29  (November 24, 1984)
A Bibliographic Study of Documents on the Development of the Utilization of Water

Akira Baba Professor, College of Economics, Nihon University
Nobuo Arai Professor, Takasaki City University of Economics
Yoshihisa Yoshida Researcher, Japan Agronomical Association
Akira Kitajima Lecturer (Part-time), Correspondence Division, Nihon University

No.30  (June 18, 1985)
Productivity, Wages and Industrial Relations

Naomi Maruo Professor, Faculty of Economics, Chuo University

No.31  (June 29, 1985)
Differentials and Dispersion of Wage Income

Kenichi Furuya Professor, College of Economics, Nihon University
Michio Kawashima Associate Professor, College of Economics, Nihon University

No.32  (September 21, 1985)
Microelectronics and Small and Medium-Sized Business

Akira Hiroe Associate Professor, Faculty of Commerce, Sapporo Gakuin University

No.33  (November 16, 1985)
Changes in Japan’s Minimum-Wage System

Tomio Makino Professor, College of Economics, Nihon University

No.34  (March 8, 1986)
Trends in Wage Differentials

Michio Kawashima Associate Professor, College of Economics, Nihon University

No.35  (May 10, 1986)
Restructuring Japan’s Industrial Minimum Wages: Centered on the New Report Submitted by the Central 
Deliberative Council on Minimum Wages

Tomio Makino Professor, College of Economics, Nihon University
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No.36  (May 17, 1986)
The Conditions of Locating High-Tech Industries in Japan: An International Comparison

Tadao Kiyonari Professor, Faculty of Business Administration, Hosei University

No.37  (June 23, 1986)
Japan’s International Payments

Yasushi Kasai Professor, Faculty of Engineering, Tokyo Institute of Technology

No.38  (November 29, 1986)
Development of the Japan’s Minimum-Wage System: Centered on Its Functions

Mitsuaki Kusahara Associate Professor, College of Economics, Nihon University

No.39  (January 23, 1987)
On the Measuring of Production Function

Shosuke Honma Professor, College of Economics, Nihon University

No.40  (May 12, 1987)
Theory of Business Cycle: Response to the Panic of 1866

P. L. Cottrel Professor, Leicester University

No.41  (June 16, 1987)
Domestic and International Economy at a Crossroad

Tatsuro Uchino Professor, Faculty of Economics, Sophia University

No.42  (January 12, 1988)
Microelectronization and Small and Medium-Sized Business

Ichiro Ota Professor, School of Economics, Teikyo University

No.43  (March 10, 1988)
On the Measuring of Production Function (Part Ⅱ)

Takashi Obara Professor, College of International Relations, Nihon University

No.44  (May 17, 1988)
Internationalization and the Japanese Economy

Masaru Yoshitomi Director, Institute of Economic Research, Economic Research Agency

No.45  (June 17, 1988)
Economic Planning in Japan

Kenichi Furuya Professor, College of Economics, Nihon University

No.46  (July 8, 1988)
The Development of Japanese-Style Income Policy

Tomio Makino Professor, College of Economics, Nihon University

No.47  (October 28, 1988)
Economic Analysis of Housing Demand in Japan

Miki Seko Associate Professor, College of Economics, Nihon University

No.48  (November 18, 1988)
The Development and a View of Consumer Policy

Takeomi Satoda Chief, National Livelihood Policy Section, Economic Planning Agency
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No.49  (December 9, 1988)
The Current State of the Opening Up of Tokyo’s International Financial Market: With Focus on the Foreign 
Exchange Market

Nobuaki Takakura Advisor, Mitsubishi Trust Bank

No.50  (October 24, 1989)
Liberalization of Foreign Exchange and the Movement of Short-Term International Capital

Hiroya Akiba Professor, Faculty of Economics, Niigata University

No.51  (November 24, 1989)
Veblen’s Theory of Social Evolution

Akira Sasaki Professor, College of Economics, Nihon University

No.52  (November 24, 1989)
J. M. Clark and Adam Smith

Takao Tsukamoto Associate Professor, College of Economics, Nihon University

No.53-No.64 (December 16, 1989)
The series of public lectures and research meetings for the fiscal year 1989 were presented as part of the second 
symposium held in December that year.

No.65-No.67 (December 8, 1990)
The series of public lectures and research meetings for the fiscal year 1990 were presented as part of the third 
symposium held in December that year.

No.68  (October 16, 1991)
The Management of Foreign Companies in Japan: Strategies and Results

Sikander Khan Professor, School of Business, University of Stockholm

No.69  (October 31, 1991)
The Transformation of Pax Britannica

Takehiko Noguchi Professor, College of Economics, Nihon University

No.70  (October 31, 1991)
Pax Britannica and Pax Americana

Naoyuki Honma Associate Professor, College of Economics, Nihon University

No.71  (December 12, 1991)
The Social Backgrounds of “Karoushi” (Death of Overwork)

Tomio Makino Professor, College of Economics, Nihon University

No.72  (February 22, 1992)
Keynote Report:
EC Integration and Regionalism

Yoshiki Kato Professor, College of Economics, Nihon University
Panelists’ Papers:
Reading the Monetary Union

Hiromasa Kubo Researcher, Marubeni Corporation
EC Agriculture and Regionalism

Akira Baba Professor, College of Economics, Nihon University
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EC and Japanese Economy
Mitsuo Honda Professor, College of Economics, Nihon University

No.73  (May 9, 1992)
Transformation of the Japanese System (I)

Kenichi Furuya Professor, College of Economics, Nihon University
Fumio Sugimoto Professor, College of Economics, Nihon University
Hiroshi Iwade Professor, College of Economics, Nihon University

No.74  (June 27, 1992)
American Poverty Issues

Motoo Haruto Professor, College of Economics, Nihon University

No.75  (July 4, 1992)
Transformation of the Japanese System (II)

Akira Baba Professor, College of Economics, Nihon University
Takatoshi Kimura Professor, College of Economics, Nihon University
Kizo Abe Professor, College of Economics, Nihon University

No.76  (October 3, 1992)
The Present State of China’s Economy

Yoshio Kojima Professor, College of Economics, Nihon University

No.77  (November 27, 1992)
Public and Private Housing Loans

Miki Seko Professor, College of Economics, Nihon University
Machiko Watanabe Associate Professor, Kaetsu Women’s College
Yuko Aiba Researcher, Simulation Technology Department, Mitsubishi Research Institute,
 Inc.

No.78  (November 28, 1992)
The Fundamental Viewpoint of Galbraith’s Economic Analysis

Shin Takahashi Instructor, Kanan High School, Miyagi Prefecture

No.79  (May 22, 1993)
Long-Time Trends in Swedish Retail Business

Hidenori Naito Professor, College of Economics, Nihon University

No.80  (June 5, 1993)
Changes in the Russian-East European Economies and New Development in the Economic Relationship between 
Eastern and Western Europe

Tsuneaki Sato Professor, College of Economics, Nihon University

No.81  (July 3, 1993)
The Service Industry in China

Masahiro Tateishi Associate Professor, Liberal Arts Course, Nagano Prefectural College

No.82  (October 16, 1993)
The Theory and Current Stage of China’s Socialist Market

Kazuma Egashira Professor, College of Commerce, Nihon University
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No.83  (November 26, 1993)
Changing Economic Relationships －An American’s Perspective

Wiiliam R. Boulton Professor, College of Business, Auburn University

No.84  (December 4, 1993)
Japanese Labor Hours

Fusao Shimoyama Professor, Faculty of Economics, Kyushu University

No.85  (June 11, 1994)
On the Introduction of Stock Issues by Chinese Firms

Wah Wei Chen Visiting Researcher, Faculty of Commerce, Hitotsubashi University

No.86  (July 16, 1994)
Inter-Organizations Conflicts in Global Firms

William Tjosvold Professor, Simon Fraser University

No.87  (October 8, 1994)
Nikkeiren’s “New Japan-Style Management System”: Its Aims and Background

Tomio Makino Professor, College of Economics, Nihon University

No.88  (October 22, 1994)
Long-Term Nonvoluntary Unemployment and Cyclical Changes

Shuji Okamura Professor, Faculty of Economics, Daito Bunka University

No.89  (November 18, 1994)
An Analysis of the Factors of Housing-Acquisition Behavior: Its Difference vis-a-vis the Hitherto Change of 
Residence Behavior Pattern

Miki Seko Professor, College of Economics, Nihon University

No.90  (January 21, 1995)
The Economic System of the United States

Motoo Haruta Professor, College of Economics, Nihon University

No.91  (May 26, 1995)
European Monetary Union (EMU) －Present Status and Future Outlook

Charles A. E. Goodhart Professor, London School of Economics and Political Science

No.92  (June 24, 1995)
How to Interpret Asian Economic Growth

Hideo Kobayashi Professor, Faculty of Economics, Komazawa University

No.93  (July 8, 1995)
The Demand and Supply of Food in Contemporary China

Yoshio Kojima Professor, College of Economics, Nihon University

No.94  (September 30, 1995)
Chinese and East Asian Industrialization and U.S. and Japanese Multinational Firms

Koichi Okamura Professor, College of Economics, Kanto Gakuin University
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No.95  (October 21, 1995)
Possibilities and Limitations of the Chinese Economy

Makoto Yuasa Assistant Editor-in-Chief and Editorial Writer, Toyo Keisei Shimposha

No.96  (November 18, 1995)
“American Economics” vs. “Japanese Economics”

Keizo Nakatani Professor, University of British Columbia, and Visiting Professor, Faculty of
 Economics, Kobe University

No.97  (December 9, 1995)
Myanmar’s Political Economy into the Spotlight

Ryo Narumai Senior Researcher, Office of International Management Development, Sanwa
 Research Institute

No.98  (May 18, 1996)
The Struggle against Inflation and Corruption in a China Aiming for High Speed Growth

Kazuma Egashira Former Professor, College of Commerce, Nihon University

No.99  (June 15, 1996)
The Search for a Desirable Economic System

Mitsuhiko Tsuruta Professor, Faculty of Commerce, Chuo University

No.100  (July 6, 1996)
The Major Advance of Deregulation and Industrial Mergers

Masu Uekusa Professor, Faculty of Economics, The University of Tokyo

No.101  (September 28, 1996)
Japan’s International Telecommunications Industry: Facing Violent Change

Teruyuki Inoue Professor, Faculty of Economics, Takasaki City University of Economics

No.102  (December 7, 1996)
Prospects for Economic Reform in Japan

Yoshio Suzuki Member of the House of Representatives and Former Chairman, Nomura  
 Research Institute

No.103  (January 18, 1997)
The U.S.-Japan Relationship and the Japanese Economy Seen from Financial Circles

Takeshi Kondo Director, Office of Political and Economic Research, Itochu Corporation

No.104  (May 31, 1997)
Employment and Working Hours in the Telework Age

Tomio Makino Professor, College of Economics, Nihon University

No.105  (June 7, 1997)
Reform of Japanese Financial System

Richard A. Werner Chief Economist, Jardine Fleming Securities Ltd. Tokyo Branch

No.106  (June 21, 1997)
Restructuring in the Banking Industry and Financial Reformations in Japan

Akiyoshi Horiuchi Professor, Faculty of Economics, The University of Tokyo
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No.107  (November 8, 1997)
On the Problem of the Rental Workers System in Japan

Michio Kawashima Professor, College of Economics, Nihon University

No.108  (November 22, 1997)
Reform of Japanese Financial System: Backgrounds of the Reform and Expected Changes

Ryuichiro Tachi President, Foundation for Advanced Information and Research Japan, Institute
 of the Global Financial Studies and Professor Emeritus, The University of
 Tokyo

No.109  (December 13, 1997)
Policy-Based Finance in Japan: Its Function and Roles

Kozo Kato Director General, Economic and Industrial Research Department, The Japan
 Development Bank

No.110  (April 18, 1998)
Currency Crisis in Asia and Sovereign Rating

Yoshitaka Kurosawa Professor, College of Economics, Nihon University

No.111  (June 6, 1998)
Background Analysis and Prospect for the Economic Crisis in East Asian Nations

Teruyuki Miyake Professor, Faculty of Economics, Wako University

No.112  (June 13, 1998)
The Economic Structural Revolution of the Republic of China and the Asian Currency Crisis: Can the People 
Wait?

Kazuma Egashira Former Professor, College of Commerce, Nihon University

No.113  (June 20, 1998)
The Globalization Strategy of Japanese Foreign Trade and Direct Investments, and Finance to Asia

Teruhisa Yamada Professor, College of Commerce, Yokohama College of Commerce

No.114  (December 5, 1998)
Beyond the Asian Currency and Economic Crises

Kayoko Kitamura Senior Research Fellow, Institute of Developing Economies

No.115  (December 12, 1998)
Japanese Enterprises and International Business Communication:
Communication Skills of Japanese Management and Related Problematic Areas From the Perspective of South 
East Asia

Naoki Kameda Professor, Faculty of Commerce, Doshisha University

No.116  (April 17, 1999)
Organizational Changes in Small and Medium-Sized Businesses in the Engineering Metalworking Industry:
Study Report on the Actual State of Industry in Tokyo’s Ota Ward

Hisakazu Fukushima Professor, College of Economics, Nihon University

No.117  (July 17, 1999)
Why Japan Fell into Economic Crisis

Masaharu Hanazaki Head of Research at the Facility Investment Research Institute of the Japan
 Development Bank
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No.118  (November 20, 1999)
The Outlook for Health and Welfare Services: An Examination of the Nursing Care Insurance System

Hiroshi Osada Associate Professor, College of Nursing Art and Science, Hyogo

No.119  (November 27, 1999)
The Chinese Economy and Societal Transformations During the Changeover: Putting the Focus on Private  
Sector Growth

Yoshio Kojima Professor, College of Economics, Nihon University

No.120  (December 4, 1999)
Issues Pertaining to Corporate Governance and Disclosure: A New Approach to Corporate Governance

Aishi Imafuku Professor, College of Economics, Nihon University

No.121  (December 18, 1999)
Balance Sheets for the Decade Following the Eastern European Revolution: the Introduction of Market 
Economics, Privatization and EU Membership

Tsuneaki Sato Former Professor, Yokohama City University

No.122  (July 8, 2000)
Social Phenomena of Veblenism and Capitalism

Akira Sasaki Professor Emeritus, Nihon University

No.123  (October 8, 2000)
Environmental and Economic Theory

Kunitsugu Kosaka Professor, College of Economics, Nihon University

No.124  (November 18, 2000)
Japanese and Western Automobile Manufacturers’ Business Strategies in Southeast Asia: Traditional vs. Modern 
Division of Labor

Jochen Legewie Deutsches Institut fur Japanstudien

No.125  (December 2, 2000)
Coexistence Between the Global and Urban Environments

Keiichi Tanaka Professor, College of Economics, Nihon University

No.126  (December 9, 2000)
Current State of Evolutionary Economics and Related Issues

Takao Tsukamoto Professor, College of Economics, Nihon University

No.127  (July 7, 2001)
Outstanding Debt in Russia: Corporate Financing and Settlement of Accounts

Fumikazu Sugiura Former Researcher, Japan Center for International Finance

No.128  (July 14, 2001)
Economic Characteristics of Business Services

Yutaka Kushida Associate Professor, College of Business, Aomori University
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No.129  (September 29, 2001)
The Global Environment and Environmental Problems in Asia

Keiichi Tanaka Professor, College of Economics, Nihon University
Yoshiro Higano Professor, Graduate School of Life and Environmental Sciences, Tsukuba
 University

No.130  (November 24, 2001)
On Trade and the Environment

Mitsuo Honda Professor, College of Economics, Nihon University

No.131  (December 15, 2001)
1999～ 2001 Comprehensive Research Project Report International Comparison of Small and Medium-Size 
Business Policy: Europe, the United States and East Asia

Hisakazu Fukushima et al. Professor, College of Economics, Nihon University

No.132  (December 22, 2001)
A Game Theory and Its Application － An Analysis of Political Party Influence in the Diet

Shigeo Muto Professor, Graduate School of Decision Science and Technology , Tokyo
 Institute of Technology

No.133  (May 18, 2002)
Dynamism of the Chinese Economy

Katsuji Nakagane Professor, Graduate School of Economics, University of Tokyo

No.134  (June 1, 2002)
2001～2002 Collaborative Research Project Interim ReportStudy of the Line Company System Manufacturing 
Sector

Masaaki Ohba Associate Professor, College of Economics, Nihon University

No.135  (July 13, 2002)
Free Trade and Precautionary Principles: Regulation by the World Trade Organization

Nobuto Iwata Professor, College of Business, Aoyama Gakuin University

No.136  (October 26, 2002)
Structural Transition in Russia: The Possibility of an End to Under investment

Hiroshi Takahashi Japan Association for Trade with Russia & Central-Eastern Europe

No.137  (November 30, 2002)
China’s Economy in Transition: Privatization of State Enterprises

Yoshio Kojima Professor, College of Economics, Nihon University

No.138  (January 11, 2003)
Consumer value architecture in each occasion: An application of laddering method and text mining

Noriko Shibata Lecturer, College of Commerce, Yokohama City University

No.139  (June 28, 2003)
An Economic Analysis of the Optic Technology Industry Underlying the IT Revolution - Diversification and 
Internationalization in the Camera Industry

Masao Kogure et al. Professor, College of Economics, Nihon University
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No.140  (September 20, 2003)
Line Company System Research in the Manufacturing Industry

Masaaki Ohba et al. Professor, College of Economics, Nihon University

No.141  (September 27, 2003)
Economic Activity and Productivity in Japan

Tomohiko Inui Professor, College of Economics, Nihon University

Lecture Series: “American Unilateralism”
No.142  (November 8, 2003)
European Perspectives and Strategies on the USA - a focus on France

Kazuo Ogura President, Japan Foundation, Former Ambassador of Japan to France

No.143  (November 15, 2003)
Economic Consequences of Bush’s Strategies

Eisuke Sakakibara Professor, Keio University, Former Vice Minister for International Affairs,
 Ministry of Finance

No.144  (November 22, 2003)
Threats from America: Hopes for America

Jitsuro Terashima Chairman, Japan Research Institute, Director, Mitsui Global Strategic Studies
 Institute

No.145  (July 10, 2004)
Problems relating to Central Europe’s Systemic Transformation

Kiyoshi Okano Deputy Director, Department for Central Europe, Japan Association for Trade
 with Russia & Central-Eastern Europe

No.146  (September 25, 2004)
Frontiers of Financial Analysis

Takashi Hatakeda Associate Professor, College of Economics, Nihon University
Hidetoshi Mitsui Lecturer, College of Economics, Nihon University

No.147  (October 16, 2004)
Analysis of the Economics Benefits of Infrastructure Development in Large and Regional Cities using Reverse 
Mortgaging - Problems and Prospects of Existing Stock

Keiichi Tanaka et al Professor, College of Economics, Nihon University

No.148  (October 27, 2004)
Islamic Issues relating to Turkey’s Accession to the EU

Toshiharu Kitamura Professor, Graduate School, Waseda University, Senior Executive Director,
 Development Bank of Japan

No.149  (November 10, 2004)
The Euro and the Dollar

Tetsuo Takeda President, Takushoku University, Professor, Faculty of Political Science and
 Economics, Takushoku University

No.150  (June 29, 2005)
Monetary Policy and Commodity Prices

Kunio Okina Director, Institute for Monetary and Economic Studies, Bank of Japan
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No.151  (July 16, 2005)
Current Economic Dynamism and Surrounding Issues

Takehiko Noguchi Professor, College of Economics, Nihon University 
Yoshitaka Kurosawa Professor, College of Economics, Nihon University
Namiko Numao Associate Professor, College of Economics, Nihon University
Hidetoshi Hashimoto Graduate School, Hitotsubashi University

No.152  (October 8, 2005)
An Analysis of Economic Growth, Employment, and Implementation of Information Technology in Japan

Shinji Kobayashi Professor, College of Economics, Nihon University
Tomohiko Inui Professor, College of Economics, Nihon University

No.153  (October 22, 2005)
An Integrative Research on Trade, Foreign Investment and Industrial Agglomeration.

Mitsuo Honda Professor, College of Economics, Nihon University
Wu Yiliang Associate Professor, College of Economics, Nihon University

No.154  (January 14, 2006)
Internationalization and Privatization of the Chinese Economy 

Yoshio Kojima Professor, College of Economics, Nihon University

No.155  (June 14, 2006)
Monetary Policy of the BOJ after Termination of Quantitative Easing Policy 

Teizo Taya Special Counselor, Daiwa Institute of Research Ltd.

No.156  (July 21, 2006)
A Comparative Analysis of the Effects of Foreign Exchange Intervention in the late 1980s and 1990.

Yasuyuki Komaki Professor, College of Economics, Nihon University
Yosuke Takeda Professor, Faculty of Economics, Sophia University

No.157  (October 21, 2006)
Globalization and the Transformation of Political, Economic, and Social Systems

Koichi Kanada Professor, College of Economics, Nihon University
Shuichi Ikemoto Professor, College of Economics, Nihon University
Yuko Ogasawara Professor, College of Economics, Nihon University
Shihoko Nemoto Lecturer, College of Economics, Nihon University

No.158  (November 11, 2006)
Analysis of Statistical Mathematics

Hideo Osawa Professor, College of Economics, Nihon University et al
Masaaki Nakamura Professor, College of Science and Technology, Nihon University
Makoto Doi Professor, Department of Mathematics, Tokai University

No.159  (July 25, 2007)
The Standards of Accounting of Japan on Which Internationalization is Urged

Aishi Imafuku Professor, College of Economics, Nihon University

No.160  (November 7, 2007)
Responsibilities of Credit Rating Agencies for the Issue of Subprime Loan Securities

Yoshitaka Kurosawa Professor, College of Economics, Nihon University
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No.161  (November 17, 2007)
Change in Industrial Structure in the United States following Regulatory Reform

Kazusei Kato Professor, College of Economics, Nihon University
Yoshitaka Kurosawa Professor, College of Economics, Nihon University
Naohiko Ijiri Associate Professor, College of Economics, Nihon University
Hidetoshi Mitui Associate Professor, College of Economics, Nihon University
Hideki Murakami Associate Professor, Kobe University Graduate School of Business 
 Administration

No.162  (November 24, 2007)
Management Approaches to Public Pension Schemes in Japan: A Cross-country Comparative Analysis

Aishi Imafuku Professor, College of Economics, Nihon University
Harunobu Onagi Professor, College of Economics, Nihon University
Masafumi Fujino Associate Professor, College of Economics, Nihon University
Naomi Miyazato Lecturer, College of Economics, Nihon University
Masaaki Ono Mizuho Bank

No.163  (November 28, 2007)
BIS Capital Adequacy Requirements and BIS

Shinichi Yoshikuni Mizuho Bank

No.164  (July 10, 2008)
Recent Issues on the Media in Japan

Minoru Sugaya Ph.D.Professor,Institute for Media and Communications ResearchKeio 
 University

No.165  (October 18, 2008)
Research on Economic Development and Industrial Agglomeration in China:Integrated and Interdisciplinary 
Perspectives from Development Economics,Spatial Economics and International Economics

Tadahiro Tsuji Associate Professor, College of Economics, Nihon University
Mitsuo Honda Professor, College of Economics, Nihon University
Wu Yiliang Associate Professor, College of Economics, Nihon University
Naohiko Ijiri Associate Professor, College of Economics, Nihon University
Yugun Riku Associate Professor, Correspondence Division, Nihon University

No.166  (October 25, 2008)
A Micro-Structural Analysis of the Japanese Stock Market

Hidetoshi Mitsui Associate Professor, College of Economics, Nihon University
Asuka Takeuchi Assistant Lecturer, Waseda University

No.167  (December 6, 2008)
Evolution of Economics as Response to Econimic Change

Takao Tsukamoto Professor, College of Economics, Nihon University
Noritoshi Fujimoto Professor, College of Economics, Nihon University
Tsuneyuki Ueki Professor, College of Economics, Nihon University
Hiroyuki Saito Professor, College of Economics, Nihon University
Tadakazu Miyake Professor, College of Economics, Nihon University
Morio Fujii Professor, College of Economics, Nihon University
Moriyasu Arima Lecturer, College of Economics, Nihon University
Noriko Ishida Assistant Lecturer, College of Economics, Nihon University
Hiroyuki Takahashi Graduate School of Economics, Nihon University
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No.168  (June 20, 2009)
Economic Analysis of Contracts and Information

Shinji Kobayashi Professor, College of Economics, Nihon University
Shigemi Ohba Graduate School of Economics, Nihon University

No.169  (September 3, 2009)
Research on the Administrative and Financial System Concerning the Forest Management of Rural Districts

Namiko Numao Professor, College of Economics, Nihon University
Nobuyuki Yamamoto Chief Researcher, Forestry and Forest Products Research Institute
Ryoko Isizaki Researcher, Forestry and Forest Products Research Institute
Nobuyuki Tsuzuki Researcher, Forestry and Forest Products Research Institute

No.170  (October 28,2009)
The Financial Crisis and Future Trends in Financial Systems

Takeaki Kariya Professor, Dean of the Graduate School of Global Business, Meiji University

No.171  (November 25,2009)
Policy Recommendations Regarding the Reconstruction of the Japanese Economic System and Empirical
Analysis of the Stagnation and Structural Reforms of the Japanese Economy in the 1990s

Koji Takenaka Professor, College of Economics, Nihon University
Kwon Hyeog Ug Associate Professor, College of Economics, Nihon University

No.172  (November 26,2009)
Japan’s Health Insurance Reforms

Eiji Tajika Vice President of Hitotsubashi University /
 Professor, Graduate School of Economics

No.173  (June 19, 2010)
Study of Standardization and Compatibility in Network Industry

Masaaki Ohba Professor, College of Economics, Nihon University
Yoshiki Nakamura Associate Professor, College of Economics, Nihon University
Nozomi Omiya Chief, Konica Minolta Information System Corporation 
Yukio Maruyama Researcher, Japan Biological Informatics Consortium

No.174  (October 16, 2010)
Production Organization in glocal economy 

Akio Torii Professor, College of Economics, Yokohama National University

No.175  (November 20,2010)
A Study on Economic Development of New Silk Road

Wu Yiliang Associate Professor, College of Economics, Nihon University
Tadahiro Tsuji Professor, College of Economics, Nihon University
Riku Yugun Associate Professor, Correspondence Division, Nihon University
Takaaki Maeno Assistant Lecturer, College of Economics, Nihon University
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No.176  (November 27,2010)
Determinants of Globalization in Retailing and its Impact on Productivity

Yasuo Sone Associate Professor, College of Economics, Nihon University
Tomohiko Inui   Senior Research Fellow, Economic and Social Research Institute, Cabinet 

Office／Professor, College of Economics, Nihon University
Kwon Hyeog Ug Associate Professor, College of Economics, Nihon University
Norie Yokoi Researcher, The Distribution Economics Institute of Japan

No.177  (December 2, 2010)
Child Poverty:What is necessary

Aya Abe National Institute of Population and Social Security Research

Issue of Keikaken
Reports

Monthly Public Research
Meeting Number

Issue of Keikaken
Reports

Monthly Public Research 
Meeting Number

No.1 79 and 81 No.19 122 and 123
No.2 80 No.20 124 through 126
No.3 82 and 84 No.21 127 through 129
No.4 85 and 86 No.22 130 through 132
No.5 87 and 89 No.23 133 through 135
No.6 90 and 88 No.24 136 through 138
No.7 91 and 94 No.25 139 through 141
No.8 93 and 92 No.26 142 through 144
No.9 95 through 97 No.27 145 through 147
No.10 98 through 100 No.28 148 and 149
No.11 102 No.29 150 through 152
No.12 101 and 103 No.30 153 and 154
No.13 104 through 106 No.31 155 and 156
No.14 107 through 109 No.32 157 and 158
No.15 110 through 113 No.33 159 through 163
No.16 114 and 115 No.34 164 through 167
No.17 116 through 117 No.35 168 through 172
No.18 118 through 121 No.36 173 through 177
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V. Symposiums

(1) First Symposium

On July 16, 1979, a symposium was held on the unified theme: An Analysis of the Current State of the Japanese 
Economy in a Period of Transition. Research had been conducted on this subject since 1976. The three 
presentations and speakers featured at this symposium are listed below.

1) The Structure of the Reproduction in Japanese Capitalism during the 1920s
Takatoshi Kimura Professor, College of Economics, Nihon University

2) The Effects of Compositional Changes of Population on the Socioeconomic Structure
Toshio Kuroda Professor, College of Economics, Nihon University

3) The Process of Change in Corporate and Industrial Structures
Takashi Shoke Office of Research, Chuo Koron Company, and Lecturer (Part-time), College 
 of Economics, Nihon University

(2) Second Symposium

In commemoration of Nihon University’s 100th Anniversary, the Research Institute of Economic Science,  
College of Economics, Nihon University, together with the Institute of Business Research, sponsored a  
Symposium on December 16, 1989. The unified theme was “Japanese Economy at a Turning Point: Changes in  
the Economic Structure and Institutional Response.” The following individual papers delivered are listed below.

1) The Development of the Information and Telecommunications Service and their Influence on Industry
Yukio Harada Professor, College of Economics, Nihon University

2) The Internationalization of the Japanese Economy and Policies Regarding Working Hours
Tomio Makino Professor, College of Economics, Nihon University

3) Changes in the Environment of Business Management and Responses
Fumio Sugimoto Professor, College of Economics, Nihon University

4) Changes in the System and Japan’s New Response
Yoshiaki Nakamura Associate Professor, College of Economics, Nihon University

5) Japanese Consumer’s Policies
Kizo Abe Professor, College of Economics, Nihon University

6) The Economic Effects of the Deregulation: Centered on the Housing Loan Policy
Miki Seko Associate Professor, College of Economics, Nihon University

7) Technical Progress in the Postwar Japanese Economy
Tsuneyuki Ueki Lecturer, College of Economics, Nihon University

8) Commerce and the Service Trade at a Crossroad
Ichiro Ota Professor, School of Economics, Teikyo University

9) Internationalization of the Japanese Economy and Policies toward Small Business
Hisakazu Fukushima Professor, College of Economics, Nihon University
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10) Structural Changes in the Japanese Economy and Food and Land Policies
Akira Baba Professor, College of Economics, Nihon University

11) On the Liberalization of Trade and Foreign Exchange
Mitsuo Honda Professor, College of Economics, Nihon University

　　* The following special lecture was also presented:

 Japanese Economy in Retrospect and its Perspectives: Looking toward the Decade of the 90s
Koichi Emi Professor, School of Economics, Teikyo University

(3) Third Symposium

To mark the start of a comprehensive study under the unified theme, “The Breakdown and Restructuring of the 
20th Century System”, the Institute sponsored on December 8, 1990, a public symposium under the same title and 
subtitled, “In Search of the Future Course of the European Economy.” The individual papers that were delivered 
appear below.

 Statement of the Theme:
Yoshiki Kato Professor, College of Economics, Nihon University

　　Keynote Papers
1) European Economy in the Wake of the German Reunification

Hirohide Narusawa Counselor and Former Managing Director, Bank of Tokyo

2) Reconstruction of the Soviet and East European Economics and the European Economy
Tsuneaki Sato Professor, College of Economics, Nihon University

　　General Panel Discussion:
　　Moderator:

Manabu Suhara Associate Professor, College of Economics, Nihon University
　　Panelists:

Hirohide Narusawa Counselor and Former Managing Director, Bank of Tokyo
Tsuneaki Sato Professor, College of Economics, Nihon University
Kamei Nishimura Professor, The Institute of Economic Research, Hitotsubashi University
Akio Nomura Professor, Faculty of Economics, Tokyo Keizai University
Yoshiki Kato Professor, College of Economics, Nihon University
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VI. Publications

(1) Kiyo (Bulletin of Research Institute of Economic Science)

No. 1  (December, 1976)

Articles
Capital Accumulation Process on the National Economy of Japan

Kizo Abe Professor, College of Economics, Nihon University
Kazuichi Ida Deputy Section Chief, Economics Statistics Section, Research and Survey
 Division, Prime Minister’s Office
Tadashi Kusuda Chief, National Product Section, National Income Division, Institute of
 Economic Research, Economic Planning Agency

On the Wartime Economy 1930s Japan: An Analytic View of the Financial Capital in 1930s Japan
Takatoshi Kimura Professor, College of Economics, Nihon University

Bourgeois Movement Early 1930s Japan
Yozo Yabe Assistant Lecturer, College of Engineering, Nihon University

Toward Criticism of Modernization
Takatsugu Nato Professor, College of Economics, Nihon University
Takashi Shokei Research Office, Chuo Koron
Sadahiko Koizumi Edition Office, The Economist

No. 2  (December, 1977)

Articles
City Management in the U.S.A.

Shoichiro Kikuchi Professor, Department of Commerce and Economics, Junior College, Nihon
 University

Introduction to Demographic Aging
Toshio Kuroda Professor, College of Economics, Nihon University

The Wartime Economy in 1930s Japan
Yoshihiro Koga Lecturer, College of Science and Technology, Nihon University

On the Interrelationship among Money, Output and Price Level: A Joint Study
Yasuo Nakayama Professor, College of Economics, Nihon University
Kisaburo Sekiya Assistant Lecturer, College of Commerce, Nihon University
Noritoshi Fujimoto Assistant Lecturer, College of Economics, Nihon University
Mitsuaki Katahira Lecturer, College of Commerce, Nihon University

Book Review
Milton Friedman, “From Galbraith to Economic Freedom”

Takao Tsukamoto Assistant Lecturer, College of Economics, Nihon University

Report
Effect of the Change of Population on the Socio-Economic Activities of Japan

Keisuke Suzuki Professor, Faculty of Economics, Ryutsu Keizai University
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A Comparison between the Recent Depression and 1920s in Japan
Takatoshi Kimura Professor, College of Economics, Nihon University

The Reconstruction of Agriculture and Food Problems in Japan
Tokuzo Matoba Professor, College of Economics, Nihon University

No. 3  (December, 1978)

Articles
A Study on Commercial Profit

Shuhachi Inoue Professor, College of Economics, Rikkyo University

Some Introductory Notes on International Economic Relations of the Sixties
Saiichi Miyazaki Professor, College of Arts and Sciences, Tokyo Woman’s Christian University

The Personal Distribution of Incomes and Economic Growth
Kizo Abe Professor, College of Economics, Nihon University

City Management and City Manager System
Shoichiro Kikuchi Professor, Department of Commerce and Economics, Junior College, Nihon
 University
Toshio Obuchi Professor, College of Law, Nihon University
Tomoji Ichinose Professor, College of Liberal Arts, International Christian University
Tatsuo Katagiri Secretary-General, Comprehensive Urban Planning Center

A New Development in Internal Migration
Toshio Kuroda Professor, College of Economics, Nihon University

Institutional Economists and Jeremy Bentham
Akira Sasaki Professor, College of Economics, Nihon University

On the Phelps’ “Golden Age”
Shosuke Honma Associate Professor, College of Economics, Nihon University

Material
On the Evolutionary Economics of David Hamilton

Takao Tsukamoto Assistant Lecturer, College of Economics, Nihon University

Report
On the Phelps’ “Golden Age”

Shosuke Honma Associate Professor, College of Economics, Nihon University

No. 4  (December, 1979)

Articles
A Study of Howard’s Consumer Behavior Model

Shuzo Abe Associate Professor, Faculty of Business Administration, Yokohama National
 University
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Multinationals and their Accounting Problem
Yukio Harada Professor, College of Economics, Nihon University
Aishi Imafuku Associate Professor, College of Economics, Nihon University
Kenji Tanaka Lecturer, College of Economics, Nihon University

A Study on Effects of Compositional Change of Population on the Social and Economic Structure
Toshio Kuroda Former Professor, College of Economics, Nihon University
Keisuke Suzuki Professor, Faculty of Economics, Ryutsu Keizai University

Theoretical Analysis of Expectations in an Exchange Economy
Miki Seko Assistant Lecturer, College of Economics, Nihon University

The Underlying Principles of Fringe Benefits in Enterprises
Yuzo Takasu Professor, College of Economics, Nihon University

Veblen and the Orthodox Economic Tradition
Takao Tsukamoto Assistant Lecturer, College of Economics, Nihon University

Life Economic Approach on Japanese Management and Industries
Takatsugu Nato Professor, College of Economics, Nihon University
Seiji Muromoto Professor, College of Economics, Nihon University
Masafusa Miyashita Executive Director, Distribution System, Development Center

A Study on the Development of Financial Management
Shin Hishinuma Assistant, College of Economics, Nihon University

Primary Theory of Optimal Economic Growth
Shosuke Honma Associate Professor, College of Economics, Nihon University

Reports
Japanese Economy at a Turning Point

Takatoshi Kimura Professor, College of Economics, Nihon University

Population Mobility and Economic Development
Toshio Kuroda Former Professor, College of Economics, Nihon University

The End of an ‘Economic Age’ from the Viewpoint of Life-Style
Takashi Shokei Research Office, Chuo Koron

Restructuring of the Japanese Economy
Tokuzo Matoba Former Professor, College of Economics, Nihon University

No. 5  (March, 1981)

Articles
Some Subjects and Prospects in the Course of the Development of the Modern Auditing Theory

Kiyoshi Aoyagi Associate Professor, College of Economics, Nihon University

A Study on General Revenue Sharing in the U.S.A.
Eiichi Uesugi Professor, College of Economics, Nihon University
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The Existing Condition of ‘The Contemporization of Personnel Administration in Japan’ and its Features
Goro Mori Former Professor, College of Economics, Nihon University

Note
The Economic Impact of Accounting Standards

Kenji Tanaka Lecturer, College of Economics, Nihon University

Material
Trend of Researches on Migration in Japan since 1945

Tomomi Otsuka Assistant, College of Economics, Nihon University

Reports
Problems Involved in the Process of Applying Accounting Standards

Aishi Imafuku Associate Professor, College of Economics, Nihon University

The Functions of Accounting Disclosures
Kenji Tanaka Lecturer, College of Economics, Nihon University

Policy Proposals Regarding Small and Medium-Sized Retailers
Akira Hiroe Graduate Student, Graduate School of Economics, Keio University

No. 6  (March, 1982)

Articles
Government Administration for Business

Tomoji Ichinose Professor, College of Liberal Arts, International Christian University

Present Conditions Related Subjects Regarding the Trucking Industry in Japan
Masahiro Ito Professor, College of Economics, Nihon University

Veblen and the American Institutional School
Kenji Sasano Associate Professor, Daiichi University of Economics

The Econometric Analysis of Japanese Housing Investment: Comparative Study
Miki Seko Lecturer, College of Economics, Nihon University

The Mechanism of the Rise in Land Prices and Japanese Economy
Akira Numata Assistant Manager, Bureau of Sanitation, Tokyo Metropolitan Government

On Okochi’s Theory of “New Social Policy”
Tomio Makino Professor, College of Economics, Nihon University

Reports
On Defining the Concept of “Labor Problem”: A Critique of the Theories of Professors K. Okochi and G. Mori

Tomio Makino Professor, College of Economics, Nihon University

The Social Psychology of Thorstein Veblen: Centered on the Views of Allan G. Gruchy
Minoru Uchida Graduate Student, Graduate School of Economics, Nihon University

Veblen and Darwinism: Centered on the Veblen’s Criticism against Adam Smith
Takao Tsukamoto Lecturer, College of Economics, Nihon University
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No. 7  (March, 1983)

Articles
The Fiscal Significance and Problems of Public Enterprise and Public Corporations

Toshio Obuchi Professor, College of Law, Nihon University

Sweden’s State-Owned Enterprises
Shusaku Yamaya Associate Professor, Faculty of Economics, Toyo University

Problems Concerning Land Taxation and Accounting
Keiichi Tanaka Professor, College of Economics, Nihon University
Masahiro Abe Associate Professor, Mito Junior College

The Land Market and City Planning
Munenori Hanawa Director, Personnel Commission, Tokyo Metropolitan Government

Corporate and Industrial Social Accounting
Takatsugu Nato Professor, College of Economics, Nihon University
Seiji Muromoto Professor, College of Economics, Nihon University
Kiyoshi Aoyagi Professor, College of Economics, Nihon University

Mitchell and Schumpeter
Motoi Kanazashi Professor, College of Commerce, Nihon University

Veblen’s Fundamental Critical Viewpoints for Orthodox Economic Doctrines
Takao Tsukamoto Lecturer, College of Economics, Nihon University

A Study of Thorstein Veblen’s Theory of Instincts
Minoru Uchida Graduate Student, Graduate School of Economics, Nihon University

Thorstein Veblen’s Critique of J. B. Clark’s Economics
Mitsunobu Sato Graduate Student, Graduate School of Economics, Nihon University

Material
Background of Veblen’s Thought

Akira Sasaki Professor, College of Economics, Nihon University

Book Review
Christopher M. Law, British Regional Development Since World War I

Kazuhiko Tamura Assistant, College of Economics, Nihon University

Reports
A Study of Thorstein Veblen’s Theory of Instincts: Centered on a Reexamination of “The Instinct of Workmanship” 
(Chap. I, Introduction)

Minoru Uchida Graduate Student, Graduate School of Economics, Nihon University

Thorstein Veblen’s Critique of J. B. Clark’s Economics
Mitsunobu Sato Graduate Student, Graduate School of Economics, Nihon University

Background of Veblen’s Thought: An Examination of Joseph Dorfman’s Views
Akira Sasaki Professor, College of Economics, Nihon University
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No. 8  (March, 1984)

Articles
A Theory of Accounting Standards

Kenji Tanaka Associate Professor, College of Economics, Nihon University

The Accounting Standards Making and Process of its Degeneration
Jitsuo Kumano Professor, Hannan University

An Introduction to a Dynamic Analysis of the Process of Application of Accounting Standards
Aishi Imafuku Professor, College of Economics, Nihon University

Influences of the Accounting Profession upon the Legislation of the Accounting Relating Provisions in the 
Securities Acts

Tetsu Hosoda Associate Professor, Faculty of Economics, Josai University

Developments of Nonprofit Accounting in the United States
Kaoru Ishii Associate Professor, Faculty of Humanities, Hirosaki University

State Finances and New Federalism in the U.S.
Eiichi Uesugi Professor, College of Economics, Nihon University

Thorstein Veblen’s Critique of Fisher’s Economic Theory
Mitsunobu Sato Graduate Student, Graduate School of Economics, Nihon University

The Distributive Revolution in Sweden
Hidenori Naito Professor, College of Economics, Nihon University

The Business Capacity of Medium and Small Retailers
Nobuyuki Omori Professor, Faculty of Education, Tokyo Gakugei University

Commercial Policies of European Countries
Masakazu Fukuda Associate Professor, College of Commerce, Nihon University

Branch Store Disorder and Medium and Small Retail Business
Akira Hiroe Graduate Student, Graduate School of Economics, Keio University

A Study of Accounting Information Systems
Yukio Harada Professor, College of Economics, Nihon University
Yasuo Kojima Associate Professor, Faculty of Commercial Science, Jobu University
Komei Nemoto Professor, Faculty of Commerce, Chuo University

The Strategies of International Oil Companies
Motoki Takeuchi Professor, College of Economics, Nihon University

Japanese Homeownership: Relative Tenure Prices versus Demographic Factors: Theory and Evidence
Miki Seko Lecturer, College of Economics, Nihon University

Note
Thorstein Veblen’s Critique of Marginal Utility School

Mitsunobu Sato Graduate Student, Graduate School of Economics, Nihon University
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No. 9  (March, 1985)

Articles
An Econometric Planning Model for Public Corporations: A Case Study of an Econometric Planning Model for 
the American Telephone and Telegraph Company

Yasuo Matsuyuki Associate Professor, Faculty of Technology, Tokyo University of Agriculture
 and Technology

Schumpeter’s Theory of Social Science
Motoi Kanazashi Professor, College of Commerce, Nihon University

W. C. Mitchell and Type of Economic Theory of William Stanley Jevons
Mitsunobu Sato Lecturer (Part-time), Teikyo Women’s College

Recent Trends in Internal Migration in Japan
Machiko Watanabe Researcher, International Development Center

An Analysis of Foreign Population in France
Munenori Hanawa Graduate Student, Graduate School of Economics, Nihon University

On the Casual Relation between Socioeconomic Development and Mortality Decline
Tomomi Otsuka Assistant, College of Economics, Nihon University

Note
Fundamental Thought of John Bates Clark’s Economics

Mitsunobu Sato Lecturer (Part-time), Teikyo Women’s College

Book Reviews
R. Scott Moreland “Population, Development and Income Distribution”

Tomomi Otsuka Assistant, College of Economics, Nihon University

B. Anzuck “Raumstrukturelle Faktoren der interregionalen Arbeitsteilung”
Kazuhiko Tamura Assistant, College of Economics, Nihon University

No. 10  (March, 1986)

Articles
Japanese Management as an Incentive System

Naomi Maruo Professor, Faculty of Economics, Chuo University

The Industrial Structure of “Yuki” Textile before the 2nd World War
Yozo Yabe Lecturer, College of Engineering, Nihon University

Japanese Journals of Money and Banking during the Early Meiji Era, 1877 －1887
Yasuo Honma Associate Professor, Faculty of Commerce and Economics, Chiba University  
 of Commerce

An Econometric Planning Model of the Telecommunications Industry in Canada
Yasuo Matsuyuki Associate Professor, Faculty of Technology, Tokyo University of Agriculture
 and Technology
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On the Monetary System at the End of the Qing Dynasty
Tadashi Nakamura Professor, Faculty of Education, Tokyo Gakugei University

The Coal Mining and Labor Management System in Manchuria
Hirofumi Takatsuna Assistant Lecturer, Correspondence Division, Nihon University

W. C. Mitchell and Frank Albert Fetter
Mitsunobu Sato Lecturer (Part-time), School of Economics, Teikyo University

W. C. Mitchell and Thorstein Veblen
Hiroyuki Saito Assistant, College of Economics, Nihon University

The Impact of Scientific/Technological Change on Small and Medium-Sized Businesses
Akira Hiroe Associate Professor, Faculty of Commerce, Sapporo Gakuin University

No. 11  (March, 1987)

Articles
Regional Formation and High-Technology Industry

Tadao Kiyonari Professor, Faculty of Business Administration, Hosei University

Approach to Administrative Policy Science
Tomoji Ichinose Professor, College of Liberal Arts, International Christian University

On the Underground Economy
Takatsugu Nato Professor, Tokyo International University

The Present State of Theoretical Studies of the Underground Economy and Related Problems
Akira Takei Professor, Takasaki City University of Economics

Growth of the Underground Economy and its Influence on the GNP
Tatsuya Yasukochi Chief, Public Relations Department, Nikko Securities

Reclamation and Stock-Raising Companies, and the Peasant Riot in Jurongxian in the Late Qing Period
Yoshio Kojima Professor, College of Economics, Nihon University

On the Sheng Bao’s Reconstruction Plans of Silk Industry in Jiangsu and Zhejiang Districts in the1870s and  
Early 1880s

Tomoo Suzuki Professor, Faculty of Pharmaceutical Science, Gifu Pharmaceutical University

The Bannerland Policy in the Early Republic of China and Northern Villages
Reiko Suetsugu Lecturer (Part-time), Faculty of Letters, Gakushuin University

Zhou Xue-Xi and the Agricultural and Industrial Bank in Tong-Xian
Nobuko Hamaguchi Associate Professor, The University of the Air
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Effect of the Introduction of Micro-electronics in the Production Process on Company Management of Small and 
Medium-Sized Metal and Machinery Businesses

Hidenori Naito Professor, College of Economics, Nihon University
Shigehiko Watarai Managing Director, Research Center on Small and Medium-Sized Businesses
Nobuyuki Omori Professor, Faculty of Education, Tokyo Gakugei University
Mitsuo Ikeda Manager, Shimonoseki Branch, People’s Finance Corporation
Akira Hiroe Associate Professor, Faculty of Commerce, Sapporo Gakuin University

Focusing on the Changes in Production System and Price Formation in Introduction of Micro-electronics to Small 
and Medium-Sized Businesses

Ichiro Ota Professor, School of Economics, Teikyo University

No. 12  (March, 1988)

Articles
The Japanese Market and Business Practices

Leif Widman

Optimal Fiscal System of Social Securities
Yutaka Kosai Japan Center for Economic Research

Childbearing and Abortion Attitudes in Contemporary Japan
Naohiro Ogawa Professor, College of Economics, Nihon University

An Economic Analysis of the Effect of the Japanese Subsidized Housing Loans on Housing Decisions
Miki Seko Associate Professor, College of Economics, Nihon University

Internal Migration in Thailand
Machiko Watanabe Lecturer, Kaetsu Women’s College

Introduction of Micro-electronics in the Production Process of Small and Medium-Sized Metal and Machinery 
Businesses and Change in Work

Akira Hiroe Associate Professor, Faculty of Commerce, Sapporo Gakuin University

On the Trend of Wage Differentials with Age Groups
Michio Kawashima Associate Professor, College of Economics, Nihon University

Working Conditions of Small and Medium-Sized Businesses and Labor Policy
Yoshio Sasajima Associate Professor, Faculty of Economics, Meiji Gakuin University

The Influences on Consumer’s Life Caused by the Stagnant Wage Growth in Recent Years and Related New 
Problems

Takeomi Satoda Lecturer (Part-time), College of Economics, Nihon University

The Institutional Economics of Wesley C. Mitchell
Hiroyuki Saito Assistant Lecturer, College of Economics, Nihon University
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No. 13  (March, 1989)

Articles
On the Monopoly Rights of the Shanghai Cotton Cloth Mill

Bunji Kubota Professor, Faculty of Humanities, Japan Women’s University

An Economic Analysis of Amenity
Nobuteru Kadomoto Graduate Student, Graduate School of Economics, Chuo University

The Policy of Pay Restraint by the Conservative Government and the “Zaikai” in Japan
Tomio Makino Professor, College of Economics, Nihon University
Mitsuaki Kusahara Associate Professor, College of Economics, Nihon University

Material
A. G. Gruchy on W. C. Mitchell

Hiroyuki Saito Assistant Lecturer, College of Economics, Nihon University

No. 14  (March, 1990)

Articles
An Estimation of Japanese Production Functions

Tsuneyuki Ueki Lecturer, College of Economics, Nihon University
Takashi Obara Professor, College of International Relations, Nihon University

A Study of Wholesalers in Tokyo
Hidenori Naito Professor, College of Economics, Nihon University
Shigehiko Watarai Former Managing Director, Research Center on Small and Medium-Sized
 Businesses
Masakazu Fukuda Professor, College of Commerce, Nihon University
Akira Hiroe Associate Professor, Faculty of Commerce, Sapporo Gakuin University

Regional Accumulation of Small Retailers and the Changing Role of their Social Functions
Ichiro Ota Professor, School of Economics, Teikyo University

On the Structure of the Latest Retail Business
Hidenori Naito Professor, College of Economics, Nihon University
Masakazu Fukuda Professor, College of Commerce, Nihon University
Akira Hiroe Associate Professor, Faculty of Commerce, Sapporo Gakuin University
Takuo Takenawa Lecturer (Part-time), College of Science and Technology, Nihon University

OA Communication and Business Management
Minoru Sugaya Associate Professor, Department of Business Management, Hakuoh University

Liberalization of Foreign Exchanges and International Short-Run Capital Movement
Hiroya Akiba Professor, Faculty of Economics, Niigata University
Sachiko Takahi Lecturer, Junior College, Tokai University

W. C. Mitchell and the Economic Theory of Adam Smith
Mitsunobu Sato Lecturer, School of Law, Teikyo University
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A Fundamental Feature of W. C. Mitchell’s Thought
Hiroyuki Saito Assistant Lecturer, College of Economics, Nihon University

Book Review
Paul Hirst and Jonathan Zeitlin, Reversing Industrial Decline? Industrial Structure and Policy in Britain and  
Her Competitors

Kazuhiko Tamura Assistant Lecturer, College of Economics, Nihon University

No. 15  (March, 1991)

Articles
Business Leadership in Japan’s Multinational Corporation

Hiroo Takahashi Professor, Hakuoh University

Consumer Policy in Japan
Takeomi Satoda Lecturer (Part-time), College of Economics, Nihon University

Improvement and Restructuring of Consumers’ Policies for Better Living Standards
Kizo Abe Professor, College of Economics, Nihon University

A Preliminary Analysis of Residential Mobility in Tokyo Metropolitan Area
Miki Seko Professor, College of Economics, Nihon University
Machiko Watanabe Associate Professor, Kaetsu Women’s College
Hiroko Aiba Staff Researcher, Simulation Technology Department, Mitsubishi Research
 Institute, Inc.

The Role of Economic Planning in Japan
Kenichi Furuya Professor, College of Economics, Nihon University

W. C. Mitchell and Adam Smith
Hiroyuki Saito Lecturer, College of Economics, Nihon University

Material
Government Intervention and Galbraithian Theory

Shin Takahashi Instructor, Kanan High School, Miyagi Prefecture

No. 16  (March, 1992)

Articles
Income Structure in Japan

Kenichi Furuya Professor, College of Economics, Nihon University

A Review and Reconceptualization of Organizational Commitment
Takashi Hiroi Lecturer, College of Economics, Nihon University

A Consideration of Business Organization and Human Resources Development
Takashi Suzuki Professor, College of Economics, Nihon University

An Empirical Analysis with Respect to the Japan-U.S. Trade of Manufactured Goods
Mitsuo Honda Professor, College of Economics, Nihon University
Moriyoshi Nakajima Professor, Faculty of Political Science and Economics, Takushoku University
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Meaning of the Analysis of Consumption Incentives in Galbraith’s Theory on Contemporary Economy
Shin Takahashi Instructor, Kanan High School, Miyagi Prefecture

No. 17  (March, 1993)

Articles
On the Collection of Materials for Bibliographic Research on Water Utilization

Yoshihisa Terada Researcher, Japan Agronomical Association
Akira Baba Professor, College of Economics, Nihon University
Masayoshi Iijima Lecturer, Kiryu Junior College

Water Utilization and Regional Characteristics of Agriculture: The Case of Miyagi Prefecture
Akira Baba Professor, College of Economics, Nihon University
Yoshihisa Terada Researcher, Japan Agronomical Association
Akira Kitajima Lecturer, Correspondence Division, Nihon University

Improvement Projects of Farmland in Miyagi Prefecture
Akira Baba Professor, College of Economics, Nihon University
Hiroyasu Shimura Professor, College of Agriculture and Veterinary Medicine, Nihon University

Land Improvement Projects and Future Issues in the Iwaki River Basin
Tadashi Sasamori Institute of Tohoku Region & Culture

Changes in “Suiso” (water-features): The Case of the Old Tone River and Yashio City
Nobuo Arai Former Professor, Takasaki City University of Economics
Akira Kitajima Lecturer, Correspondence Division, Nihon University

Influence of the Equal Employment Opportunity Law on Personnel Management
Masaru Ogiwara Visiting Researcher, Nihon Research Center

Recent Increase in Consumer Credit and Consumption Expenditure of Households
Noritoshi Fujimoto Associate Professor, College of Economics, Nihon University

No. 18  (May, 1993)

Articles
Adjusting the World Economy: Pax Britanica and Pax Americana

Naoyuki Honma Associate Professor, College of Economics, Nihon University

Long-Term Trends in the Swedish Retail Industry
Hidenori Naito Professor, College of Economics, Nihon University
Ichiro Ota Professor, School of Economics, Teikyo University

Flexibility and Robustness of Economic and Social Systems for Food Production Management in Japan
Kizo Abe Professor, College of Economics, Nihon University

The Power Economics of John K. Galbraith
Shin Takahashi Lecturer (Part-time), Faculty of Economics, Tohoku Gakuin University

Thorstein Veblen and Economic Theory: On the Views of Douglas F. Dowd
Akira Sasaki Professor, College of Economics, Nihon University
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Thorstein Veblen’s Concept of Capitals of Douglas F. Dowd
Mitsunobu Sato Lecturer, School of Law, Teikyo University

No. 19  (March, 1994)

Articles
Optimal Tariffs and Domestic Distortion under Uncertainty

Hiroya Akiba Professor, Faculty of Economics, Niigata University

Corporate Finance of Malaysia
Yoshitaka Kurosawa Professor, College of Economics, Nihon University

Factor Accumulation and the Pattern of Trade in East and South-East Asia in the Post-War Period
Kazuo Yokokawa Associate Professor, College of Economics, Nihon University

International Specialization between Japan and China
Mitsuo Honda Professor, College of Economics, Nihon University

Housing Conditions and Public Housing Finance in Japan
Miki Seko Professor, College of Economics, Nihon University
Machiko Watanabe Associate Professor, Kaetsu Women’s College
Hiroko Aiba Staff Researcher, Simulation Technology Department, Mitsubishi Research
 Institute, Inc.

A Historical Approach to the World Economic System
Setsujiro Irie Former Professor, College of Economics, Nihon University

The Unfolding of Veblen’s Theory of the Instinct of Workmanship: An Approach to a Genetic Inquiry into 
Institutions

Takumi Okugi Instructor, Meiwa Ken-o High School, Hirakata Gakuen

No. 20  (March, 1995)

Articles
Perspectives and Adaptability of the Japanese System: Centering on Japanese-Style Employment Practices

Kenichi Furuya Professor, College of Economics, Nihon University

How the Automotive Industry Responded to the 90s’ Recession: A Study Focusing Mainly on Nissan Motor 
Company

Hiroaki Watanabe Associate Professor, Kyoaigakuen Women’s Junior College

Recent Corporate Restructuring And the Lifetime Employment System
Tomio Makino Professor, College of Economics, Nihon University

The Transition of Management of Toyota Motor Manufacturing Inc
Michio Kawashima Professor, College of Economics, Nihon University

Realigning Japanese-Type Division of Labor and Japan’s Subcontracting System
Mitsuaki Kusahara Professor, College of Economics, Nihon University
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Thorstein Veblen’s Theory of Institutional Evolution
Akira Sasaki Professor Emeritus, Nihon University

Veblen and Galbraith: An Analogy of Their Social Thoughts
Takumi Okugi Instructor, Meiwa Ken-o High School, Hirakata Gakuen

No. 21  (January, 1996)

Articles
The Joining of Forces within the Business-Owning Stratum and the Quest for Economic Reform in Early 20th 
Century China

Yoshio Kojima Professor, College of Economics, Nihon University

The 1923 Movement to Sever Economic Ties with Japan & the Movement’s Leadership:
In Connection with the Development of the Wuhan Cotton Industry

Hiromitsu Tsukui Lecturer (Part-time), College of Humanities and Sciences, Nihon University

Sun Yat-Sen’s Outlook on Imperialism Reconsidered
Hirofumi Takatsuna Associate Professor, Correspondence Division, Nihon University

The Economic Thought of Song Jiaoren
Yoshikazu Katakura Instructor, Nihon University Buzan Girls’ Senior High School

No. 22  (March, 1996)

Articles
Adjusted Concept of Transformation Policies: Some Cordial Suggestions

Tsuneaki Sato Former Professor, College of Economics, Nihon University

Systemic Transformation in Georgia
Manabu Suhara Professor, College of Economics, Nihon University

An Introduction to Research on the Specific Locational Characteristics of and on the Structure of Agricultural 
Water Utilization in the Eaigawa and Narusegawa River Basins

Yoshihisa Terada Researcher, Japan Agronomical Association

The Historical Process of Developing Water Utilization in the Watarase River Basin: Focusing on Development 
along It’s Right Bank (Gunma Prefecture Side)

Masayoshi Iijima Associate Professor, Kiryu Junior College

Residential Mobility in the Tokyo Metropolitan Area before and after the Bubble Period
Miki Seko Professor, College of Economics, Nihon University
Machiko Watanabe Associate Professor, Kaetsu Women’s College
Hiroko Aiba Senior Staff Researcher, Simulation Technology Department, Mitsubishi
 Research Institute, Inc.

No. 23  (March, 1997)

Articles
Disequilibrium Analysis of a Market Economy Representative:
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The Disequilibrium Process and the Interest-Rate Adjustment Mechanism: Regarding the Wicksell-Keynes 
Connection

Yasuo Nakayama Professor, College of Economics, Nihon University

A Reappraisal of Clower’s Cash-in-Advance Model
Noritoshi Fujimoto Associate Professor, College of Economics, Nihon University

New Keynesian Challenges
Soji Okamura Professor, Faculty of Economics, Daito Bunka University

The Externalities of Transaction Costs and Unemployment Analysis
Hirotaka Kitamura Associate Professor, College of Economics, Nihon University

Real Business Cycle Theory and Microfoundations of Macroeconomics
Tsuneyuki Ueki Associate Professor, College of Economics, Nihon University

Coordination Failures and Macroeconomic Analysis
Takashi Yagi Lecturer, Faculty of Social and Information Studies, Gunma University

No. 24  (March, 1997)

Articles
The Role of US Multinational Corporations in the Advanced Industrialization of East Asia

Koichi Okumura Professor, College of Economics, Kanto Gakuin University

The Possibilities and Prospects for North East Asia Economic Regional Cooperation among the Surrounding 
Countries and Regions Involved in the Development of the Tumen River

Yahiro Unno Professor, Faculty of Economics, Kanazawa University

Research and Development Capabilities of the NIES
Takabumi Hayashi Professor, College of Economics, Rikkyo University

The Role of the South Korean Economy in the Pacific Rim
Yangchoon Kwak Associate Professor, College of Economics, Rikkyo University

The Overseas Investment of Small and Medium Enterprises: The Response of Small and Medium Enterprises to 
Trends in Asian Economic Region

Koichi Okada Associate Professor, School of Business Administration, Meiji University

New Stage of Transition to Market Economic Systems in Contemporary China
Kazuma Egashira Former Professor, College of Commerce, Nihon University

The Evolution of the Debate on a Service Economy in China
Masahiro Tateishi Associate Professor, Liberal Arts Course, Nagano Prefectural College

No. 25  (March, 1998)

Articles
Realities of Dispatched Workers

Michio Kawashima Professor, College of Economics, Nihon University
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Financial Structure in the Recession of the 1990s: Focusing on the Unfairness and Opaqueness of the Disposition 
of Jusen and the Financial System

Hiroaki Watanabe Professor, Kyoaigakuen Women’s Junior College

Japan’s Competitive Position with Asia NIEs and the Structure of Its Trade with Them
Mitsuo Honda Professor, College of Economics, Nihon University

Business Cycles and Foreign Economic Relations of the Asian NIEs, 1980-95
Naoyuki Honma Professor, College of Economics, Nihon University

Japan’s Import Taxes and Resource Allocation: A Computable General Equilibrium Approach
Kazuo Yokokawa Professor, College of Economics, Nihon University

The Effects of “Rushang” Spirit on Managerial Decision-Making Processes of Chinese High-Tech Enterprises: A 
Preliminary Investigation

Yutaka Takakubo Lecturer, College of Commerce, Nihon University

No. 26  (September, 1998)

Articles
The Reduction of Labor in Consumer Services

Aki Aneha Associate Professor, Niigata Women’s College

A Note on the U.S. Economic System: Focusing on Local Self-government
Motoo Haruta Professor, College of Economics, Nihon University

The Concentration and Social Division of Production of Small and Medium Enterprises: A Survey of the Machine 
and Metalworking Industries in Ota Ward

Hisakazu Fukushima Professor, College of Economics, Nihon University
Koji Kotani Researcher, Research Institute of Small Commerce and Industry
Katsufumi Osawa Lecturer, Kushiro Public University of Economics
Mitsuaki Kusahara Professor, College of Economics, Nihon University
Koichi Okada Associate Professor, School of Business Administration, Meiji University
Kazuhide Yahata Associate Professor, School of Business Sakushingakuin University

No. 27  (March, 1999)

Articles
Interlinked Structural Change in the East Asian Economies and Intra-regional Cycle

Osamu Kakuta Professor, College of Economics, Nihon University

Industrial Policy in East Asia and the Effect on Small and Medium-Sized Businesses in Japan: Regarding 
International Fusion of Industry

Hisakazu Fukushima Professor, College of Economics, Nihon University

Industrial Organization and the Socialist Market Economy in China: The Central Role of State-Owned Enterprises
Tadakazu Miyake Professor, College of Economics, Nihon University

The Market Economy and Privately Owned Business
Toshio Kikuchi Professor, College of Economics, Nihon University
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The Schoolteacher Wage System in China
Akira Miyoshi Associate Professor, Faculty of Modern Chinese Studies, Aichi University

Thorstein Veblen’s Concept of Capital: Concerning “On the Nature of Capital: II.”
Mitsunobu Sato Associate Professor, School of Law, Teikyo University

The Road to the Manchurian Incident: An Introduction
Takatoshi Kimura Professor, College of Economics, Nihon University

How Can Health Care, Medical and Welfare Services be Combined? Focusing on Advanced Case Studies
Hiroshi Osada Associate Professor, College of Nursing Art and Science, Hyogo

The Economic Characteristics of Office Services and the Theories of Nobuo Isagai
Yutaka Kushida Associate Professor, Faculty of Business Administration , Aomori University

Service Labor = Non-productive Labor: How and Why the Theory Fails
Shigeo Saito Professor, College of Economics, Nihon University

The Role of Service Industries in the National Economy of China
Masahiro Tateishi Associate Professor, Liberal Arts Course, Nagano Prefectural College

No. 28  (September, 1999)

Articles
Awareness of Corporate Governance among Institutional Investors and Their Role in Corporate Governance: 
Exercising Voting Rights in the United Kingdom

Yumiko Miwa Lecturer, School of Commerce, Meiji University

Corporate Governance Disclosure Connected with Corporate Pension Plans in Japan
Aishi Imakufu Professor, College of Economics, Nihon University

A Framework for the Development of “Corporate Governance Disclosure”
Osamu Furusho Associate Professor, Asia University Junior College

Corporate Governance Structures and Accounting Systems in Japan:Assurance and Trust Mechanisms
Atsuo Mukoyama Associate Professor, Faculty of Business, Osaka City University

Corporate Governance Structure and the Impacts of the Accrual Accounting System
Hiroji Takao Professor, University Faculty of Economics, Osaka University

The Role of Disclosure in Corporate Governance: SEC Regulations on Executive Compensation Disclosure
Masanori Yamazaki Associate Professor, Faculty of Economics, Daito Bunka University

Governing Structures for Business as Provided under State-run Enterprise Legislation in the Planned Economies 
of Central Europe and the Former Soviet Union

Shuichi Ikemoto Associate Professor, College of Economics, Nihon University

The Aspect of Transitional Economy in China and Asian Finance Crisis
Kazuma Egashira Former Professor, College of Commerce, Nihon University
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The Japanese Textile and Clothing Industries after the 1985 Plaza Accord
Shosuke Suhara Associate Professor, College of Economics, Nihon University

No. 29  (March, 2000)

Articles
Changes in Agglomeration Patterns among Small and Medium Enterprises in the Machinery and Metals 
Industries: A Survey in Tokyo’s Ota Ward

Hisakazu Fukushima Professor, College of Economics, Nihon University
Koji Kotani Research Institute of Small Commerce and Industry
Kathufumi Osawa Lecturer, Kushiro Public University of Economics
Mituaki Kusahara Professor, College of Economics, Nihon University
Koichi Okada Associate Professor, School of Business Administration, Meiji University
Kazuhide Yahata Associate Professor, School of Business, Sakushingakuin University

Private Sector Growth in Modern China
Yoshio Kojima Professor, College of Economics, Nihon University

Some Analyses of the Japan - China Trade Structure
Mitsuo Honda Professor, College of Economics, Nihon University

The Development of the Small Cities and Service Economy in China
Masahiro Tateishi Associate Professor, Liberal Arts Course, Nagano Prefectural College

Rethinking Privatization in Transition Economies
Tsuneaki Sato Emeritus Professor, Yokohama City University

The Reorganization of Zaibatsu Capital into Heavy and Chemical Industries during the 1920s
Kunio Sue Associate Professor, Sano International Information Junior College

Regulation Theory in the 1990s
Yozo Yabe Professor, College of Engineering, Nihon University

Asia’s Currency Crisis and Sovereign Ratings
Yoshitaka Kurosawa Professor, College of Economics, Nihon University

Pension Scheme Reform in the Former Soviet Union: The Case of Kazakhstan
Fumikazu Sugiura Economist, Japan Center for International Finance

No. 30  (March, 2001)

Articles
Endogenous Change and the Role of Expectations--Real Business Cycle Models and the Formation of 
Expectations

Tsuneyuki Ueki Associate Professor, College of Economics, Nihon University

The Rise and Fall of the Old-Institutional School: Some Comments on M. Rutherford
Takao Tsukamoto Professor, College of Economics, Nihon University

The Relation Between the Economics of Complexity and Keynes’s Economics
Noritoshi Fujimoto Professor, College of Economics, Nihon University
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Automation and Changing Production Methods-How Small to Medium-Sized Businesses Have Evolved in the 
Context of the Global Economy

Masami Saito Part-time Lecturer, College of Economics, Rikkyo University

State-Run Versus Private-Sector Enterprises in China-The Economic Policy of the Nationalist Government in the 
Mid-20th Century

Nobuko Hamaguchi Professor, The University of the Air

Male Occupational Mobility During the Meiji Period-A Small-Scale Study Based on the Who’s Who of Japanese 
Living in Manchuria

Kazuo Komine Professor, College of Bioresource Sciences, Nihon University

The Structure and Significance of the Japanese Production System
Mitsuaki Kusahara Professor, College of Economics, Nihon University

No.31  (September, 2001)

Articles
Risk Management and Risk Disclosure

Kenji Tanaka Professor, College of Economics, Nihon University

The Development of the Standards for Reporting Financial Performance in the United Kingdom
Nobuhiko Sato Professor, College of Economics, Nihon University

The Service Economy and the Value-Producing Labor
Osamu Kakuta Professor, College of Economics, Nihon University

The Evolution of Marxian Political Economy in the Field of Value-Price Theory
Yuji Oishi Professor, College of Economics, Komazawa University

The Falling Rate of Profit and Labor Theory of Value
Akira Suzuki Lecturere, College of Science and Technology, Nihon University

Complex System Economics and Industrial Organization －Dealing with the IT Revolution
Tadakazu Miyake Professor, College of Economics, Nihon University

Russia’s Attempt at Systemic Transformation and Its Legal Culture
Manabu Suhara Professor, College of Economics, Nihon University

Japanese Capitalism in the Nineties －Changes in Industrial Relations
Yoshikazu Hasegawa Professor, Ohtsuki City College

No.32  (March, 2002)

Articles
Progress of the Transformation Process in Russia and Central European Countries

Shuichi Ikemoto et al. Professor, College of Economics, Nihon University

For Construction of the Theoretical System of Service Economy
Shigeo Saito et al. Professor, College of Economics, Nihon University
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An International Comparison of SME Policies: Asian and European Cases
Hisakazu Fukushima et al Professor, College of Economics, Nihon University

21st Century, Influence upon the World Economy by Japan’s Environmental Symbiosis Policy - Study of 
Preparation System for Conflict to the Economic Development and Environment-

Keiichi Tanaka et al Professor, College of Economics, Nihon University

No.33  (March, 2003)

Articles
The Environment and Economic Ethics in the 21st Century

Mitsuo Honda et al. Professor, College of Economics, Nihon University

China during the Economic Transformation
Yoshio Kojima et al. Professor, College of Economics, Nihon University

An Economic Analysis of the Optic Technology Industry Underlying the IT Revolution-Diversification and 
Internationalization in the Camera Industry

Masao Kogure et al. Professor, College of Economics, Nihon University

Change in Japan’s Industrial Structure and Organization in the 1990s
Tadakazu Miyake Professor, College of Economics, Nihon University

No.34  (March, 2004)

Articles
Japan’s Globalization and Informatization Impact on Trade: A Look at New International Trade Theory Trends

Mitsuo Honda Professor, College of Economics, Nihon University

Internationalization of Japanese Venture Business
Mitsuru Mizuno Professor, Graduate School of Business, Nihon University

Japanese Companies’ Credit Risk
Yoshitaka Kurosawa Professor, College of Economics, Nihon University

An Examination of the Causes of Productivity Stagnation in the 1990s
Tomohiko Inui Professor, College of Economics, Nihon University

Technology-Related Diversification of Camera Manufacturers: The Case of Pentax Corporation
Masayoshi Iijima Lecturere (Part-time), Takasaki City University of Economics

Distribution Structure of the Domestic Camera Industry during the 1970s and 1980s
Tohru Kaizuka Graduate Student, Graduate School of Economics, Nihon University

The Development of Canon’s Training System
Masao Kogure Professor, College of Economics, Nihon University

Offshore Camera Production in Asia
Satoshi Numata Graduate Student, Graduate School of Economics, Komazawa University
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Financial Structure of the Optical Equipment Industry: Analysis of the Industry’s Capital Procurement and 
Utilization

Hiroaki Watanabe Professor, Kaetsu Junior College

A Study of the Line Company System in Information-Age Manufacturing Industries
Masaaki Ohba Professor, College of Economics, Nihon University

A Study of the Neural Company System as a Production Information Strategy
Naoshi Wakatsuki Konica-Minoruta Business Expert

No.35  (March, 2005)

Articles
EU Entries of Central European Countries and their Impact on
Japanese Companies’ European Strategies

Hiroshi Watanabe Director, Department for Central Europe, Japan Association for Trade with
 Russia & Central Eastern Europe

The Process of Transformation in Central Europe:
Formation of an Export-driven Economic Structure in Hungary

Kiyoshi Okano Deputy Director, Department for Central Europe, Japan Association for Trade 
 with Russia & Central-Eastern Europe

Japanese Investment in the Central and Eastern Europe
-In the case of Czech Republic-

Shuichi Ikemoto Professor, College of Economics, Nihon University

Analysis of the Economic Benefits of Infrastructure Development in Large and Regional Cities using Reverse 
Mortgaging

Keiichi Tanaka et al Professor, College of Economics, Nihon University

Effects of Revenue and Cost Uncertainty on Capital Investment
Takashi Hatakeda Associate Professor, College of Economics, Nihon University

Recent Development of Stochastic Volatility Models and their Estimation Methods
Toshiaki Watanabe Professor, Faculty of Economics, Tokyo Metropolitan University

An Application of the Asymmetric Stochastic Volatility Model to Nikkei 225 Option Price Analysis
Hidetoshi Mitsui Lecturer, College of Economics, Nihon University

No.36  (March, 2006)

Articles
Fiscal Policy, General Purpose Technologies, and Economic Growth

Shinji Kobayashi Professor, College of Economics, Nihon University

Regulation and Productivity
Tomohiko Inui Professor, College of Economics, Nihon University
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The Economics of Information Technology
Yasuo Nakanishi Professor, School of Economics, Senshu University

The Anatomy of the International Monetary Conferences of 1878, 1882, 1892
Takehiko Noguchi Professor, College of Economics, Nihon University

Evaluation of the Post Cold War World in Japan
Shigeo Nakao  Professor, Faculty of Economics, Meiji Gakuin University

American  Accounting Firms and Wall Street Vested Interests
Takashi Hirose Writer / Journalist

The Credit Risk Revolution: From a “Risk-Free Society” to a “Risk Society”
Yoshitaka Kurosawa Professor, College of Economics, Nihon University

Globalization and the Effects of Foreign Bank Entry in Emerging Market Economics
Hidetoshi Hashimoto Doctor’s Program, Graduate School of Economics, Hitotsubashi University

Regional Safety Net Initiatives in the Age of Globalization
Namiko Numao Associate Professor, College of Economics, Nihon University

Transformation of the German Pension System
Harunobu Onagi Professor, College of Economics, Nihon University

On International Specialization and Agglomeration in East Asia: Towards a New International Division of Labor
Mitsuo Honda Professor, College of Economics, Nihon University

Trends in the Location of Japanese Business in China
Naohiko Ijiri Lecturer, College of Economics, Nihon University

Analysis of Trade and Foreign Direct Investment from a New Economic Geography Perspective
Wu Yiliang  Associate Professor, College of Economics, Nihon University

Economic Development and Industrial Agglomeration in Developing Countries: A Study of Regional Economic 
Development in China

Yugun Riku Lecturer, Correspondence Division, Nihon University

Industrialization in China’s Coastal Areas and Industrial Agglomeration, with Reference to the Influences of 
Initial Conditions on the Performance if Industrial Development Zones

Tadahiro Tsuji Associate Professor, College of Economics, Nihon University

No.37  (March, 2007)

Article
Queues with Random Arrival Acceptance Windows

Hideo Ōsawa Professor, College of Economics, Nihon University

Numerical Analysis of the Hoggard-Whalley-Wilmott Equation for Option Pricing with Transaction Costs
Masaaki Nakamura  Professor, College of Science and Technology, Nihon University
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Mean Ruin Time for the Risk Reserve Process
Makoto Doi Professor, Department of Mathematics, Tokai University

Globalization and National Identity: Citizenship in Multicultural Societies
Koichi Kanada  Professor, College of Economics, Nihon University

Globalization and the Environmental Problems 
The Possibility of Fair Trade which Consider Laborers and the Environment

Shihoko Nemoto   Lecturer, College of Economics, Nihon University

Globalization and the Future of Work
Yuko Ogasawara   Professor, College of Economics, Nihon University

Globalization and Japanese Investment in the Czech Republic
Shuichi Ikemoto Professor, College of Economics, Nihon University

A Comparative Analysis of the Effects of Foreign Exchange Intervention in the late 1980s and 1990: Reported 
Intervention and Oral Intervention

Yasuyuki Komaki Professor, College of Economics, Nihon University
Yosuke Takeda   Professor, Faculty of Economics, Sophia University

No.38  (March, 2008)

Approaching Japan’s Public Pension System from a ManagementStandpoint
-Methods and Perspectives-

Aishi Imafuku Professor, College of Economics, Nihon University

Management Issues for Government Pension Investment Fund
-An Examination of the Accountability Systems-

Masafumi Fujino Associate Professor, College of Economics, Nihon University

Application of Sweden’s Automatic Balance Mechanism in Japan
Masaaki Ono Mizuho Bank

An Historical Perspective on the Debate Surrounding the Basic Pension
-Focus on Basic Pension Plans in Germany and Japan-

Harunobu Onagi Professor, College of Economics, Nihon University

Public Pension Reform and Uncertainty
Naomi Miyazato Lecturer, College of Economics, Nihon University

Gravity Analysis on Inter-City Air Transportation Volume
Naohiko Ijiri Associate Professor, College of Economics, Nihon University

An Empirical Analysis of Inter-Firm Rivalry among JapaneseLCCs:
What is the difference from the US case?

Hideki Murakami Associate Professor, Kobe University Graduate School of Business 
 Administration

U.S Airport Credit Rating and Its Methodology
Yoshitaka Kurosawa Professor, College of Economics, Nihon University
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Municipal Bond Issues to Finance Airports in the United States
Kazusei Kato Professor, College of Economics, Nihon University

Approaches for Verifying Structural Change in Financial Markets
Due to Easing /Tightening of Regulations Using ARCH-type Models

Hidetoshi Mitsui Associate Professor, College of Economics, Nihon University

No.39  (March, 2009)

W. C. Mitchell's Approach to Aggregates: Some Comments on G. Hodgson's View
Takao Tsukamoto Professor, College of Economics, Nihon University

A Note on Worker Behavior and Wage Rigidity 
-A View of the Fair Wage Effort Hypotheses for the Microfoundation of Microeconomics-

Tsuneyuki Ueki Professor, College of Economics, Nihon University

Thorstein Veblen’s Critique of Irving Fisher’s Economics
Hiroyuki Saito Professor, College of Economics, Nihon University

Marshall and the Formation of the Logic of England’s Industrial Organization
Tadakazu Miyake Professor, College of Economics, Nihon University

A Way to the Sraffa System
Morio Fujii Professor, College of Economics, Nihon University

Structural interrelations among the digital appliance industry, the digital contents industry, and consumers: An 
inquiry into the choice between private and shared ownership of information held by consumers

Moriyasu Arima Lecturer, College of Economics, Nihon University

Evolutionary Thought and Veblen’s Conception of Economics:
A Survey of Recent Discussions

Noriko Ishida Assistant Lecturer, College of Economics, Nihon University

Thorstein Veblen’s Theory of Instinct
Hiroyuki Takahashi Graduate School of Economics, Nihon University

The potential for economic development in the new Silk Road region through a “bead-type” development strategy
Tadahiro Tsuji Professor, College of Economics, Nihon University

Relationship between the three East Asian countries and Central Asia
-In search of the Eurasian land bridge

Mitsuo Honda Professor, College of Economics, Nihon University

“Beads-type” city formation and its process along the new Silk Road
Wu Yiliang Associate Professor, College of Economics, Nihon University

Location factor-analysis for foreign direct investment into Central Asia
Naohiko Ijiri Associate Professor, College of Economics, Nihon University



149

Regional Economic Development along the New Silk Road and the Beads-Type Development Strategy
Yugun Riku Associate Professor, Correspondence Division, Nihon University

Empirical Study of Option Valuation using Volatility Variation Models
Hidetoshi Mitsui Associate Professor, College of Economics, Nihon University

A comparative analysis of Japanese and U. S. call option price difference using monthly panel data
Asuka Takeuchi Assistant Lecturer, Waseda University

No.40  

Optimal Contracts with Cost Padding and Auditing
Shinji Kobayashi Professor, College of Economics, Nihon University

Procurement Contracts and Optimal Industry Structures
Shigemi Ohba Graduate School of Economics, Nihon University

Does the Competitiveness in Automobile Market Change through 1990's in Japan? :
A New Approach to Estimating Conjectural Variations

Kouji Takenaka Professor, College of Economics, Nihon University

Globalization and Regional Employment Growth in the Japanese Manufacturing Sector
Tomohiko Inui  Office of Statistics Commission, Minister's Secretariat, Cabinet Office／

Professor, College of Economics, Nihon University

Finance and Productivity Growth in Japan: An Empirical Analysis Based on Firm Level Data
Kwon Hyeog Ug Associate Professor, College of Economics, Nihon University

Theoretical Structures for Creditor Coordination Failure and a Credit Run
Kenta Toyofuku Associate Professor, College of Economics, Nihon University

National and Local Governments in Forest Policy
Ryoko Ishizaki Researcher, Forestry and Forest Products Research Institute

Local Government Procurement of Forest Conservation Fiscal Resources via Local Taxes, and Related Issues: The 
Case of Kanagawa Prefecture

Namiko Numao Professor, College of Economics, Nihon University

Forest Policy and Development of Forest Owner’s Association
Nobuyuki Tsuzuki Researcher, Forestry and Forest Products Research Institute

Forest Income Tax Reform in Finland
Nobuyuki Yamamoto Chief Researcher, Forestry and Forest Products Research Institute

No.41  

Network Externalities, Compatibility, and Product Differentiation
Shinji Kobayashi Professor, College of Economics, Nihon University

The Study of Project Transfer Information to System Engineers: A Model Building
Yoshiki Nakamura Associate Professor, College of Economics, Nihon University
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Examples of the Impacts of Standardization in the Design of Information Systems
Nozomi Omiya Chief, Konica Minolta Information System Corporation

Data Analysis in Information System Maintenance
Hisashi Yamamoto Professor, Faculty of System Design,Tokyo Metroporitan University 

The Improvement of Standardization in Information System Development:
Construction and Application of Systems Applying Design Component Repositories

Yukio Maruyama Researcher, Japan Biological Informatics Consortium

Current Status and Future Issues in the use of Chinese Software Companies for Offshore Development Work
Masaaki Ohba Professor, College of Economics, Nihon University

Will Khorgos Become the Shenzhen of Western China?
Wu Yiliang Associate Professor, College of Economics, Nihon University

The Role of the Caucasus on the New Silk Road
Mitsuo Honda Professor, College of Economics, Nihon University

The Possibility of Economic Development for Central Asia with Reference to the Dynamic Catch-up Model
Tadahiro Tsuji Professor, College of Economics, Nihon University

Gravity Model Analysis of Domestic Air Traffic between Cities in China
Naohiko Ijiri Associate Professor, College of Economics, Nihon University

A Study of the Experiences of East Asian Emerging Countries and the Dynamic Catch-up Model
Riku Yugun Associate Professor, Correspondence Division, Nihon University

Pattern of Trade in Central Asia and Analysis of the Determinants of Export
Takaaki Maeno Assistant Lecturer, College of Economics, Nihon University

The Globalization of China’s Retail Industry
― Impact of and Prospects for the Open-Door Policy

Yasuo Sone Associate Professor, College of Economics, Nihon University

The Impact of Production Abroad on Japanese Parent Firm Performance: 
Emprical analysis by overseas investment purposes.

Tomohiko Inui  Senior Research Fellow, Economic and Social Research Institute, Cabinet 
Office／Professor, College of Economics, Nihon University

Labor Productivity Comparison between Market Economy in Japan and United States
Kwon Hyeog Ug Associate Professor, College of Economics, Nihon University

The Knowledge Spillovers from FDI and the Productivity Effect:
A Study of Global Retailers’Entry to Asian Markets

Norie Yokoi Researcher, The Distribution Economics Institute of Japan
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(2) Research Series

Series 1
Process of Capital Accumulation in the Japanese Economy

Kizo Abe Professor, College of Economics, Nihon University
　　Chapter 1:　Present State of the Japanese Economy
　　Chapter 2:　National Wealth and National Assets in Japan
　　Chapter 3:　Economic Growth and Capital/Assets
　　Chapter 4:　Accumulation of Capital by Major Industries
　　Chapter 5:　The Future Course of National Wealth Building
 (pp.264, 1981 Tokyo: Jichosha Publishing Company)

Series 2
Structural Changes in Japanese Economics and Tasks

Edited by Research Institute of Economic Science, College of Economics, Nihon University
　　Chapter 1:　New Developments in Population Mobility

Toshio Kuroda Director Emeritus, Nihon University Population Research Institute
　　Chapter 2:　Structural Changes in the Small and Medium-Sized Retail Businesses and Future Tasks

Shigehiko Watarai Managing Director, Small and Medium-Sized Research Center
　　Chapter 3:　The Present and Future Tasks of the Trucking Industry

Hironori Ito Professor, College of Economics, Nihon University
　　Chapter 4:　 The Percentage of Japanese House Owners: Relative Price between Owning and Renting a  

House
Miki Seko Associate Professor, College of Economics, Nihon University

　　Chapter 5:　The Mechanism of the Rise in Land Prices and the Japanese Economy
Akira Numata Councilor, Policy Room, Tokyo Metropolitan Government

　　Chapter 6:　 The Present State of Efforts to Modernize Japanese Labor Management and Japanese 
Characteristics

Goro Mori Former Professor, College of Economics, Nihon University
　　Chapter 7:　Japanese Style Management as an Incentive System: Originality and Problems

Naomi Maruo Professor, Faculty of Economics, Chuo University
 (pp.277, 1987, Tokyo: Taga Shuppan)

Series 3:
Institutional Economics

Akira Sasaki Editor and co-author
　　Chapter 1:　Veblen and the Orthodox Economic Tradition

Takao Tsukamoto Associate Professor, College of Economics, Nihon University
　　Chapter 2:　Veblen’s Concept of the Instinct of Workmanship

Akira Sasaki Professor, College of Economics, Nihon University
　　Chapter 3:　The Basic Point of Commons’ Economics

Akira Sasaki Professor, College of Economics, Nihon University
　　Chapter 4:　The Forming of Mitchell’s Economic Thought

Takao Tsukamoto Associate Professor, College of Economics, Nihon University
　　Chapter 5:　Mitchell’s Theory of Business Cycles

Hiroyuki Saito Lecturer, College of Economics, Nihon University
　　Chapter 6:　Mitchell and Economic Theory of Adam Smith

Mitsunobu Sato Lecturer, School of Law, Teikyo University
　　Chapter 7:　Mitchell’s Prospect of Economics

Kenji Sasano Professor, Faculty of Commerce, Kyushu Sangyo University
　　Chapter 8:　Ayer’s Institutional Economics
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Shin Takahashi Instructor, Kanan High School, Miyagi Prefecture
 (pp. 260, 1991, Tokyo, Mineruba Shobo)
Series 4:
Modern China: Its Economy and Society

Yoshio Kojima Editor and co-author
　　Chapter 1:　An Inquiry into the Right Monopoly Enjoyed by the Shanghai Department of Textile Fabrics

Bunji Kubota Professor, Faculty of Humanities, Japan Women’s University
　　Chapter 2:　 On “Shenbao’s” Plan to reconstruct the Jiangzhe the Silk Mill Industry during the Decade of the 

70s and 80s in the 19th Century
Tomoo Suzuki Professor, Faculty of Letters, Aichi Gakuin University

　　Chapter 3:　 The Theory of Monetary System during the Later Years of the Qing Dynasty: The Hunan  
Province Bureau of Mint

Tadashi Nakamura Professor, School of International Politics and Economics,  
 Nishogakusha University

　　Chapter 4:　Nanyang Hypothec Society and Southeast Asia’s
Yoshio Kojima Professor, College of Economics, Nihon University

　　Chapter 5:　 The Kenmu Company and Peasants’ Uprising in the Jurong District during the Later Years of  
the Qing Dynasty

Yoshio Kojima Professor, College of Economics, Nihon University
　　Chapter 6:　 Rural Silk Handicraft Industry in Wujiang District Suzhou Prefecture, during the Period of the 

Xinhai Revolution
Yoshio Kojima Professor, College of Economics, Nihon University

　　Chapter 7:　 Chou Xue-xi and the Agricultural & Industrial Bank: Business Promotion and Fiscal Policies 
during the Early Years of the Zhonghua Minguo (Nationalist China) Period

Nobuko Hamaguchi Professor, The University of the Air
　　Chapter 8:　 Manchurian Farmland and [Qidi] Policy and Rural Villages in North China during the Early Years 

of the Zhonghua Minguo (Nationalist China) Period: The Case of Zhili Province
Reiko Suetsugu Lecturer (Part-time), The University of the Air

　　Chapter 9:　 Personnel Management of Coal-Mine Workers in Prewar Manchuria: How the System of Labor 
Management was Organized at Fushun Colliery

Hirofumi Takatsuna Associate Professor, Correspondence Division, Nihon University
 (pp.213, 1993, Tokyo: Kyuko Shoin)

Series 5:
The Development of Institutional Economics

Akira Sasaki Professor, College of Economics, Nihon University
　　Chapter 1: Thorstein Veblen and Economic Theory: On the Views of Douglas F. Dowd

Akira Sasaki Professor, College of Economics, Nihon University
　　Chapter 2: Veblen’s Concept of Capital: Re His Treatise “The Nature of Capital-I”

Mitsunobu Sato Lecturer, School of Law, Tokyo University
　　Chapter 3:  The Unfolding of Veblen’s Theory of the Instinct of Workmanship: An Approach to a Genetic 

Inquiry into Institutions
Takumi Okugi Instructor, Meiwa Ken-o Senior High School, Hirakata Gakuen

　　Chapter 4: Veblen and Physiocracy: Centered on the Criticism of Veblen’s “Theory of the Spirit”
Takao Tsukamoto Associate Professor, College of Economics, Nihon University

　　Chapter 5: The Economics of W. C. Mitchell and David Ricardo
Akira Saski Professor, College of Economics, Nihon University

　　Chapter 6: W. C. Mitchell and J. S. Mill
Hiroyuki Saito Lecturer, College of Economics, Nihon University

　　Chapter 7: John K. Galbraith’s Analysis of the Inducement to Consume
Shin Takahashi Lecturer (Part-time), Tohoku Gakuin University
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　　Chapter 8: The Power Economics of J. K. Galbraith
Shin Takahashi Lecturer (Part-time), Tohoku Gakuin University

 (pp.229, 1994, Tokyo: Mineruba Shobo)

Series 6:
Industrial Agglomeration and New International Division of Labor
　　Chapter 1:  Decentralization in the World and Concentration within Countries - An Analysis of Industrial 

Agglomeration by a Two-Country Four-Region Model –
Wu Yiliang Associate Professor, College of Economics, Nihon University

　　Chapter 2: Economic Development and Industrial Agglomeration in Developing Countries
Yugun Riku Associate Professor, Correspondence Division, Nihon University

　　Chapter 3 : Industrial Agglomeration and Regional Development Strategy
Wu Yiliang Associate Professor, College of Economics, Nihon University
Yugun Riku Associate Professor, Correspondence Division, Nihon University

　　Chapter 4:  On an International Specialization and Industrial Agglomeration between Japan and China  
Trade

Mitsuo Honda Professor, College of Economics, Nihon University
　　Chapter 5: Locational determinants of Japanese MNEs in Chinese Provinces

Naohiko Ijiri Associate Professor, College of Economics, Nihon University
　　Chapter 6: Industrial Agglomeration and Industrialization in China’s Coastal Areas

Tadahiro Tsuji Associate Professor, College of Economics, Nihon University
 (pp. 220, 2007, Tokyo: Bunshindo)

(3) Working Papers
02-01 The Uncertainty of GDP and Output gap in Real Time

Yasuyuki Komaki Associate Professor, College of Economics, Nihon University

02-02 Investment and Uncertainty
Takashi Hatakeda Lecturer, College of Economics, Nihon University

02-03 How Do We Account for the Relationship between Investment and Uncertainty
Takashi Hatakeda Lecturer, College of Economics, Nihon University

02-04 Income and cost uncertainty and their influence on capital investment
Takashi Hatakeda Lecturer, College of Economics, Nihon University

02-05 A Production Index for the Russian Industry: 1860-1913
Manabu Suhara Professor, College of Economics, Nihon University

03-01 Prices of Industrial Products in Russia: 1927/28, 1955, 1997
Manabu Suhara Professor, College of Economics, Nihon University

03-02 Testing the Expectations from the Survey Data
Yasuyuki Komaki Professor, College of Economics, Nihon University

04-01 Female Labor Participation Behavior in Japan: Theory and Evidence
Tomohiko Inui Professor, College of Economics, Nihon University
Yoko Furukawa Graduate School of Economics, University of Tokyo

04-02 Tran sformation of Strategy and Structure of Japanese companies in the 1990s: theoretical 
analysis and a case study about Sony’s structural change

Nobuko Nishiwaki Lecturer, College of Economics, Nihon University
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04-03 What's Happened to the New Keynesian Phillips Curve in Japan?
Yosuke Takeda Professor, Faculty of Economics, Sophia University
Yasuyuki Komaki Associate Professor, College of Economics, Nihon University
Yasuhide Yajima Economist, NLI Research Institute

05-01 Monetary Policy Evaluation in Real Time
Yasuyuki Komaki  Professor, College of Economics, Nihon University

05-02 Industrial Production Indices for the Russian Empire: 1860-1913
Manabu Suhara Professor, College of Economics, Nihon University

05-03 Russian Industrial Growth: An Estimation of a Production Index, 1860-1913
Manabu Suhara Professor, College of Economics, Nihon University

06-01 Appreciation of K. P olanyi’s Thoughts by Two Economic Nobel Prize Laureates. 
Takehiko Noguchi Professor, College of Economics, Nihon University

06-02 Taxing Multinationals: Global Tax Authority Plan
Akinori Tomohara Associate Professor, City University of New York
Satoshi Egami Professor, College of Economics, Nihon University

06-03 Empirical Study of Nikkei 225 Option with the Markov Switching GARCH Mode
Hidetoshi Mitsui Associate Professor, College of Economics, Nihon University
Kiyotaka Satoyoshi  Associate Professor, Faculty of Business Administration, Toyo 

University

07-01 An Estimation of Production Indices for Soviet Industry
Manabu Suhara Professor, College of Economics, Nihon University

07-02 The Dynamic Character of Cournot Balance:The Adjustment Process by Glowth Rate
Hiroyuki Yoshida Associate Professor, College of Economics, Nihon University

08-01 Value-added Production by Sector in Soviet Industry
Manabu Suhara Professor, College of Economics, Nihon University

09-01  Effects of Seed Money for Voluntary Public Goods Provision: A Field Experiment in the 
Marunouchi Cafe

Masayuki Nakagawa Professor, College of Economics, Nihon University
Takuya Kurita Director, Prime Minister of Japan and His Cabinet

09-02 An Analysis of Incentives of Condominium Reconstruction Using Experimental Economics
Masayuki Nakagawa Professor, College of Economics, Nihon University
Yoshihisa Asada Professor, College of Economics, Nihon University
Fukuju Yamazaki Professor, Sophia University Faculty of Economics

09-03 Evaluation of the Voluntary Provision of Public Goods:Outlook and Application of Methods
Masayuki Nakagawa Professor, College of Economics, Nihon University

09-04 Empirical Studies of Japanese Financial Crises in the 1920s and 1990s
Michiru Sawada Associate Professor, College of Economics, Nihon University
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09-05 Changes in the Prices for Industrial Products in the Soviet Union and Russia
Manabu Suhara Professor, College of Economics, Nihon University

09-06 The Pension Scheme for Establishing Post-welfare State in the Czech Republic
Shuichi Ikemoto Professor, College of Economics, Nihon University

09-07  Professional workers’ organizational commitment: comparison between researchers and 
technicians of the pattern of organizational commitment and the link from commitment to 
performance

Nobuko Nishiwaki Associate Professor, College of Economics, Nihon University

10-01  Dating Business Cycles in Japan from Real-Time data Using Date then Aggregate and Aggregate 
then Date

Yasuyuki Komaki  Professor, College of Economics, Nihon University

10-02  Informal networking by professional accountants and its effect to their promotion: a network 
analysis used longitudinal data of one of the biggest accounting firms in Japan

Nobuko Nishiwaki Associate Professor, College of Economics, Nihon University

10-03  Base year revision of CPI in the conduct of monetary policy using Real-Time data
Yasuyuki Komaki  Professor, College of Economics, Nihon University

(4) Keikaken Reports (Reports of Research Institute of Economic Science)

Records of lectures presented at Monthly Public Research Meetings have appeared in issues of the publication 
Keikaken Reports (Reports of Research Institute of Economics Science) since 1993. The lectures appear under the 
same title as that used when they were presented and in the issue for the fiscal year in which the lecture was  
given.

VII. Awards

In 1984, the Central Cooperative Bank for Commerce and Industry conferred the 9th Award for Outstanding 
Research in Small and Medium-Sized Businesses upon Professor Hidenori Naito for his research entitled, “The 
Distributive Revolution in Sweden.” This research appears in the 8th issue of Kiyo, the Institute’s bulletin.


